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冷徹騎士団長に極秘出産が見つかったら、赤ちゃんごと溺愛されています










プロローグ




「リリー……、今はその目に、俺だけを映していろ」

　白い月明かりの差す寝所で、ふたつの吐息が交じり合う。

　逞たくましい腕が慈しむように柔らかな身体を包み込めば、細い腕が広い背中に伸ばされた。

　甘い刺激を与えられるたびに、女は精いっぱい声をこらえて男の背中に爪をたてる。

「ごめん……なさ……」

「大丈夫だ。不安なら、そうして俺にしがみついていればいい。お前に付けられる傷すら、俺は愛してしまうだろう」

　情熱的な彼――リアムの言葉に、リリーは目に涙を浮かべながら愛しさを募らせた。

　シワひとつなくベッドメイクされていたシーツが、ふたりが動くたびに波打つように乱れていく。

　リアムの男らしい長い指が白磁の肌の上を滑ると、リリーはシーツに口元をうずめながら込み上げてくる疼うずきにたえた。

「んん……っ、ダメ、リアム……」

「それは、もっとしてほしいということだろう？　身体は正直に、俺を受け入れる準備をしている」

「そん、な……ことっ」

「今ここには俺しかいないのだから、恥じらう必要はない。俺に、リリーの甘い声を聞かせてくれ。今日はたっぷりと、愛しいきみを鳴かして溶かすと決めている」

「あ……っ！」

　そう言うとリアムは、リリーが切なげに声をあげる場所ばかりを執拗に攻め立てた。

　そのたびにリリーは声をこらえようとあがくのだが、そのリリーのいじらしい仕草が、リアムを余計に欲情させる。

「もっと力を抜いていい。俺にすべてを預けろ」

「も……っ、ダメ……」

　次第に、リリーの息が上がっていく。

　行為の合間に落とされる甘いキスすら刺激となって、リリーの頭の中は靄もやがかかったように白くなっては何度も弾けた。

　ベッドのスプリングが軋きしむ音が、やけに扇せん情じょう的てきに鼓膜を揺らす。

「んん……っ、も……っ、や、ぁ……おねが、い」

「リリー……愛している。俺も……そろそろ限界だ」

　リアムがそう言ったと同時に、ひときわ昂たかぶった力強い熱がリリーを深く貫いた。

　その瞬間、リリーの背は弓なりになり、足先にも甘い熱と力がこもる。

「リリー……」

　リアムが、愛しい彼女の名を呼んだ。

　たったそれだけで、満たされた気持ちになるのは今――ようやく、ふたりの心が繋つながって、求め合えたからだろう。

「リアム――」

　けれど、応えるようにリリーが薄っすらと目を開けた先で見た、リアムの姿は――。

（え……？）

　遠い記憶の片隅で見た〝彼〟と重なって見え、胸の鼓動が大きく弾んだ。

　――美しい黒髪と、自分を真っすぐに見下ろす情熱的な瞳。

　白い月を背負い、自身に覆いかぶさる彼の表か情おを、リリーは以前もどこかで見たことがあった。

「リリー……。今度こそ、きみを俺のものにしてみせる」

　いよいよ意識が途切れる間際、遠い記憶の中で聞いた男の言葉が鼓膜を揺らした。

（ああ、リアム、あなたは――）

　そうしてリリーは温かく、精せい悍かんな男の腕に抱かれながら目を閉じる。

　そのままいつかの夜と同じように、意識のすべてを手放した――。










王女と衛兵の秘密の一夜




「わぁ、とっても素敵な花はな冠かんむりね」

　小鳥たちの歌声が、ウォーリック王国に春の訪れを知らせている。

「ロニー、これ本当に私が貰もらってもいいの？」

　シロツメクサで作られた花の冠を受け取ったリリー・スペンサーは、自身の前で恥ずかしそうに俯うつむく少年と目線を合わせて、穏やかな声で問いかけた。

　けれど、ロニーと呼ばれた少年は顔を赤らめ、フイっとそっぽを向いてしまう。

「し、仕方ないだろ！　エマの奴が、たくさん花を摘んできて、花があまってたんだ！」

　エマというのは、今年十三歳になるロニーよりも六つ年下の女の子の名前だ。

　血の繋がりはないのだけれど、ふたりは実の兄妹のように仲がいい。

「ふふっ、そうなのね。ありがとう。エマだけじゃなくて私の分まで作ってくれるなんて、ロニーは優しいのね」

　渡された花冠は、お世辞にも出来がよいとは言えなかった。

　しかし、一生懸命作られたものに違いないというのは、ロニーの草色に染まった手を見れば一目瞭然で、リリーはほほ笑ましい気持ちになった。

　――ここは、ウォーリック王国の王都の外れにある孤児院だ。

　歴史ある修道院に付属しており、司祭やシスターたちと共に十数人の子供たちが生活している。

　ロニーやエマは、この孤児院で暮らす子供たち。

　そして、先月十九歳になったばかりのリリーは、ウォーリック王国の第一王女であり、この国唯一の王女だった。

　ウォーリック王国は初代国王が水源豊かな現在の地を治めてからというもの、近隣諸国との争いや政治的な牽けん制せいを繰り返しながら地道に発展を遂げてきた中級国だ。

　しかしながらリリーの父である現国王は戦好きの王として知られており、民衆からの信頼は薄く、歴代一の愚王と囁ささやくものも少なくなかった。

　結果として、現国王の息子である第一王子、リリーの実兄にあたるアイザックに期待が寄せられている状況だ。

　そんな中、今、リリーは侍女と数人の護衛を引き連れ、お忍びでこの場所を訪れている。

　とはいえ孤児院への訪問は初めてではなく、五年ほど前から二週間に一度のペースでリリーが続けている慣習のひとつだった。

「ロニーは大人になったら今よりもっと、優しくて素敵な紳士になるわ」

　花冠を自身の頭に載せてほほ笑むリリーは、ロニーの髪をそっと撫なでた。

　けれどロニーは、頬をムッと膨らませて顔に不満を浮かべてしまう。

　その、あどけない仕草にはまだ幼さが残っていて、リリーは自身の胸が針で刺されたように痛むのを感じた。

　たくさんの子供たちが暮らす孤児院。

　ここにいる子供たちは皆、なにかしらの理由で親や世話をしてくれる近親者を亡くしている。

　原因は貧困による飢えや、流は行やり病。しかし大半は、戦争によって住む家と家族を奪われた子供たちだった。

「お、俺は優しくなんかない！」

　不意に力いっぱい叫んだロニーが、「ふんっ！」と鼻を大きく鳴らした。

　リリーは大きな目を見開き固まって、思わず返す言葉に詰まってしまう。

　なにを隠そうロニーも、七歳の頃に戦争で両親を亡くして、この孤児院へとやってきたひとりなのだ。

　リリーが初めてここを訪れた時にはまだ他の子たちとは馴な染じめずにいて、一国の王女であるリリーとも目を合わせようとしなかった。

「俺は大人になったら、誰にも負けない最強の騎士になるんだ！　だから、俺には優しさなんて必要ない！」

　拳を強く握ったロニーが、まだ声変わりもしていない声で叫ぶ。

「それでいつか、父さんと母さんを殺した奴らを捕まえて、今度は俺がそいつらを剣で真っ二つにしてや――！」

「ロニー、ダメよ。それ以上は言ってはいけない」

　声高に言うロニーの口を、リリーが華きゃ奢しゃな指先でそっと塞いだ。

　そのままリリーは揺れるロニーの瞳を真っすぐに見つめながら、自身の呼吸を整えた後で丁寧に言葉を紡ぐ。

「憎しみに心を囚われてはダメ。復讐や報復は、決して誰の心も救わない。ただ、負の連鎖を生むだけよ」

　諭すようなリリーの口調に、ロニーは一瞬息を呑んだ後で頼りなく視線を彷徨さまよわせて俯いた。

　たった今、威勢のいいことを言ったばかりの唇は引き結ばれ、悔しさの滲む瞳には苦い葛藤が浮かんでいる。

（ああ……でも、本当は私がこんなことを言える立場ではないのに）

　ロニーの心情に寄り添うリリーの胸は張り裂けそうなほど痛み、吐く息はわずかに震えた。

「ロニー……偉そうなことを言ってしまって、ごめんなさい。そもそも、あなたのご両親が亡くなったのは、私の父であるウォーリック国王のせいなのに」

　ロニーの小さな身体を優しく抱き寄せたリリーは、羽のように長い睫まつ毛げを静かに伏せた。

　そうすればシロツメクサの花冠が、カサリと頼りなく音を立てて足元に落ちる。

「国王陛下が……父が、あんなにも争いを好む王でなければ、あなたや、ここにいる多くの子供たちに辛い思いをさせることもなかったんだわ」

　いつの間にか、春を喜ぶ小鳥たちはどこか遠くへ飛び去っていた。

　リリーの言葉を聞いたロニーはリリーから身体を離すと、今度は真っすぐにリリーの揺れる瞳を見つめ返した。

「あなたたちを辛い目に遭わせて、本当にごめんなさい」

「そ、それは、リリー様が謝ることじゃないだろ！」

「でも……」

「確かに、国王陛下は戦好きの王だよ。でも、リリー様は誰よりも平和を願う優しい王女様じゃないか！　リリー様が、戦争なんてなくなればいいって思ってるのも知ってる！　だから、リリー様が謝ることなんてひとつもないんだ！」

　眉根を寄せたロニーの言葉は力強いが、目には薄っすらと涙の膜が張っていた。

　それを見たリリーはハッと息を呑んで言葉を失くす。

　今、ロニーは自身の心と闘っているのだ。リリーのために、必死に憎しみを消化しようとあがいている。

「それにさ……リリー様はすごく高貴なお方で、本当は俺たちがこんなふうにお目にかかれるような人じゃないって、子供の俺でもちゃんとわかってるんだよ」

「ロニー……」

「でも、リリー様はもう五年もここに通い続けてくれている。俺たちのこと、助けてくれてる。今日だって孤児の俺と普通に話したり、みんなと歌ったり遊んだりしてくれて……。ここにいる奴らはみんな、リリー様のことが大好きなんだ！　お、俺だって、本当は――。だから、謝るなら馬鹿なことを言った俺の方だよ！　本当に、ごめんなさい！」

　ロニーが力強く言葉を紡いで頭を下げれば草木が揺らめき、爽やかな葉音を立てた。

　直後、ロニーの髪にポン、と優しい手が載った。

　弾けるように振り返ったロニーにつられてリリーが顔を上げると、カズラと呼ばれるマントを羽織った老紳士の穏やかな双そう眸ぼうが、ふたりのことを愛おしげに見下ろしていた。

「ロニー。己の間違いに気付き、素直に謝罪の言葉を述べられるというのは、大変立派で素晴らしいことですよ」

「司祭様……」

「リリー王女も、どうかその尊い御み心こころを痛めることのなきようになさってください。今、ロニーが申し上げました通り、ここにいるものは皆、あなた様に心から感謝しているのですよ」

　リリーの眼前に、深いシワの刻まれた手が差し出された。

　柔和な司祭に促され、リリーはゆっくりと立ち上がる。

　そうすれば後方に控えていた侍女のソフィアがすぐにリリーのそばへと駆け寄って、ドレスの裾すそのわずかな乱れを手早く直した。

「いつもありがとう、ソフィア」

「いいえ、リリー様。勿体ないお言葉です。ソフィアも彼らと同じように、リリー様をお慕いするひとりですから、おそばにいられることがなによりの誇りなのですよ」

　司祭に賛同するように、ソフィアはリリーを見つめて柔らかにほほ笑んだ。

　癖のあるグレーの髪に、小柄な体格のソフィアは壮年の女性で、幼い頃から一番近くでリリーの身の回りの世話をしてきた、リリーの第二の母のような存在だ。

「だからどうか、リリー様は堂々と胸をお張りください。美しいリリー様には、笑顔が一番よくお似合いですから」

　嘘のないソフィアの言葉だ。リリーは目に浮かんだ涙を払うと、真っすぐに顔を上げた。

「……ありがとう。あなたたちの言う通りね。父がしていることに胸は痛むけれど、私は王女として謝罪をするより先に、この国のため、国民のためになにができるのかを考えるべきだったわ」

　謝るだけなら、小さな子供でもできる。今、王女として自分がするべきことは、ひとりでも多くの国民が安心して暮らせるように尽力することだ……と言葉を続けたリリーは、足元に落ちていた花冠を拾い上げた。

「どんな時も、希望を持って前を向いていなければいけないわ。そうすればきっと、道は開けていくはずだから」

　清廉なリリーの言葉を聞いた三人の顔が、眩まぶしい光を見つめるように綻ほころぶ。

　リリーはそっとほほ笑むと、三人を見つめ返した。

「この孤児院に住む子供たちは幸せです。気高い御心を持つリリー様だけでなく……もうひとり別に、ご加護をくださる方がいるのですから」

　その時、不意に司祭が孤児院の入口へと目を向けた。

　リリーが視線の先を追えば、大きな木箱がふたつ置かれているのが目に入る。

　木箱の前では子供たちがシスターたちと談笑しながら、中身の確認作業をしていた。

　その光景を眺めながら、リリーは確信めいた口調で司祭に尋ねた。

「今年も、届いたのですね？」

「ええ、今年で六年目です。リリー様もすでにご承知の通り、毎年決まって五月に執り行われる豊穣の女神マイアの祭りに合わせてプレゼントが届けられています」

　司祭の返事を聞いたリリーは、「そう……」と小さく相あい槌づちを打った。

　箱の中身が数種の果物や子供用の衣服、そして書物や筆記用具と多岐にわたっているのはリリーも承知のことだ。

「届けてくれた方は、今年も贈り主の名を教えてくださらなかったの？」

「はい。使者は昨年と同じ御方でしたが、やはり例年通り『主あるじから、〝名乗るほどのものではない〟と伝えるよう命令を受けているので贈り主の正体は明かせない』ということでございました」

　司祭の言葉を聞いたリリーは、まるでサンタクロースのようね、と心の中で呟いた。

【孤児院に毎年届くプレゼント】と、【そのプレゼントの贈り主】は、リリーがこの五年間、ここに通い続ける中で深い関心を持っていることでもあった。

　あくまで推測の域を出ないが、プレゼントの贈り主は、どこかの貴族か王族だろう。

（金銭的余裕のある人間でなければ、こんなふうに毎年プレゼントなどを贈ることはできないものね……）

　贈り主がなぜ、ウォーリック王国の孤児院に支援をしてくれるのかはわからない。

　けれど、質素な生活に潤いを与えてくれる物資はここに住む子供たちにとって、大きな希望に違いなかった。

「きっと、贈り主様は神の御心を持つ、とても優しい御方だと思うの」

　胸にそっと手を当て、リリーはほほ笑む。

　正体のわからぬ、名もなき贈り主様。

　もしも、いつかどこかで会えたなら、王女としてお礼をしなければならないとリリーはずっと前から考えていた。

（そして……私もあなたのように、尊い行いができる人間であれるように努めると、直接お話ししたい――）

〝名もなき贈り主〟へと想いを馳はせるリリーの鼓動は、弾むように高鳴った。

　そっと空を見上げれば、白い翼を広げた鳥が一羽、願いを運ぶように飛んでいく。

　木々の合間を縫って差す木漏れ日は、空の彼方を見つめるリリーの足元を優しく照らしていた。




＊　＊　＊




「リリー様。国王陛下が、すぐに国王執務室へいらっしゃるようにとのことでした」

　その日、リリーが孤児院から王宮に戻って身支度を整えていたら、政務中であるはずの国王に呼び出された。

　国王が執務室に娘であるリリーを呼びつけることは珍しい。

（なにか、急用なのかしら……）

　一抹の不安と疑問がリリーの脳裏をかすめたが、考えても思い当たる節はない。

　しかし、父からの命めいには従う他ないため、リリーは迷うことなく了承した。

「わかったわ。支度が終わり次第向かいますと、お父様に伝えてくださる？」

　リリーの返事を聞いた侍女のソフィアは使いとして寄越された衛兵に回答を伝えると、リリーの支度の仕上げを急いだ。

　――ウォーリックの可憐な花。それは、リリーが持つ呼称のひとつだ。

　今は亡き母ゆずりの緩くウエーブがかかったプラチナブロンドの髪は胸下まで伸びていて、絹糸のように繊細で美しかった。

　シミひとつない白磁の肌はすべらかで、頬は淡い桜色に色付いている。

　唇も同じだ。特段ぽってりとしているわけではないが、ほどよい厚みがあって色っぽい。

　なにより特徴的なのは、大きな目とオリーブ色に輝く宝石のような瞳だった。

　この地では初代皇后が珍しいオリーブ色の瞳をしていたことから、同じ色の瞳を持つものは『幸福をもたらす神の使い』であると信じられている。

　実際、見つめられると甘い引力のようなものを感じさせ、不思議と目が離せなくなってしまうのだと、リリーと顔を合わせたものは誰もが口々に賛辞した。

　けれど肝心の本人は恵まれた容姿を鼻にかけることもなく、いつでも自然体で振る舞っている。

　先ほども孤児院で子供たちとかくれんぼをして遊んだり、歌を歌ってみたりと、飾らない姿を見せてきたばかりだ。

　むしろリリー本人は、会ったこともない人間からも『稀まれに見る美貌の持ち主らしい』などと噂されることは、有あり難がた迷惑であるとすら考えていた。

「このドレスも、リリー様によくお似合いですわ」

　支度をしながら、侍女のひとりがうっとりと目を細めてリリーを見上げた。

　ベルベットの布地を基調に、華やかなレースとリボンがあしらわれたエレガントなドレスだ。

　しなやかなラインと洗練されたシルエットは高貴さを際立たせ、リリーの華奢な身体を美しく彩っていた。

「ありがとう。お父様もそのように思ってくださるといいのだけれど」

　侍女の言葉に、リリーは曖昧な笑みを浮かべて答える。

　孤児院へと赴く際には軽装を心がけているが、王宮内や社交の場では一切の気が抜けないのが今の王宮内での内実だった。

　というのも、『上に立つものは常に高貴に着飾ってあれ』。それがリリーの父である国王の口癖だからだ。

　言葉の通り、国王は常に一級品の衣服や調度品ばかりを身に着け、リリーにも同じように振る舞うことを指示していた。

　加えて国王は、リリーが孤児院へと行くことも快くは思っていない。

　機嫌が悪い時には決まって、そのことをチクチク責めて、無意味なことだとリリーの行いを糾弾した。

『王女であるお前が、下々のものと馴れ馴れしくするなどは論外だ』

　それでもリリーは、『上に立つものとして、しかるべき勉強だ』という理由で国王を説得し、もう五年も孤児院へと通い続けている。

　けれど、それもいつまで持つかわからない。

（だからこそ、王宮内で粗相をしてお父様の機嫌を損ねるようなことだけは絶対に避けなければならないわ）

「リリー様、お支度が整いました」

　悶もん々もんと思い悩んでいたリリーに、ソフィアの穏やかな声がかけられた。

　リリーはハッとして顔を上げると、鏡に映った自分を改めて見つめる。

　鏡の中に映るリリーは、父好みの贅ぜいを尽くした様相になっていた。

（……大丈夫。とにかく、どんな時でも前を向いていなければいけないわ）

　そうしてリリーは決意を固めるように胸を張って、「行きましょう」と告げてから、国王の待つ執務室へと向かった。




「――お父様、リリーでございます。お待たせしてしまい、申し訳ありません」

　執務室に着き、優雅な仕草でドレスを持ち上げたリリーは国王に向かって頭を下げた。

　ゆっくりと顔を上げれば金銀で彩られた豪華絢けん爛らんな室内に目が眩くらむ。

　国一番と謳うたわれる職人たちを集めて作らせた美術品の数々は、大金を積んで用意されたものばかりだが、お世辞にも品があるとは言えなかった。

（昔から、この部屋は苦手だわ）

　国王の、自己顕示欲をそのまま表しているかのような執務室は空気が淀よどんでいるように思う。

　この場所に来るとリリーはいつも息苦しくなって、一秒でも早くここを去りたいと願ってしまった。

「ああ、リリー。今日はお前にいい話があってな」

　数ある調度品の中でも群を抜いて贅を尽くした椅子に座す国王は、そんなリリーの心情も知らずにニヤリと笑った。

「いいお話、ですか……？」

　国王の笑顔を見たリリーは、胸に蔓延はびこる不安が深く色付くのを感じて息を呑む。

（なんだか、すごく嫌な予感がする）

　そしてリリーのその予想は、次に告げられた父の言葉により現実となった。

「リリー。お前をグラスゴー王国の第一王子、エドガーのもとへと嫁がせることにした」

「え……。わ、私が、エドガー王子のお后に……ですか？」

　思いもよらない話に、リリーの声が上ずる。

　対して国王は、リリーの戸惑いに触れることなく、声を弾ませながら話を続けた。

「ああ、そうだ。エドガーはグラスゴー王国の次期国王となる男。お前が嫁ぐ相手としては、申し分ないだろう」

　白い髭ひげを撫でながら、歪ゆがんだ笑みを浮かべる国王とは対照的に、リリーの表情は強張った。

　グラスゴー王国は、ウォーリック王国の西側に位置する中級国だ。

　規模や兵力、国益もウォーリックとほぼ対等だが、現国王は病床に伏せていると、最近風の噂で耳にしたばかりだった。

「エドガーも今こそ身を固めるべき時だと考えていたようで、この度の婚姻話を持ちかけたらふたつ返事で了承した」

「お……お話はわかりました。でもなぜ急に、婚姻の話が進んだのですか？」

　リリーは精いっぱい狼ろう狽ばいを押し込めると、努めて冷静に国王に尋ねた。

　リリーは一国の王女という立場。いつかは国交のため、自身の婚姻が利用されることは覚悟していた。

　けれど今回の決定は、あまりにも性急すぎる。

　したたかなウォーリック国王はこれまで、近隣諸国の重鎮にまでその美貌を賞賛されるリリーの婚姻を、国交に最大限に利用しようと目論んでいたのだ。

（だからこそ、お父様が私の結婚相手を選ぶのなら、ウォーリックの地盤を盤石にするような大国の王子に限ると思っていたのに）

　それなのに相手が自国とそう変わらぬ中級国というのは、あまりに想定外だ。

　つまり、リリーの父である国王の気を急かす〝なにか〟が、この政略結婚の裏で動いているに違いない。

「どうやら、納得いかないという顔だな」

　そんなリリーの心慮に、さすがの国王も気が付いたようだ。

　国王は口元に浮かべていた笑みを消すと、リリーから目を逸らして忌いま々いましげにことの次第について語り始めた。

「……お前も、かの憎きラフバラ王国が、国王が代替わりしてからというもの勢力を伸ばし、確実に領土を広げていることは知っているな？」

　国王の問いに、リリーは戸惑いながらも頷うなづいてみせる。

　ラフバラ王国というのは、ウォーリック王国の東側に位置する大陸一の国の名だ。

　たった今、ウォーリック国王が言った通り、二年前に現国王に王座が継承されてからというもの、確実に勢力を伸ばし続けている。

「そのラフバラは半年ほど前から我が国に、和平を持ちかけてきている。しかし、我らはそれに応じるつもりはない。奴らは甘い条件をぶら下げれば格下のこちらが飛びつくと侮っているのだろうが、ラフバラとの和平はウォーリックの敗戦を意味する！　だからお前の政略結婚は、ラフバラへの対抗策のひとつとなるのだ！」

　ダン！と、サイドテーブルに拳を叩たたきつけた国王は、憎悪に満ちた目を光らせ、歯を食いしばった。

　大国ラフバラとウォーリックの間には、長い争いの歴史がある。

　両国の境に位置する肥えた土地を奪い合い、これまで多くの血を流してきたという因縁があるのだ。

　孤児院にいたロニーの両親や、多くの子供たちが、その争いに巻き込まれた被害者だった。

　実際、ラフバラの兵士たちに、ウォーリックの民が命を奪われてきたのも事実だ。

（でも反対に、ウォーリックの兵が、ラフバラの民の命を奪ったのも事実だわ……）

「王が代わったからといって、両国の因縁が絶ち消えたわけではない！」

　争いと、憎しみ合いの歴史。

　しかし今、リリーの父が言った通り、ラフバラの王が代替わりしたことで和平が申し込まれ、長い争いの歴史に終止符を打とうという案が持ち上がっていた。

（私は中級国である我が国に、格上であるはずのラフバラは随分と譲歩してくれていると思うのだけれど……）

　争いのもととなった肥えた土地に関しては、両国が平等に使えるものとしようと言われていると聞く。

　武力の差で取り上げられるのも時間の問題かと思われていたところ、利益を半々にしようと提案されたのだ。ウォーリックに負の要素はひとつもない。

　だからこそリリーは心の中で、ラフバラとの和平に応じるべきだと思っていた。

　しかし、国王である父の考えは真逆だ。

　あくまでラフバラはウォーリックの敵であり、国を揺るがす悪であると決めつけている。

「奴らはウォーリックを……私を、腹の中で嘲笑っているのだ!!」

　プライドの高い父は、和平に応じたら負けだと思っている。

　ラフバラの配下となればもう二度と、大国にのし上がることはできないのだから、野心家の父からすれば当然の判断とも言えるだろう。

　ウォーリックの現国王であるリリーの父は、武力こそが絶対的な正義だと信じているのだ。

　そんな父が、ラフバラとの和平に応じるはずがなく、リリーも半ば諦めの気持ちがあった。

　しかしラフバラは、今やウォーリックとは比べものにならないほどの大国へと成長していることは誰もが周知の事実だ。

（だから、このままだと兵力差でラフバラに攻め落とされるのも時間の問題だと、この国の誰もが今、不安に思っているのに……）

　それは国王も内心では同じなのだろう。

　だからこそ早急に戦力を強化するため、リリーを隣国のグラスゴー王国の第一王子、エドガーに嫁がせることを決めたのだった。

　エドガーもウォーリック国王と同じく、戦好きの王子として知られていた。

　好戦的なグラスゴーと手を組めば、ラフバラにも対抗しうる兵力を得られるかもしれないと、リリーの父である国王は考えている。

（いいえ……。むしろお父様なら、いずれはグラスゴーと共にラフバラを攻め落としてやろうとまで目論んでいるのかもしれないわ）

　そのためなら、どれだけの民が犠牲になっても構わない。

　リリーの父は昔から、そういう軽薄で残忍な考えを持った狡こう猾かつな王だった。

「エドガーは、〝ウォーリックの可憐な花〟と称されるお前を、いたく気に入っている。お前をエドガーの妻とすれば、お前を通じてエドガーを意のままに操ることも可能であろう」

　おもしろそうに笑いながら口にされた国王の言葉に、リリーは身を震わせた。

　エドガーは戦好きなだけでなく、女好きの王としても有名な男なのだ。

　その上、ウォーリック国王と同じように派手好きな散財家で、やはり軽薄な人間でもある。

（よりにもよって、エドガーのもとへと嫁ぐことになるなんて……）

　我慢ならない、とリリーは唇を噛みしめたが、それを口にしたところで父の意思が変わらないことは目に見えていた。

「婚姻はあちらの国の事情で二カ月半ほど先にはなるが、正式な書面は近々取り交わすことになっている」

「そんな……。それはあまりに急なお話ですわ」

　リリーは藁わらにも縋すがるような思いでなんとか回避の糸口を模索した。

　けれどリリーの表情が硬いことに気が付いた国王は、鋭く射るような目をリリーに向けると冷淡な口調で言葉を続ける。

「もう決まったことだ。もちろん、お前に異論などは唱えさせん。もしも、お前が私の命令に背くというのなら、お前が施しを与えている孤児院への支援はすべて打ち切ろう。そしてエドガーとの婚姻の日まで、王宮外へ出ることも許さない」

「そんな……っ！」

「それが嫌ならお前は大人しく、私の命令に従っていればよいのだ。お前は私の大切な駒のひとつなのだからな」

　残忍な父の言葉に、リリーは顔色を青くして言葉を失くした。

　なんとか乱れた呼吸を整え、奥歯を強く噛みしめる。

（お父様を止めることは、私にはできないの……？）

　リリーの脳裏をよぎるのは、別れ際に見たロニーやその他の子供たちの笑顔だった。

　ロニーと、『またね』と約束をした。

『また必ず来るわ』と言って、いつも通り笑顔で別れてきたのだ。

（だけど……今ここで、私が少しでもお父様に逆らえば、あの子たちの笑顔を奪うことになる）

　仮に、もう二度と彼らに会えなくなったとしても、孤児院への支援だけは絶対に打ち切らせてはいけない。

　国の争いごとに巻き込まれ、大切な家族を亡くした子供たちにこれ以上、辛い思いなどさせてなるものかと、リリーは拳を強く握ると真っすぐに顔を上げた。

「……お父様の命に、異論などあるはずありません。この度のお話、謹んで、お受けいたします。私はグラスゴー王国のエドガー王子のもとへと、嫁がせていただきます」

　再びドレスの裾を持ち上げたリリーは、閉じた瞼まぶたと一緒に音もなく頭を下げた。

　吐き出した息は悔しさと怒りで震えている。

　それでも精いっぱい平静を装うリリーを前に、国王は狡猾な笑みを浮かべて「いいだろう」と嘯うそぶいた。




＊　＊　＊




「リリー様……どうか、お心だけは強くお持ちください」

　その夜、ナイトドレスに薄いショールを羽織ったリリーは王宮内のテラスに立ち、夜空に浮かぶ白い月を見上げた。

　父である国王から政略結婚の話をされて、まだ数時間。夕食に手を付けなかったリリーを、彼女の侍女であるソフィアは大層心配していた。

「ありがとう、ソフィア。突然のことで驚いたのは事実だけれど、王女という立場であれば望まぬ婚姻も仕方のないことだと、きちんとわかっているから大丈夫よ」

　ソフィアに、これ以上の心配をかけてはいけない。そう考えたリリーは曖昧な笑みを浮かべると、気持ちを押し込めるように瞼を閉じた。

　一国の王女であるリリーには、いつ婚姻話が舞い込んできてもおかしくはなかった。

　だからこそ、リリーもそれなりの覚悟はしていたつもりだし、政略結婚というものに不満を抱いたことも今までなかった。

　しかし……それが、まさか最低最悪とも思える相手と結婚することになるとまでは思い至らなかったのだ。

「ソフィア……。あなたを困らせるというのはわかっているのだけれど、今晩だけはひとりきりにしてもらえないかしら」

「リリー様、ですが……」

「大丈夫。いくらなんでも、自らの命を絶とうなどとは考えないわ。……ただ、今晩だけは、どうしても〝あの場所〟で眠りたいの」

　そう言ったリリーのはかなげな笑顔を見たソフィアは、思わず言葉を詰まらせた。

　リリーの言う〝あの場所〟とは、城内の広い庭園内の小さな森の奥にある、〝秘密の花園〟のことだ。

　色とりどりの花に囲まれたその場所には、その昔、王宮お抱えの庭師が住んでいた小さな家があり、そばには温室と、数本のオリーブの木が植えられていた。

　そこは、今は亡きリリーの母が愛した場所でもあり、母の遺言によって今でも現在の王宮庭師が定期的に手入れをしている場所でもあった。

　まるで秘密基地のようなその場所が、リリーはとても好きだった。

　幼い頃からリリーのそばにいたソフィアは、なにか辛いことがあると必ずリリーが秘密の花園に足を運び、自分の心と向き合ってきたことを知っている。

　だからこそ今、リリーがどんな思いで自分にワガママを言ったのかも、ソフィアは痛いほど理解していた。

「……わかりました。けれど朝には必ず、ソフィアがお迎えにあがりますことだけはお許しください」

　そう言うとソフィアはすぐにブランケットを用意して、リリーに手渡した。

　ブランケットを受け取ったリリーは静かにほほ笑むと、「ありがとう」とだけ告げて秘密の花園へと足を向けた。




　――広い庭園内は、まるでおとぎ話の中の迷路のようだ。

　けれど今は月明かりがリリーを目的の場所へと導くように、足元を照らしてくれている。

（ロニーに貰った花冠と、同じように丸い月ね）

　その時、ふと、今朝のやり取りがリリーの脳裏をよぎった。

　同時に、孤児院にプレゼントを届けてくれた〝名もなき贈り主〟のことも思い出す。

（きっと、私がエドガーのもとへと嫁いでしまったら、名もなき贈り主様にお会いしたいという願いも叶えられないままになってしまうわね）

　性別も年齢も、一切の正体もわからない人。それでもいつか必ず会いたいと、初めて強く思った人だった。

（でも……もう、それも諦めるしかない）

　エドガーの妻となれば、自由に動くこともままならなくなるのだろう。

　一生エドガーのそばを離れることは許されず、金銀の装飾品や宝石と同類の扱いを受けることになるに違いない。

　そう思うとリリーの胸は千切れるように痛んだ。

　同時に、一抹の不安が胸に浮かぶ。

　リリーが嫁いだ後も、ウォーリック国王は孤児院への支援を継続してくれるだろうか？

　考えたらリリーは心配でたまらなくなり、ブランケットを持つ手がカタカタと震えた。

「……っ、ダ、ダメ！　すぐに弱気になってはダメよ、リリー。俯く暇があったら、エドガーのもとへ嫁ぐまでの間に、なにか対策を考えないと！」

「誰だ……っ!!」

「え……っ!?」

　その時だった。突然、男の唸うなるような声が、辺りに響いた。

　ハッとしてリリーが顔を上げると、目的地であった秘密の花園にいつの間にか到着しており、温室の前に黒いローブをまとった背の高い男が立っているのが見えた。

（ま、まさか、侵入者――!?）

　リリーはとっさに身構えた。けれど、男はすぐにリリーに飛びかかってきたりはしなかった。

　そもそも、警備の厳しい城内に、侵入者がやすやす入り込めるとは思えない。

　だからこそ今、ソフィアもリリーをこうしてひとりにしてくれているのだ。

　そして月明かりを背に立つ男を改めてまじまじと見つめたリリーは、あることに気が付いて目を見張った。

「あ……」

　男は、ウォーリックの衛兵の制服をまとっていた。つまり、城内を警備しているもののひとりなのだろう。

「もしや――あなた様は、リリー王女？」

　そしてリリーが気が付いたのとほぼ同時に、男もリリーが自身が仕える相手であると気付いたようだった。

「え……ええ、そうなの。驚かせてしまってごめんなさい」

　リリーが暗がりでそう言って笑うと、男はすぐにその場に跪ひざまずいた。

「こちらこそリリー王女であると気付かず、無礼を働き、大変申し訳ありませんでした……！」

　凜りんとした声が辺りに響く。

　リリーは他の衛兵に声が届いてしまうのではないかと肝を冷やしたが、今、この場所には自分と男以外の人間はいないようで、胸を撫でおろした。

「この周辺は城壁も高く、外の堀も深いため、普段も衛兵ひとりで見回るので十分という場所でして、まさかリリー王女がいらっしゃるとは思わず……」

「い、いえ！　こんな夜更けに、こんな場所を王女がウロウロしている方がおかしいのよ！　だから、どうかあなたは謝らないで？　それよりも、こんな時間まで私たちのために尽くしてくださって、どうもありがとう」

　リリーは男のそばまで寄ると、深々と頭を下げる男の顔を覗のぞき込もうとした。

「ね、だからどうか頭を上げて――」

　すると次の瞬間、ゆっくりと顔を上げた男と目が合う。

　けれどリリーは男の顔を見るなり、思わず言葉を失った。

（え――？）

　男の瞳は、リリーと同じオリーブ色をしていたのだ。

　けれど、右目を負傷しているのか包帯を巻いており、左目しか見えない状態だった。

「もしかしてあなた、怪我を――」

「……っ！」

　思わずリリーがそれを口にしかけた瞬間、男は手早くローブを被って自身の顔を隠してしまった。

　かろうじてウォーリック兵士である証拠の制服は見えるものの、鼻と口元はもともとローブで隠されていたので、ほとんど左目しか見えないような状態になる。

　しかし、ローブで隠される前に見えた髪は艶のある黒髪で、アーモンド型の形のよい目からはどことなく、本来の男の容姿が整っていることを想像させた。

「リリー様にお見苦しい姿を晒さらしてしまい、申し訳ありません。お察しの通り、私は片目が使えず戦場には出られないため、場内の警備しかできない役立たずなのです」

　――役立たず。加えて、自分の顔が醜いから王女であるリリーには見せられないと言わんばかりに、男はリリーから顔を背けてしまった。

　そんな男を前に、リリーの胸はひどく痛んで、たまらない気持ちになる。

（ああ、きっと彼も父が起こした戦争の被害者に違いない。きっと、戦争で右目を負傷して……。父が、この人の右目の光を奪ったのね）

「……謝るのは、私の方です」

「え？」

「父のせいであなたたちに辛い思いをさせて、本当にごめんなさい」

　そう言うとリリーは、大きな瞳から大粒の涙をこぼした。

　そして自身に跪く男の手を、そっと優しく包み込んで息をつく。

「あなたに苦しい思いをさせて、本当にごめんなさい……」

　リリーは何度も何度も謝罪の言葉を口にした。

　今、リリーにできることはそれしかないのだ。

　対して男は、自分よりも遥はるかに高い地位にいるリリーに謝罪をされると思わず困惑してしまい、動揺を隠せない様子だった。

「ど、どうして王女様が、ただの衛兵のために涙なんか――」

　と、男は言いかけた言葉を慌てて飲み込む。

　リリーはまた「ごめんなさい」と呟いてから、涙で濡れた瞳で男を見つめた。

「あなたは役立たずなんかじゃない。見苦しい姿だなんて……そんなこと、絶対に思わないわ」

　涙とは正反対の、凜としたリリーの言葉に、男は思わず息の仕方を忘れた。

「こんなことを尋ねるのは失礼かもしれないけれど、あなたのお名前をお聞きしてもいいかしら……？」

「俺――いえ、自分の、名前ですか？」

「ええ。私、お世話になっている方のお名前は、きちんと覚えておきたいの」

「そ、そんな。自分には、勿体ないお言葉です。自分は、名乗るほどのものではありませんから」

「え――？」

　男の放った『名乗るほどのものではない』という言葉に反応したリリーは、つい声を詰まらせた。

　即座にリリーの脳裏をよぎったのは、毎年同じ文言を告げて孤児院に支援物資を送ってくれる、〝名もなき贈り主〟のことだ。

「だからどうか、自分のことはお気になさらないでください」

「……ふふっ。なんだか、不思議ね」

「え？」

「いえ……ごめんなさい。私が尊敬している方と、あなたが似たようなことを言うから、少し嬉うれしくなってしまって」

　涙を浮かべてほほ笑むリリーを、男は相変わらず不思議そうに見つめていた。

「あの……、こんなことをお願いするのは図々しいかもしれないのだけれど、ほんの少しでいいから、今から私とお話をしませんか？」

　夜空に浮かんだ月を、灰色の雲が隠した。

　突飛なリリーの提案に、男は再び目を見開いて固まると、答えに迷って唇を引き結んだ。

　まさか、王女であるリリーと衛兵である自分が、夜更けにふたりきりで談笑するなど有り得ない話だ。

　だからこそ男は、なにかリリーには別の思惑があるのでは……？と勘ぐったが、自分を見つめるリリーの純粋無垢な瞳を前に、馬鹿な考えだとすぐに頭の中で首を横に振る。

「――というか、一国の王女様が夜更けに男とふたりきりなんて、あまりに無防備すぎるだろう」

「え……？　ごめんなさい、今なんて？」

　ローブに隠された口元で呟かれた言葉を、リリーは聞き取ることはできなかった。

　キョトンと首を傾げるリリーを前に、男は心の中で先ほどのリリーの涙と、自身の手に触れたリリーの手の温かさを思い出して、クスリと小さく笑みをこぼした。

「いえ……なんでもありません」

　男はそう言うと、ゆっくりと顔を上げる。

「自分でよければ、リリー様の話し相手にお使いください」

　そうしてふたりは立ち上がると、花園の一角にある温室の中へと歩を進めた。

　月明かりのさすその場所は、花好きだったリリーの母のために、名のある設計士が趣向を凝らして造り上げたものだ。

　昼間は明るく美しい温室も、夜になれば神秘的で幻想的な空間に様変わりする。

　そんな場所に今、一国の王女と、黒いローブを被った隻眼の衛兵がいるなどと、王宮内の誰も想像しないことだろう。

「ふふ……っ」

　そう考えると、なんだかリリーはおかしくてたまらなかった。

　まるで、両親に反抗して家出をした子供のようだ。

　男も似たようなことを考えたのか、突然笑みをこぼしたリリーを前にしても、どうして笑ったのかなどという野暮なことは聞かなかった。

「リリー王女は、なぜ、こんな時間にこの場所に？」

　代わりに男は、そんなことをリリーに尋ねた。

　男の問いにリリーは一瞬、政略結婚のことを話してもよいのか悩んだが、城内に仕える衛兵であれば近いうちに必ず耳にすることだろうと思い至って、ゆっくりと語り始める。

「実は……今日、お父様からグラスゴー王国の第一王子であるエドガーとの結婚を命じられたの」

「え？」

「お父様は、大国・ラフバラに対抗するため、私をグラスゴー王国へと嫁がせて兵力を強化し、いずれはグラスゴーと共にラフバラを攻め落とそうと考えているみたいで」

　改めて言葉にすると卑怯で下劣なやり方だと、リリーは父を非難せずにはいられなかった。

　ラフバラとの和平に応じれば、どれだけの民の命と生活が守られるだろう。

　反対にグラスゴーと手を組めば、今まで以上に多くの血が流れ、たくさんの人の命が奪われることになる。

「では、ウォーリック国王は、ラフバラとの和平に応じるつもりはないということですか？」

「ええ、そういうことになるわ。でも、私にはそういう父の考えはさっぱりわからないの。だって戦争は奪うばかりで、得るものはなにもない。だから私は、戦争が大嫌いよ。孤児院の子供たちから大切な両親を取り上げたのだって、くだらない権力を誇示するために起こされた戦争だわ」

　リリーは膝の上に載せたブランケットを握りしめる手を震わせた。

　その震える手に、男は一瞬視線を落とすと再び真っすぐに顔を上げ、リリーの言葉に耳を傾ける。

「お父様もエドガー王子も、戦争が好きなんてどうかしている。だから私は――今回の政略結婚が、戦争を助長するものになることが悔しくて悲しくて、たまらない……」

　ソフィアにも吐き出せなかった本音が、涙と一緒にこぼれ落ちた。

　よりにもよって国王に仕える衛兵のひとりに弱音を吐くなど、決してあってはならないことだとリリー自身も頭ではわかっている。

　けれど母の愛した温室と、男の放つすべてを包み込むような不思議な空気がリリーの伏せていた想いを解放したのだ。

　実際、男はただ黙ってリリーの話を聞いてくれている。

　否定も肯定もしないが、まるでリリーの苦しみを受け止めるかのように、彼女のそばにいてくれた。

「ごめんなさい、こんなことをあなたに……。今日のことは、どうか明日になったら忘れてください。本当に、ごめんなさい」

　そこまで言うとリリーは瞬きをして涙を払い、胸に手を当て息を吐いた。

　そして今度は精いっぱい、笑ってみせる。

　ソフィアの前でそうしていたように、なんのことでもないという顔をして、前を向いた。

「話を聞いてくださって、どうもありがとう。あなたに話せて、ようやく私もエドガーに嫁ぐ決心がついた気がするわ」

　忌み嫌う相手に嫁ぐ決心など、そう簡単につくはずがない。

　それでも王女の責務を全うしようとするリリーの健気な様子と、清廉な心に触れた男は、一瞬たりともリリーから目を逸らすことができなくなっていた。

「……決心など、本当はついていないのだろう？」

「え？」

　呟いて、男は膝の上で握りしめた拳に力を込める。

　望まぬ相手に嫁がなければいけない、一国の王女様。

　決して珍しい話ではないが、自分の結婚が戦争の引き金となることを知っている彼女の心痛がどれほどのものかは、男にも容易に想像することができた。

　今のリリーの言葉と表か情おを、忘れることなんかできない。

　忘れてなどやるものか――。

　今、男の前でなんとか気丈に振る舞おうとあがくリリーの心は、闇夜に浮かぶ月のように美しい。

　心に生まれた淡い想いを自覚した瞬間、男はブランケットを必死に握りしめて耐えるリリーの手に、そっと自身の手を重ね合わせた。

「俺も……きみと、同じように思っている」

「え……？」

「俺も、戦争なんてなくなればいいと思ってるってことだ。戦争なんてくだらない、馬鹿げた方法だと軽蔑している」

　突然、男の口調がくだけたことに驚いたリリーは、面食らった顔で固まった。

（どうしたのかしら。今の今まで、穏やかで物静かな人だと思っていたのに……）

　今、はっきりとリリーに進言した男が放つ空気は、凜としていて力強い。

　男は狐につままれたような顔をしているリリーを見て小さく笑うと、夜空に浮かぶ月を見上げた。

「戦争は、誰の心も救わない。憎しみと悲しみの負の連鎖が続くだけだ」

『復讐や報復は、決して誰の心も救わない。ただ、負の連鎖を生むだけよ』

　それは昼間、リリーがロニーを諭した際に口にした言葉と同じだった。

　男の言葉に、リリーはハッとして息を呑むと、思わずゴクリと喉を鳴らした。

　耳に心地のいい男の声は、心の奥をじんわりと温めるようで、いつまでも聞いていたいと思える魅力がある。

「きみはとても聡明で、高潔な人だ。きみのような清らかな心を持った王女がいることで、救われている民はたくさんいるはずだ。だからきみは、もう謝る必要はない」

　まるで、すべてを見透かしたような男の言葉に、リリーの頬には自然と涙が伝った。

「ああ……。その綺麗な涙は、他の男には見せたくないな」

　そう言うと男は、親指の腹でリリーの涙を優しく拭う。

　男の顔はローブと夜の闇、そして右目に巻かれた包帯のせいで、はっきりと見ることができないが、リリーは気が付くと、一瞬たりとも男から目を逸らせなくなっていた。

（どうして……？）

　トクン、トクン、と鳴る胸の鼓動の音が速くなり、次第に呼吸の仕方さえ忘れそうになっていく。

「いつか……世界中の子供たちが安心して眠れる夜がくるように、俺も毎日願っている」

　男の力強くも優しい言葉に、リリーの目からは大粒の涙がこぼれ落ちた。

　こんなふうに、自分と同じ未来を願う異性に会ったのは初めてだったのだ。

　男は負傷した自国の衛兵のひとりにすぎないのに――。

　リリーの目に隻眼の衛兵は、人を惹き付ける、絶対的な魅力を持った人物に映っていた。

「ほ、本当は……あなたのような優しい心を持つ人と、結ばれたかった」

「え……？」

　リリーの口からこぼれた言葉に、男が一瞬、驚いたように目を見開く。

「の、望まぬ相手にこの身体を汚されるくらいなら。私は……、私は、女になんて、生まれたくなかった……！　この身が戦争の引き金になるというなら、私は国のためにもいない方がよかったのよ！」

　それは、リリーの心の底からあふれた悲痛な叫びだった。

　エドガーに汚されるなんて、我慢がならない。

　戦争を起こすために利用されるなど、どうしたって納得できるはずもなかったのだ。

「私は……私は、無力で、結局誰のことも救えないわ……」

「……！」

　次の瞬間、男は衝動的にリリーの華奢な身体を抱きしめていた。

　膝に置かれていたブランケットが、ふたりの足元へと音もなく滑り落ちる。

　男はわずかな隙間さえ許さないとばかりに、力強く、リリーの身体を抱きしめた。

「そんなことを言うな……！　きみは誰よりも美しく、気高いのに……っ」

　男の祈りにも似た言葉を聞いたリリーは、縋るように男の背中へと手を回すと、男の肩に顔を埋めた。

　そして、必死に声を押し殺して泣いた。

　喘あえいでしまいそうになるのをこらえて、男の身体に縋りついた。

（どうか、今日だけはお許しください、神様――）

　心の中で、何度も何度も懺ざん悔げする。

　そうしてリリーは、想像していたよりも遥かに逞しい身体つきをしていた男に、自分の意志で身を委ねた。

「ん……っ」

　ふたりはそうすることが必然であったかのように唇を重ねると、闇に紛れて身体を繋いだ。

　始まりの合図も、今のふたりには必要ない。

　ふたつの影が重なる頃、夜は一段と色濃くなっていた。

「なんだか……不思議な夢を見ているみたい」

　美しい花々に囲まれながら、リリーは自身に覆いかぶさる男の顔を静かに見上げた。

　しかし、月を背負う男の顔は逆光になっていて、やはりほとんどよく見えない。

「ねぇ、これは、夢ではないのよね？」

「ああ。だが、俺も夢を見ているような気持ちだ」

　男は壊れ物を扱うように優しく丁寧に、リリーを抱いた。

　骨ばった長い指が細い首筋を撫でた瞬間、唇からは甘く切ない吐息が漏れる。

「ん……、あ……っ」

「今……この世で、きみの体温を知り、甘い声を聞くことが許されるのは俺だけだと思うと、たまらない気持ちになる」

　艶のある男の声が、リリーの鼓膜を優しく揺らした。

　初めて耳にする自身の甘い声に耐えかねたリリーは、いつの間にかギュッと瞼を力強く閉じていたが、そんな仕草も愛しいと言わんばかりに、男はリリーを愛で続けた。

「白い肌と、心地のいいきみ自身が俺を捕らえて離さない……」

「や……ぁ、ダメ……っ」

　濡れた声が、鼓膜を刺激する。その晩、男は何度も何度も初う心ぶなリリーの頭の中を白く染め上げ、いつまでも丁寧に、甘く切なく溶かし続けた。

　夜空に浮かぶ月だけが、ふたりの秘密の情事を見ている。

　不意に額に男の唇の熱を感じたリリーが薄っすらと瞼を開けば、男の美しい黒髪と、自身と同じオリーブ色をした瞳が目に入った。

「私と……同じ、色」

　呟かれた言葉に、男はほほ笑みで答えてから、リリーの耳元に艶つやのある唇を寄せる。

「リリー……。いつか必ず、きみを俺のものにしてみせる」

　いよいよ意識が途切れる間際で、リリーは男のそんな言葉を聞いた気がした。

　温かく、逞しい腕の中――。

　リリーはその晩、初めて王女という身分を忘れ、ひとりの女性として男に身を預けながら、朝が来る前に意識のすべてを手放した。




「……んっ。……え？」

　けれど翌朝、リリーが目を覚ますと男は忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　代わりにリリーの手に握らされていたのは、花園の奥に植えられているオリーブの木の枝だった。

　リリーの身体を包み込むようにかけられていたのは、ソフィアに渡されたブランケットだ。乱れたナイトドレスは、知らぬ間にきちんと整えられている。

（もしかして……全部、夢だったの？）

　リリーはオリーブの枝を握りしめながら、一瞬そんなことを考えた。

　しかし慌てて身体を起こしたら下腹部には鈍痛が走り、身体に残る甘い熱が、昨夜の出来事が夢ではないことを知らせてくれた。

（ああ、そうだ。結局……最後まで、彼の名前を聞けなかった）

　リリーは月が隠れた朝空を見上げながら、残されたオリーブの枝をそっと自身の胸元に抱き寄せた。

　名前も知らない隻眼の衛兵。

　この時のリリーは、そのうちまた王宮内で、彼を見つけられるだろうと淡い期待を抱いていた。










消えた衛兵と幽霊姫




「リリー様。これからお身体の診察をさせていただきます。どうかご安心ください」

　リリーが男と一夜を過ごしてから、早二カ月という月日が去った。

　リリーはあの日以降、王宮内で衛兵を務めているはずの男を探したのだが、今日までただの一度もすれ違うことすら叶っていない。

　最初の頃は、男はどこか別の場所での責務を任されたのではと考えた。

　たとえば城外の責務に配置換えされたとしたら、王宮内でふたりがすれ違うことも容易ではないだろう。

　しかし日が経つにつれて、リリーの心の中に嫌な想像ばかりが膨らんでいった。

　男は自分のことを、『片目が使えず戦場には出られないため、城内の警備しかできない役立たず』だと語った。

　それなのに、急に城外やその他の責務を負わされたりするだろうか？

　仮に、もしも、あの日のことを誰かに見られていたとしたら――？

　男はリリーの知らぬうちに処分され、罰を与えられていてもおかしくない。

『ソフィア……ごめんなさい、どうしてもあなたに聞いてほしいことがあるの』

　悩みに悩んだリリーは結局、あの夜のことを侍女のソフィアにのみ打ち明けることにした。

　ちょうど、あの夜から一カ月半が過ぎた頃の話だ。

　本来ならばすべてを墓場まで持っていこうと思っていたのだが、男の安否が確認できないことがリリーの気持ちを焦らせ、ひとりでは抱えきれないほどの大きな不安になっていた。

『私のせいで、もしもあの人の身になにかあったとしたら、私はどうすれば……』

　けれど、男を想って胸を痛めるリリーに対して、ソフィアは珍しく厳しい表情を浮かべて憤慨した。

『いいですか、リリー様。その男は、自分が犯した過ちに気付き、恐れ慄おののいて逃げ出したに違いありません』

　ソフィアの言い分はこうだ。

　男は、リリーの弱った心に付け込み、初心なリリーを弄んだ。

　それはリリーが目を覚ました時に、男がそばにいなかったことがなによりの証明で、その男……隻眼の衛兵は、とんでもない卑怯者に決まっているということだ。

『仮にもし、その夜のことを何者かに見られていたとして、男が処分されるようなことになれば、リリー様の侍女である私もなんらかの形で事情を聴かれていたはずです』

　けれどソフィアはそのようなことはされていない。

　そのことを聞いたリリーは、ようやく胸を撫でおろした。

　仮に男が逃げ出したのだとしても、男が無事であるならいいと思ったのだ。

　しかし、ソフィアはそんなリリーを見て、

『リリー様。どうかもう、その夜のことも、その男のことも、悪い夢であったと思い、お忘れください』

　と、眉尻を下げて言葉を続けた。

　嫁入り前の王女と衛兵が、身体を重ね合わせるなど絶対に犯してはならない禁忌だ。

　それは当然リリーも認識していたことだが、改めて言葉にされると、リリーの胸は刃やいばで裂かれたようにひどく痛んだ。

（この胸の痛みの理由はなに？　それにあの人は本当にソフィアの言う通り、ただの卑怯者だったの？）

　自分と同じく戦争を嫌い、子供たちの尊い未来に希望があふれることを願う人。

　真っすぐな男の言葉は今もリリーの脳裏に鮮烈に焼き付いたままで、思い出すと胸が焦がれるように熱くなった。

（でも、彼を信じたいと思うのも、私が世間知らずだからなのかもしれないわ……）

　実際は、男の行方もわからぬままだ。

　だからこそ客観的に見れば、ソフィアの考えの方が正しいに決まっている。

　そもそも今のリリーには、これ以上、男のことに気を取られている余裕はなかった。

　リリーは半月後にはエドガーのもとへと嫁がなければならない。

　そして今日はその嫁入り準備のひとつとして、医師の診察を受けることになっていた。

「それではリリー様。まず、最近のご体調について、いくつかご質問をさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「……はい。どうぞよろしくお願いいたします」

　そう言うとリリーはベッドに座ったまま、そばに立つ医師を見て頷いた。

　絶対に相容れない相手との、政略結婚。その上、大きな戦争の引き金となるかもしれないという、最低最悪な条件下での婚姻話。

　この二カ月、リリーは男を想う傍らで、どうすれば父の謀略を阻止できるか考えてきた。

　さらに孤児院の子供たちを思うと、眠れぬ夜も多かった。

　結果として心労がたたったのか、リリーはここのところ体調を崩し気味だった。

「リリー様はもともとお身体が細いですが、ここのところ、さらにお痩せになられてしまって」

　不安げに医師に語るのはソフィアだ。

「ふむ。お食事を戻してしまうようになったのは、いつ頃からですか？」

「三週間ほど前からです。なんだか食べ物の匂いを嗅ぐだけで気持ちが悪くなってしまって……」

　そう言って胸を押さえるリリーはソフィアの言葉の通り、最近になって思うように食事をとれなくなっていた。

　それなのに、どうしてか、柑かん橘きつ系の果物や、これまであまり好まなかった食べ物を無性に口にしたくなるのだ。

（このままでは、ロニーをはじめとした孤児院の子供たちにも合わせる顔がないわ）

　体調不良のせいで自分が足を運べなくとも、定期的な支援物資を届けることだけは兵士を通じて続けているが、それもリリーが嫁いだ後も継続されるという保証はない。

　だからこそ今のうちに、彼らに、できる限りのことをしたいと思っているのに――。

「ふむ……。では、もうひとつご質問をさせていただきたいのですが……。最後に月の障りに入られたのは、いつ頃ですか？」

「え……」

　その時、不意に医師から尋ねられた思いもよらない質問に、リリーは思わず声を詰まらせた。

　医師の言う月の障りとは、月に一度ある、女性特有の事情のことだ。

　答えに迷っているリリーに反して、そばに控えていたソフィアは表情を曇らせると、拳をギュッと握りしめた。

「そういえば……もう、二カ月半以上前です」

「二カ月半以上……ですか」

「ええ……。でも、それもすべて体調が思わしくないせいで、月の障りにも影響が出ているのだとばかり思っていて」

　言いながら、リリーは思わずドレスの裾をキュッと掴んだ。

　ドッドッと心臓は大袈裟に音を立て始め、背中には冷や汗が伝い落ちて指先は震える。

（だって、まさか。まさか、そんなはず――）

　顔色の悪いソフィアと、難しい表情でなにかを言い淀んでいる医師を前に、リリーの脳裏にも〝あること〟がよぎった。

「そのご様子ですと……思い当たる節が、おありなのですね？」

　医師が、遠慮がちにリリーに尋ねる。

　それにリリーもソフィアも頷いたわけではないが、即座に否定をしなかったことが、医師からすると質問の答えになっていた。

「お話を聞く限りでは、リリー様は、ご懐妊されている可能性が高いです」

　そして次の瞬間、医師からはっきりと診断が告げられる。

「ああ……っ、なんてこと……！」

　即座に顔を覆い隠して崩れ落ちたのはソフィアだ。

　対してリリーは一瞬呆然とした後で、そっと自身のお腹に、震える手を当てた。

「私のお腹の中に……赤ちゃんが？」

　つまり、ここ最近の体調不良は心労がたたったことが原因というわけではなく、妊娠したことによって起きた悪阻つわりのせいだったのだ。

「私の中に……小さな、命が」

　言葉と同時に、リリーの綺麗な瞳から大粒の涙が一筋、頬を伝ってこぼれ落ちた。

　今、リリーのお腹に宿っているのは間違いなく、あの男との子供だ。

　あの夜、まるで壊れ物を扱うようにリリーを抱いたあの男との子供が、確かにお腹の中にいる。

「もちろんこのことは、医師というだけでなく、長年この王宮にお仕えするものとして、絶対に口外いたしません」

　医師からすれば、とんでもない面倒ごとに巻き込まれたという思いもあっただろう。

　対してリリーは、そんな医師に「ありがとうございます」と告げると、ゆっくりと顔を上げた。

「――ソフィア。私、今からお父様のところへ行ってくるわ」

「リリー様!?　なにを仰おっしゃるのですか!?」

　狼狽えているソフィアを尻目に、リリーはベッドから足を降ろした。

　その拍子に一瞬ふらりとよろめいたリリーをソフィアは慌てて両手で支えて引き止めたが、リリーは揺るぎない意志を宿した目で真っすぐに前を見据えていた。

「先生、ご診察、ありがとうございました。ソフィア……私は、この子を産むわ」

「な、なにを……っ！」

　迷いのないリリーの言葉に、ソフィアは今度こそ目を剥いた。

　けれど反対に、オリーブ色の瞳は宝石のようにまばゆい光をまとっている。

　それは政略結婚を言い渡される以前の、リリーの瞳の輝きそのものだった。

　それに気が付いたソフィアは息を呑み、続く言葉を失って黙り込んだ。

「ソフィア、あなたには心配をかけてばかりでごめんなさい。でも私には、動き始めたこの子の未来を奪うことなど、絶対にできない」

　断言したリリーはソフィアが知る、幼く純粋なだけの少女ではなかった。

　まるで、今は亡きリリーの母の強さを見ているようで……。ソフィアの胸には言いようのない感動と、最低な決断しか想像できなかった浅はかな自分を責める思いが押し寄せた。

「それにね、この子が今、私のお腹に宿ったことには、なにか大きな意味があるような気がしているの」

「大きな意味、ですか……？」

　リリーは慈愛に満ちた目で自身のお腹へ視線を落とすと、女神のように穏やかな笑みを浮かべた。

「ええ。だって、この子を産むとなれば、きっとエドガーとの婚姻話は破談になる。そうなったらウォーリック王国とグラスゴー王国が手を組み、ラフバラを攻め落とそうというお父様の陰謀を阻止することができるわ」

　つまり、リリーが子を身籠ったことで、これから起こる戦争を止めることができるかもしれない。

　国民たちを無益な争いに巻き込むことも、多くの命を無駄にすることもなくなるのだ。

「そう考えたらきっと、この子は神様が遣わせてくださった天使だと思わない？　もちろんこんなの、この子からすれば都合のいい考えで、はた迷惑かもしれないけれど」

　それでも、平和を願う彼との子であることが、なによりの理由に思えて仕方がないのだ。

「だから私は、お父様と戦うわ。情けないけれど、こうなってようやく決断できた。なにを言われようとも、この子だけは絶対に守ってみせる。私は、この子の母になる」

　キッパリと言い切ったリリーは、再びゆっくりと顔を上げた。

　そして改めてソフィアと対峙すると、今にも泣きそうに顔を歪めた。

「でも、ソフィア……ごめんなさい。あなたには、きっと迷惑をかけてしまう。けれど今回のことは、あなたも知らなかった、私だけの罪としてお父様には説明するから安心して」

　そう言ったリリーは堂々としていたが、細い指先は不安を表すように震えていた。

　それに気が付いたソフィアは、リリーの目を力強く見つめ返すとグッと拳を握りしめる。

「――いいえ、リリー様。ソフィアも、同罪でございます！」

「ソフィア……？」

　ソフィアは有無を言わさぬ強い口調で答えた。

　そして姿勢を正すと、一度だけ深く頭を下げる。

　懐妊を知り、本来ならば誰よりも不安を感じるのはリリーのはずだ。

　けれどリリーには子の命を奪うなどという考えは微み塵じんもなく、母としてお腹の子を守ると言い切った。

　さらには自分がそうすることで、戦争を阻止できるのではということまで考えたのだ。

　どこまでも高潔なリリーを前に、胸を打たれたソフィアは改めて彼女に仕える自分を誇らしく思った。

　そして彼女の決断は自分の決断に等しいと、侍女として彼女を支え続けることを改めて胸に誓った。

「そもそも、あの晩リリー様をひとりにしたのは私です。だからどうか、最後まで私もリリー様にお供させてください」

　迷いを振り払って告げられた言葉を聞いたリリーの目には、また、ゆらゆらと美しい涙が滲む。

　けれどリリーは涙がこぼれ落ちる前に瞬きをして顔を上げると、自分よりも頭ひとつ小さいソフィアの身体を今できる精いっぱいの力で抱きしめた。

「……ありがとう、ソフィア。あなたは、私の誇りよ」

「勿体ないお言葉でございます」

　そうして互いに決意を胸に、部屋を出たふたりは国王のいる執務室へと向かった。

　ことの次第を包み隠さず話したリリーに対して国王は当然のごとく激怒し、リリーを今すぐ国から追放すると激しく吠ほえた。

「国王陛下、少しお待ちください」

　しかし、居合わせたリリーの兄である第一王子、アイザックがそれを窘たしなめた。

「リリーは、近隣諸国にも知られる美貌の王女です。国外追放したところで、なにかの折に見つかり、ウォーリックの第一王女であると知られればそれこそ大問題になるでしょう」

　リリーの兄であるアイザックは普段は飄々としている物静かな男だが、妹のリリーを幼い頃からかわいがってくれていた。

「ならば……っ。今ここで、そのお腹の子共々亡きものにしてくれようか!!」

「……国王陛下、どうか落ち着いてください。国王が唯一の王女を手にかけたなどと誰かに知られれば、それこそ国内で今以上の反感を買うだけです」

　アイザックの言葉には国王に対する小さな棘とげが含まれている。けれど激げっ昂こうしている国王は、それに気付く様子もなかった。

　実際、ウォーリックの民たちは、リリーが平和を願う心優しい王女であることを知っていて、彼女を敬うものも多かった。その上、近隣諸国にも名を馳せるほどの見目麗しい王女となれば、大きな支持を得て当然だ。

「なにより今は、先日王位を継承したグラスゴーのエドガー国王陛下との婚姻の話を、どのように処理するべきかを最優先に考える必要があります」

　リリーの結婚相手であるエドガーはこの二カ月の間に、自身の父である前国王から王位を継承し、グラスゴー王国の国王になっていた。

「幸い、リリーの懐妊を知るのはここにいるものと、診察をした王宮医師のみです。ならば、色々と策を講じることも可能でしょう」

　そこまで言うとアイザックは、国王に見つからないように妹であるリリーに目配せをした。

（ああ、お兄様は私をかばってくださったんだわ……）

　兄の想いに気付いたリリーは、ぐっと唇を噛みしめ、感謝で胸を震わせる。

「で、では……。具体的にどうするというのだ！」

「はい。王宮医師の診断の結果、リリーは不治の病で余命幾ばくもない身であったということにしましょう。そして、他者に移る病であるとして、王宮外のどこか別の場所に隔離すればよいと思います」

「それはならん！　仮にもし王宮外で見つかり、エドガーにリリーが死んでいないことが知られ、我が国が虚偽を述べたことが明るみに出れば攻め込まれる恐れがある！」

　国王は声を震わせた。それほどエドガーは、リリーを気に入っていたということだ。

　美しいリリーを妻とすることで、装飾品のように扱おうと考えていたのだろう。

　だからこそ、リリーとの婚姻話を破棄しただけでなく、後々ウォーリックが嘘をついていたなどと知られれば、どのような報復をされるかわからない。

「ならば……そうですね。例えば王宮庭園の森の奥にある、母上が大切にしていた花園にリリーを住まわせるのはどうでしょうか」

「あの場所に、リリーを住まわせるだと？」

「ええ。あそこは母上が懇意にしていたという理由もあり、普段から庭師以外はほとんど足を踏み入れません。そこへきて移る病であるリリーがいるとなれば尚さら、近寄るものもいないでしょう。庭師も今回のことを理由に、あの場所からは遠ざけてしまえばいい」

　幸い、あの場所には以前に庭師が使っていた小さな家がある。

　それは王女に対する扱いとしては最低位の、幽閉にも近い隔離処置だが、アイザックの言葉を聞いたリリーは足を前に踏み出し、父である国王に深々と頭を下げた。

「この度のことは、私に大きな過失がございます。お父様の……国王陛下の慈悲深いご判断に、心から感謝いたします。今日からリリーは……どうか死んだものとして、扱ってくださいませ。ご迷惑をおかけすることになり、本当に申し訳ありません」

　潔い言葉に、さすがの国王も小さく唸った後で苦虫を噛み潰したような顔をした。

　そうしてその日、王宮内とエドガーのもとへ、リリーが不治の病に侵されたという【嘘】が知らされることとなった。

　王宮内では突然の悲報に皆が一様に嘆き悲しみ、リリーの回復を願うものが涙をこぼして祈りを捧げた。

　エドガーは使者からの知らせを聞いても納得がいかない様子だったということだが、他者に移る病であると言われれば会って真偽を確かめるわけにもいかず、泣く泣く諦めたということだ。

　そして当然ながら、リリーの噂は国内外にも瞬く間に知れ渡った。

　彼女の短命を惜しむ声があちこちであふれ、噂はしばらくして『リリーが亡くなったらしい』というものに変わり、いつしかリリーの名を口にするものはいなくなった。




「これでいいの……。孤児院への支援も、秘密裏にお兄様が継続してくださると約束してくださったし、もう心配することはないわ」

　対して、リリーは約束通り【幽霊姫】となり、ウォーリック王国の王宮庭園の森の奥深くにある秘密の花園……小さな家で、王女とは思えぬ慎ましやかな日々を送ることとなった。

　ソフィアだけが彼女の世話をすることを許され、食事は庭師の分だと言われて用意され、王宮内でもリリーの事実を知るものはごくわずかに限られていた。

　そして――冬の寒さに身が切れるある日、新たな命が産うぶ声ごえをあげる。

「リリー様……っ！　どうか、お気を確かにっ。ソフィアがそばについております！」

「んーーーっ！　ハッ、ハァッ、ハ……ァッ」

　壮絶な痛みに耐え、ソフィアと王宮医師に見守られながら迎えられた命は、力強く高い声を響かせた。

「リリー様によく似た、元気でかわいらしい女の子ですよ！」

　生まれてきた子は黒髪の、美しいオリーブ色の瞳をした女の子だった。

　それはあの日――リリーが見た隻眼の衛兵の面影を残しており、言いようのない感動がリリーの胸を高鳴らせた。

「……オリビア。この子の名前は、オリビアよ」

　そう言うと、リリーは愛しい我が子を見つめて美しい涙を流した。

【オリビア】

　それは、リリーと男の共通の瞳の色であるオリーブ色と、男が去った後、リリーに持たせたオリーブの木の枝から由来する。

　そして平和を願う、尊い想いを込めた未来に続く希望の名でもあった。




＊　＊　＊




「――さぁ、オリビア。花の冠ができたわよ」

　今年も、ウォーリックに春を告げる暖かな風が吹いた。

　名前を呼ばれた小さな女の子はパァッと表情を明るくして、声の主であるリリーに駆け寄り目一杯腕を伸ばす。

「おかーたま、ありあとぉ！」

　女の子――オリビアは、花の冠を頭に載せてもらうと花が開いたようにかわいらしい笑顔を浮かべた。

　オリビアが誕生してから、もう二年三カ月という月日が経った。

　力強い産声と共に生まれた命は、リリーとソフィアに守られ、かわいがられながら、すくすくと元気に成長していた。

「ふふっ、ありがとう、よ。オリビア」

「ありーまと？」

　キョトンとしながら首を傾げる舌足らずな愛娘を、リリーは愛おしげに見つめる。

「オリビア様は本当にリリー様によく似た、とてもかわいらしいお顔立ちをしていますわ」

「そうかしら……」

「ええ、そうですとも！　雪のように白い肌も、宝石のように美しいオリーブ色の瞳も、クリっとした大きな目も桜色の唇も頬も……すべて、なにもかも、リリー様にそっくりです！」

　キャッキャと無邪気に笑うオリビアをあやしながら語られたソフィアの言葉に、リリーは曖昧な笑みを浮かべた後で遠くを見つめた。

　確かにオリビアは、顔立ちこそリリーとよく似ている。

　けれど、ソフィアも本当は気付いているのだ。

　髪色は――リリーと同じプラチナブロンドではなく、父であるあの男と同じ、艶やかな黒色。

　それは確かに、オリビアがリリーとあの男の子供であることを示していて、生涯変わらぬ真実でもあった。

（あれからもう、三年以上が経つのね……）

　そっと瞼をおろしたリリーは、胸に手を当て息を吐く。

　リリーが隻眼の衛兵と一夜を共にしてから、もう三年。

　オリビアの父親である男の顔を、リリーはもうほとんど思い出せなくなっていた。

　そもそも夜の闇の中、黒いローブで顔を覆い隠していたので、もとより顔立ちなどはよくわからない。

（彼の容姿で覚えているのは、彼が私やオリビアと同じオリーブ色の瞳だったということと、隻眼であるということ。あと、ローブの隙間から見えた髪の色が、綺麗な黒だったということくらいで――）

　その特徴をもとに、兄のアイザックが秘密裏に男を探したが、結局見つけることはできなかった。

　もちろん隻眼であるという理由で彼を知る兵士はいた。けれど、皆が口を揃えて言ったのは『気が付いたらいなくなっていた』ということだった。

『自分には王宮を守る衛兵という職務が務まらないと思い、逃げ出したのかもしれません』

　ある兵士はそう言葉を添えたということだが、リリーとの事情を知るものであれば誰もが、『罰を受けることを恐れて逃げ出したに違いない』と、察することができた。

（ソフィアの言う通り、彼は本当にただの卑怯者だったのかもしれない）

　リリーは、遠い記憶の中に佇たたずむ男に問いかける。

（ねぇ、あなたは、どこへ消えてしまったの？）

　黒いローブをまとった、どこか神秘的な空気を持っていた人。

　もしもリリーが自分との子を身籠り、産んだと知ったら、男はどんな顔をするだろう。

『戦争は、誰の心も救わない。憎しみと悲しみの負の連鎖が続くだけだ』

　あの晩、交わした言葉も男の想いもリリーは疑いたくはない。

　けれど男は、一緒に働いていた周りの人間ですら名前も曖昧で思い出せないような、ひどく影と印象の薄い男だったと、兄のアイザックからの報告で聞いていた。

（もう三年が経って、たった一晩会っただけの彼の声も思い出せなくなってきている）

　それを、リリーは時々、たまらなく寂しく思う。

　しかし反面、もういい加減に男のことは忘れるべきだという諦めにも似た思いもあった。

「……リリー様、もしや、あのお話を気にしておられるのですか？」

「え……？」

　その時、不意にソフィアに声をかけられたリリーは、弾かれたように顔を上げた。

　視線の先のソフィアは心配そうに、リリーの顔を覗き込んでいる。

「あのお話は、リリー様が気に病むようなことではありませんよ」

　ソフィアの言う〝あの話〟とは、現在のウォーリック王国の情勢のことだ。

　この秘密の花園内から出ることを許されないリリーも、ソフィアや、たまにお忍びでやってくる兄のアイザックを通して、ウォーリックの情勢を聞く機会があった。

「確かにリリー様が、グラスゴー王国の現国王であられるエドガー様のもとへと嫁いでいれば、多少なりとも状況は変わっていたかもしれません。けれどエドガー様は最初から、ウォーリックを裏切るつもりだったに決まっております」

　複雑な表情で語るソフィアは、庭園の森を抜けた先にある王宮を見つめた。

　この三年、結局、大国・ラフバラとの和平話は平行線なままで、なんの進展も見られずにいる。

　その上、当初手を組むはずだったグラスゴー王国に、ウォーリック王国は国土と兵力を狙われるという最悪の事態に陥っていた。

「グラスゴー王国のエドガー国王は、ラフバラを出し抜く機会を虎こ視し眈たん々たんと狙っているとか。そしてそのために、ウォーリックを自国の支配下に置こうとお考えだと……アイザック様は仰っておりました」

　ソフィアの言葉を聞いたリリーは、小さなオリビアの身体をギュッと抱きしめた。

　今、ウォーリックはラフバラよりも、エドガーが治めるグラスゴー王国に平和を脅かされているのだ。

　もとよりエドガーは、リリーとの政略結婚が成立しようがしまいが、ウォーリックを自国の支配下に置くつもりだったに違いない。

　そしてゆくゆくは、リリーの父であるウォーリック国王と同じく、ラフバラに挑もうと目論んでいた。

「問題は、ラフバラが両国に対して、どのような決断を下すかよね」

　呟いたリリーは、オリビアの髪を撫でながら眉根を寄せた。

　肝心の大国ラフバラは、両国の出方をうかがっているという状況だ。

　しかし今、三国の中で最も危うい立場にいるのは間違いなく、リリーたちがいるウォーリック王国に違いなかった。

「それぞれの国の動きによっては、ここもいつ、危うくなるかわからないわ」

「おかーたま？」

　現状を憂うリリーを、彼女の腕の中にいる幼いオリビアが不思議そうに見上げた。

「おかーたま！　おかーたま！　ニッコリよ！」

「オリビア……」

　自身を死んだことにしてまで守った尊い命。

　けれど今、その小さな命だけでなく、彼女を取り巻くものたちの命さえ危ぶまれる状況が迫ってきている。

「そうよね、オリビア。嘆いてばかりでは、なにも変わらないわ」

　オリビアを抱きしめる腕の力を強めたリリーは、花の香りがする幼い娘の黒髪に口元を埋めた。

　いざという時に自分がするべき決断を――リリーは改めて、心の奥で確かめていた。

「……大丈夫よ。なにがあっても、あなたのことはお母様が守るから」

　ざわざわと、木々が囁くように揺らめいている。

　空に浮かぶ雲は太陽を隠して、リリーたちの足元に大きな影を落としていた。
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「リリー様、大変でございます……！」

　そして、運命の日は突として訪れた。

　豊穣の女神マイアの祭りを翌日に控えた昼下がり、グラスゴーの兵が攻め入ってくるという情報を聞きつけたソフィアが、リリーたちのもとへと知らせにきたのだ。

「リリー様っ、ここにいては見つかるのも時間の問題です！　王宮裏の森を抜けて外へと出ましょう！」

「いいえ、ダメよ、ソフィア。すでに城の裏手にある町の一部が燃えている。だから今は迂う闊かつに外に出るよりも、ここで状況の把握に努めた方が賢明よ」

　リリーは顔面蒼白のソフィアを宥なだめると、先ほど王宮の裏手から見下ろした城下町の光景を思い浮かべた。

　昨日まで祭りの準備のために賑わっていた町は一転、各所で混乱の火の手が上がっている。

（きっとエドガーは、こちらが祭りで浮足立つのを見越して狙っていたのだわ……）

　狡猾で残忍なエドガーの考えそうなことだと、リリーは唇を噛みしめた。

　グラスゴー王国の現国王であるエドガーの要求は、ウォーリックの完全降伏。

　エドガーはウォーリックが自分たちの配下につくなら、命だけは見逃してやるとウォーリック国王に提言していたということだ。

『ウォーリックがグラスゴーの配下につくなど絶対に有り得ない！』

　けれど、優柔不断でプライドの高いウォーリック国王は、それに応じるか今の今まで渋っているのだ。

　だからこの度の奇襲は、煮え切らない国王への最終通告的な脅しに違いない。

（でも気の短いエドガーのことだもの。こちらが少しでも意に沿わない動きをすれば、迷うことなく全兵力をもって攻め入ってくるわ）

　つまり決断までの時間は、あまり残されてはいないということだ。

　ただでさえ今、町では多くの民の命が無差別に脅かされている。

（ロニーたちのいる孤児院も、危ないかもしれない）

　リリーは幽霊姫となってからの約三年、孤児院の子供たちの無事と幸せを祈り続けてきた。

（グラスゴーの侵略さえなければ、明日は子供たちも楽しみにしていただろう祭りが執り行われる予定だったのに……）

　と、その時ふと、リリーは孤児院に毎年支援をしてくれていた〝名もなき贈り主〟のことを思い出した。

　自分もいつか、〝名もなき贈り主〟のように困っている人の助けとなるような行いがしたい――。

　そうしてリリーはきつく閉じていた瞼をゆっくりと持ち上げると、胸に手を当て、息を吐いてから侍女のソフィアを振り返った。

「ソフィア……。これから私が言うことを、よく聞いて」

「リリー様……？」

　突然声を落としたリリーを前に、ソフィアが不安げに瞳を揺らした。

　対してリリーは、穏やかな笑みを浮かべて背筋を伸ばす。

　彼女の娘であるオリビアは、緊急事態にも気付かず家の中で眠っていた。

　愛娘の寝顔を思い浮かべながら、リリーは自身の決意を揺るぎなきものにするように、真っすぐ顔を上げたままでソフィアに自身の決意を語り始めた。

「もしも……お父様がこのままラフバラとの和平にも応じず、グラスゴーにも降伏しないと決めた時には、私がエドガーのもとへと直談判しに行くわ」

「リリー様!?　なにを仰るのです！」

「エドガーは、生前の私をいたく気に入っていた。もちろん彼は私を死んだものと思っているでしょうけれど……。それは、病を乗り越えたとでもなんでも、うまく説明するつもり」

　もちろん、それでエドガーが納得するかどうかはわからない。

　けれど、どんな嘘や方便を使ってでも、今はエドガーの気を逸らすなにかが必要なのだ。

「私が交渉の場に現れればエドガーも、必ず動揺するでしょう。それは、ほんの少しだとしても確実な時間稼ぎになる。その間に、お父様には決断をしていただくの。そもそも……私が彼との政略結婚を台無しにしたから、こんなことになったのよ。だから、ソフィア。その時はオリビアを……私の代わりに、どうか守って。よろしくね」

　そう言うとリリーは、ソフィアを見て女神のような笑みを湛たたえた。

「オリビアだけじゃない。いつの日か……世界中の子供たちが安心して眠れる夜がくるように、私はどこにいても願い続けるわ」

『いつか……世界中の子供たちが安心して眠れる夜がくるように、俺も毎日願っている』

　それはあの晩、隻眼の衛兵がリリーに告げた言葉だった。

　清廉なリリーの決意を受け止めたソフィアは声を詰まらせ、祈るように震える両手を胸の前で握りしめる。

　もう自分ではリリーを止めることはできないと、ソフィアは絶望の中で察したのだ。

「これから私は、今の話をお父様とアイザックお兄様のもとへ伝えに行くわ――」

　けれど、リリーがそう言って踵きびすを返そうとした、その時。

「――え？」

　突然、騎馬の猛々しい鳴き声が辺りに響いて、花園を囲む木々がざわざわとざわめいた。

（な、なに……!?）

　言いようのない緊張感と不穏な予感を覚えたリリーは、鳴き声の聞こえた方へと目を向ける。

　すると直後、力強く地を蹴る馬の蹄ひづめの音が聞こえ、我に返ったリリーは慌ててソフィアに向かって声を荒げた。

「いけない……！　ソフィア！　家の中に入って！　早く!!」

「おいっ！　お前たち、そこでなにをしている!?」

　けれどリリーの賢明な判断も虚しく、次の瞬間には凜とした声が、リリーたちを呼びつけた。

　弾かれたようにリリーが振り向けば、彫刻のように美しい漆黒馬に跨またがった騎士の鋭い視線に射抜かれる。

「え――」

「きみは――！」

　馬上の騎士は、リリーを見るなり大きく目を見開いて息を呑んだ。

　そして手綱を持つ手に力を込めると、にわかに信じられないといった様子でリリーを頭のてっぺんから足先まで視線で撫でた。

「あ、あなたは……」

　対してリリーも、突然現れた騎士の風貌に意表をつかれ、思わず声を詰まらせた。

（ま、まさか隻眼の衛兵……？）

　目の前にいる騎士は、左目に黒い眼帯をしていたのだ。

　闇に紛れるような黒髪も、あの日見た男と同じで、一瞬にしてあの晩の記憶が脳裏に蘇る。

（お、落ち着いて、リリー。違うわ……あの人ではない。だって、あの人が包帯をしていたのは右目で、今目の前にいる騎士が眼帯をしているのは左目だもの）

　精いっぱい狼狽を押し込めたリリーは、何度か目を瞬かせた。

　騎士は、ウォーリックではなく、他国の騎士の軍服をまとっている。

　なによりあの晩の男と決定的に違うものが、ひとつあった。

「まさか、そんなはずは……」

　騎士は呟いて、言葉を止める。

　リリーを見つめる騎士の瞳の色は、太陽を隠す雲のような深みのある灰色だったのだ。

（隻眼の衛兵の瞳の色は、私やオリビアと同じオリーブ色だったから、この人は別人だわ）

　隻眼の衛兵の瞳が愛おしげにリリーを見つめていたことを、リリーは頭の片隅で思い出していた。

　リリーと娘のオリビア、そして衛兵の三人を繋ぐ唯一の共通点がオリーブ色なのだ。

「そ、そ、その軍服は……！　まさか、ラフバラ聖騎士団のものでは……っ」

　と、不意に沈黙を破ったのは、ソフィアの恐れ慄いた悲鳴にも似た声だった。

　ソフィアの言葉にハッと我に返ったリリーは、「聖騎士団……？」と呟き、へなへなと腰を抜かしたソフィアへと目を向ける。

「聖騎士団は、ラフバラ国王が絶大な信頼を寄せている精鋭たちのことでございます！　大変悪名高く、冷酷無比な騎士団長が軍を率いていることが有名で――」

　と、震える声でそこまで言ったソフィアは、しまった！という顔をして、慌てて口を噤つぐんだ。

（ラフバラ聖騎士団――。そういえば以前お父様が、ラフバラには精鋭を集めた厄介な騎士団が存在すると言っていたけれど……、まさかこの人がその騎士団の隊員なの？）

　ソフィアの言葉に父から聞かされた話を思い出したリリーは、改めて馬上の騎士へと目を向けた。

『聖騎士団の通った後には、草の根ひとつ残らない』

『奴らは攻め入った国の城下町に火を放って焼き払うような、非情なやり方を得意とする野蛮な連中の集まりだ』

　それは、以前にリリーの父であるウォーリック国王に聞かされた話だ。

　ゾッと背筋を凍らせたリリーは、なんとか狼狽を押し込めて口を開く。

「でも、どうしてラフバラ聖騎士団の騎士が、こんなところに――」

　けれど、リリーがそう尋ねようとしたら、

「きみは本当に……リリー・スペンサー王女なのか？」

　不意に騎士の低く心地のよい声が、リリーの質問を遮った。

「え……？」

「きみはウォーリック王国、第一王女、リリー・スペンサーだろう？」

「……っ！」

　思いもよらない騎士の問いに、リリーは目を見開いて口を噤んだ。

（ど、どうして私が死んだはずの王女だと、すぐに気付いたの？）

　もちろんリリーは、騎士の顔に覚えがない。

　なによりリリーは、世間では不治の病で数年前に死んだことになっているのだ。

　それなのに騎士がどうしていとも簡単にリリーの正体に気がついたのか、リリーはまるで見当もつかなくて吐く息が震えた。

「なぁ、きみは本当に――」

「……そうよ。私はウォーリック王国の第一王女、リリー・スペンサーで間違いないわ」

　それでもリリーは動揺を精いっぱい隠してそう言うと、背後で腰を抜かすソフィアを守るように立ち、騎士を見上げた。

　仮に今、『自分はリリー王女ではない』と嘘をついたところで、この場を乗り切ることはできないと悟ったのだ。

　騎士にはそう思わせるほどの、有無を言わさぬ威厳と圧倒的なオーラがあった。

　だから今、下手な嘘をついてごまかすよりも、身分を明かして正々堂々と対峙した方が、騎士の心象を悪くせずに済むとリリーは判断した。

（この人には……どんなごまかしも、すべて見透かされてしまうような気がする）

　姿勢を正して臆することなく自身を見上げるリリーを前に、騎士はなにか考えるところがあるのか、真意を探っているように見えた。

「あなたも人に名を尋ねるより先に、まずは自らが名乗るのが礼儀ではないかしら？　馬上から尋ねるというのも、失礼だわ」

　そんな騎士に対して、リリーは精いっぱい虚勢を張ってみせる。

　怯えているなどと思われ、下に見られてはいけない。

　なにより今のリリーには、絶対に守らなければいけない〝わが子〟がいた。

「……ふっ、変わらないな」

「え……？」

「いや……いい。確かに、きみの言う通りだ」

　と、騎士はそんなリリーを見て不意に目を細めると、慣れた様子でひらりと身軽に馬から降りた。

　そして馬を宥めて近くの木に繋いだ後で、改めてリリーと対峙する。

　騎士のその一挙一動を、リリーは呆然としながら眺めていることしかできなかった。

「名乗る前に、ひとつ、質問をさせてくれ。もしかして、きみは俺を覚えていないのか？」

「あなたを？」

「いや……。そうか、覚えていないなら構わない。いかにも、俺はラフバラ王国・聖騎士団の騎士団長を務める――リアム・クラークだ」

「リアム・クラーク……」

　ラフバラの騎士――リアムの灰色の目には今、リリーだけが映されていた。

　対してリリーも、リアムから一秒たりとも目を逸らせない。

（私が覚えていないなら、って……。もしかして私はこの人と、以前にどこかで会ったことがあるの？）

　疑問が、リリーの脳裏をかけ巡る。

　リアムは改めて見ると、ひどく整った顔立ちをした男だった。

　まるでこの世のものではないような……肌がゾクリと粟立つ美しさと色香をまとっている。

　年齢は二十代後半くらいだろうか。落ち着いた雰囲気は、リリーよりも年上であることを連想させた。

　こんな男に会えばきっと、必ず印象深く覚えているはずだ。

（それに、騎士団長って――）

　今、リアムは自身を聖騎士団の騎士団長であると言った。

　彼の言うことが本当なら、ラフバラ国王が絶大な信頼を置く聖騎士団を率いているのが今、目の前にいる男、リアムということになる。

　つまり、リアムこそが、【冷酷無比】と名高い聖騎士団の騎士団長なのだ。

　思いもよらない事実を突きつけられたリリーは、今度こそ狼狽を隠せず、うまく言葉を発することができなくなった。

「まさか……きみが生きているとは思わなかった」

　対してリアムはそう言うと、とても静かに目を細める。

　癖のない黒髪から覗く、鷹のように鋭い右目は真っすぐにリリーを捉えて離さない。

　精悍な身体つきに、リリーよりも頭ひとつ半ほど高い背と、長い足。

　彼の姿勢がいいからだろうか……。粗暴と噂される騎士団とは真逆の気高さと気品が感じられ、彼からは溜め息もこぼれそうなほどの色気が滲み出ていた。

（眼帯すらも、彼の容姿を引き立てる装飾品のようだわ）

　それほど聖騎士団の騎士団長であるリアムは、完全無欠の美貌を持った男だったのだ。

　リアムの髪色と同じ黒い軍服には、黒地に美しい金糸の刺繍が施された詰襟。

　細身の下衣に重ねられた黒い編み上げロングブーツ、腰に下げられたサーベルの鞘さやにはラフバラ王家の紋章が刻まれていた。

（最初こそ、一瞬、隻眼の衛兵のことが頭をよぎってしまったけれど……。改めて見ると、優しい空気を持っていた彼とは似ても似つかないわ）

　神秘的な灰色の瞳を見つめながら、リリーは改めて小さく首を横に振った。

　そして顔を上げると真っすぐに、リアムの瞳を見つめ返す。

「あ、あなたがラフバラの聖騎士団の騎士団長であることはわかりました。けれど、その騎士団長様が、どうしてこのような場所にいらっしゃるのかしら？」

　精いっぱい背筋を伸ばし、凜と通る声を響かせたリリーは、堂々とリアムの前に立ちはだかった。

「それに、ここは今は亡き私の母が愛した思い出の花園。血で濡れたブーツで、これ以上、この場所に足を踏み入れることは許しません！」

　断言したリリーは、リアムの視界から庭園の奥にある家を隠すように身体を動かした。

　リリーの真意に気付かぬリアムは、なぜか慈愛を浮かべた目をリリーに向けている。

　けれどリリーが、リアムの心の機微に気付くことはない。

　今、リリーの頭の中は、どうすればこの場をやり過ごせるのかという思いでいっぱいだったのだ。

（家の中では愛娘のオリビアが眠っている。だから、早くこの場を切り抜ける方法を考えなければ――）

「おかーたま……？」

「……っ！」

　けれど次の瞬間、リリーの願いも虚しく、かわいらしい声が彼女を呼んだ。

　勢いよくリリーが振り返れば、眠っていたはずのオリビアが、目をこすりながらトコトコとこちらに向かって歩いてくるのが見えた。

「おかーたま？　そふぃー？」

「で、出てきてはダメ……！」

「え……わぁっ！　おうまたん！　おっきい！」

　けれど、リリーの焦りもなんのその。

　無邪気なオリビアは、リアムが乗ってきた黒馬を見つけると、興奮した様子でオリーブ色の瞳を輝かせた。

　この花園から出たことのないオリビアは、実際に馬を見るのは初めてだったのだ。

「ダ、ダメです、オリビア様っ！　その馬にも、騎士にも近寄ってはいけません……！」

「オリビア……？」

　と、リリーとソフィアの言葉を聞いたリアムは、眉根を寄せるとぽつりと呟いた。

　そして目の前の光景を呆然と眺めてから、唐突になにかを確信したようにハッとしてリリーを見やる。

「お母様……。今、あの子は確かにきみを見て、そう言ったな？」

　ドキリと、リリーの鼓動が大きく跳ねた。

　リアムに、オリビアがリリーの娘であると知られてしまった。

　オリビアは、まだ二歳半に満たない年齢だ。

　嘘をつくことすらできない小さな子供が、この場を取り繕つくろえるはずもないが、どうにかしてオリビアだけは守らなければならない。

「ち、違うわ、聞き間違いよ。あの子は……」

　焦りで、リリーの動悸はひどくなり、声は震えた。

　反対に確信めいた様子のリアムは、どこか興奮を抑えきれないといったように、リリーに詰め寄ろうと足を前へと踏み出した。

「あ……っ！　い、いけません、オリビア様――！」

「きゃあ！　おうまたん！」

　リリーは気が動転していたあまり、ついオリビアから目を離してしまった。

　するとその隙に、オリビアが馬に向かって駆け出したのだ。

　突然自分に向かって駆けてきたオリビアに驚いたらしい馬は、高い声で鳴いて前脚を大きく持ち上げた。

「ひゃあ……っ!!」

　馬は蹄を鳴らして、バタバタとその場で激しく足踏みをする。

「きゃっきゃぁ！」

　その様子を見て、さらに興奮したオリビアは笑顔で馬の近くへ駆け寄ろうとした。

（い、いけないっ！）

　一番近くにいたソフィアは腰を抜かしていて動けず、リリーは慌てて駆け寄ろうとしたもののドレスのせいで一歩が遅れた。

「危ない、オリビア……っ！」

「……っ！」

　と、そんなリリーの横を黒い風が駆け抜けた。

　あっ、とリリーが目を見張った時には間一髪、馬に近付こうとしたオリビアを、リアムが華麗に抱き上げていた。

「大丈夫か？」

　それは一瞬の出来事だった。

　リリーとソフィアは驚いて目を見開き固まって、オリビアも自身を抱き上げたリアムを見て驚いている様子だ。

「どう、どう。落ち着け」

　リアムはオリビアを片腕に抱いたまま、慣れた様子で手綱を掴んで馬を宥めた。

　馬は繋がれていた木のそばで首を何度か振った後、リアムの命令にゆっくりと落ち着きを取り戻す。

「わぁ！　おうまたん、いいこ、いいこ」

　オリビアはその一部始終を、大きな瞳を爛々と輝かせて見ていた。

　そんなオリビアを、リアムはなぜかとても愛おしげに見つめている。

　そして馬から離れた後でオリビアを地面におろすと、オリビアの視線に自身の視線を合わせるように、とても優雅に跪いた。

「馬は、とても利口な生き物だ。けれど、不用意に近付いてはいけない」

「ふよーい？」

「ああ。人間の何倍も力が強いからな。それに、ほら、お母様のお顔を見てごらん。今、どんな顔をしている？　とても、心配そうにきみを見ているだろう。お母様を泣かせるようなことは、絶対にしてはいけない」

「おかーたま……」

　リアムの話を、まだ小さなオリビアは正しく理解することはできないだろう。

「オリビア……！」

　けれど目に涙を滲ませ、慌てて自分に向かって駆けてきたリリーを見たオリビアは、なにかを察した様子で突然うるうると瞳を潤ませた。

「お、おかーたまぁ！　うわぁーーーん！」

「オリビア。ダメよ、ひとりで馬に近寄っては……」

　オリビアの小さな身体をきつく抱きしめたリリーは、その温もりを確かめるように涙をこぼす娘の背中を何度も撫でた。

「ごめんね。お母様もオリビアにきちんと〝ひとりで馬の近くに行ってはダメ〟と教えていなかったのも悪いわよね。本当にごめんね」

「おかーたまっ、おかーたまっ」

「やはり……この子はリリー、きみの娘なんだな」

　と、そばでふたりを見守っていたリアムが改めてリリーに尋ねる。

　目に浮かんだ涙を拭ったリリーは険しい表情で顔を上げると、リアムの質問に躊躇ためらいながらもゆっくりと頷いた。

「そうよ……。この子は、私の娘よ。助けてくださって、心から感謝いたします」

　リリーの答えに、リアムは内心、胸を震わせた。

　けれどリアムは精いっぱい平静を装いながら、一度だけ短く息を吐いてから質問を続ける。

「見る限りだと、年頃は二歳くらいか？」

「……ええ。今年三歳になるわ。オリビアは約三年前、ウォーリックの王宮に仕えていた衛兵との間にできた子供なの。私はこの子を産むために、自分は不治の病で命を落としたということにして、当時、グラスゴー王国のエドガーとの間に結ばれていた婚約を破棄したのよ」

　こうなったら、すべてを包み隠さず白状するしかない。

　リリーの告白を聞いたリアムは、太ももの横で握りしめていた拳をさらにきつく握った。

　それは怒りとは違う理由の想いのためなのだが、今、心に余裕のないリリーが、リアムの真意に気付くことはない。

「それできみは、これまでずっとここでこの子とふたり、身を潜めていたということか」

「……ええ。でも、それも今日までよ」

「今日まで？」

「そうよ。ウォーリック王国は今、私の過去の身勝手のせいで危機に直面している。だから私はこれからお父様を説得して、グラスゴーのエドガー国王のもとへと交渉に向かおうと思っていたところだったのよ」

「エドガーのもとへ、だと……？」

　リアムには、嘘偽りは通らない。今、そう思うのは、リアムの持つ雰囲気がこれまで出会ってきた人間の誰よりも精悍であったためだろう。

　だからリリーは、今ある真実の有りのままを、リアムに打ち明けることにした。

「私の身ひとつで、ウォーリックの命運が決まるのよ。だから、無理を承知の上なのはわかっていながら、あなたにお願いします……。どうか、この子は……オリビアとソフィアだけは、見逃してください！　そのためなら私は、エドガーをいかようにも説得してみせると誓うわ！　ラフバラに不利にならないよう、お父様やアイザックお兄様にも話をすると約束するから……！」

　リリーは、焦りと不安で混乱していた。

（こんなこと、冷酷無比と言われる騎士団長が受け入れてくれるとは到底思えないけれど、今の私にはこうする他に選択肢がない）

　オリビアとソフィアを守らねばという思いだけが、リリーを突き動かしていた。

　けれど、そんなリリーを見つめるリアムの表情は、段々と険しいものへと変わっていく。

「そんなことを、俺が許すはずがないだろう」

「え……？」

「リリーを、エドガーのもとへなど絶対に行かせるものか」

　突然、低く唸るような声を出したリアムを前に、リリーは思わず目を見開き、肩を揺らして固まった。

「エドガーのもとへ行くなど、絶対に許さない。俺はリリーが他の男の名を口にするだけで、気が狂いそうだ」

　そう言ったリアムは本当に苛立っているのか、まとう空気すら冷たいものに変わっていた。

　しかし、吐き捨てられたのは背筋が凍るような言葉のはずなのに、なぜかリアムの瞳にはリリーへの情愛のようなものが浮かんでいる。

（わ、私が他の男の名を口にするだけでって、それはどういうことなの？）

　リアムの真意が掴めないリリーは、余計に困惑するばかりだった。

　今、どうしてかリアムはひどく怒っている。

　そして今のリアムの言葉を聞く限りでは、原因はリリーがエドガーのもとへ行くと言ったことに違いなかった。

「で、でも。私が行かなければ、ウォーリック王国はグラスゴー王国に攻め落とされてしまうわ」

「ハッ、そんなことは絶対にさせない。なぜなら今そのために、俺がここにいるんだからな」

「え……？」

　もう、なにがなんだか、リリーにはリアムの言っていることの意味を理解することはできなかった。

　それでもはっきりとわかるのは、リアムがリリーをこのまま逃す気はないということだ。

　リリーを見つめるリアムの目は、まるで獲物を捉える前の獣のようで、リリーは思わず自身の肌がゾクリと粟立つのを感じて息を呑んだ。

「おかーたま……？」

　そんなリリーの動揺を察したらしいオリビアが、彼女の腕の中からゆっくりと顔を上げ、弱々しい声を出す。

　リリーはそれに慌てて我に返ると、オリビアの黒髪を撫でながら「大丈夫よ」と安心させるように呟いた。

「あなたはこれから、私たちをどうするつもりなの？」

「……リリーとオリビア。そして、そこの侍女は今から俺が攫さらっていく」

「わ、私たちを、あなたが攫うですって……？」

「ああ。もちろん、反論も抵抗も許さない。もし逃げ出そうとすれば、今度こそウォーリック王国に未来はないと思ってもらおう」

　冷徹なリアムの言葉に、今度こそリリーは背筋を凍らせた。

　やはりリアムは、冷酷無比と名高い聖騎士団の騎士団長なのだ。

　自身の意に沿わぬ行いをしたものには容赦はしない。

　オリビアだけでなく、国を人質にとられたリリーが、そんな彼に反論や抵抗など、できるはずもなかった。

（今はただ、この男……リアムに従う他、生きる道は残されていないんだわ）

　こちらを見る灰色の瞳が濁って見えて、リリーは苦々しい思いで下唇を噛みしめた。

「わかったわ。あなたの言う通りにします。だからどうか、この子とソフィアの命の保証だけはしてください」

　精いっぱい震えを隠して告げたリリーの言葉に、リリーの背後で腰を抜かしていた侍女のソフィアが、「リリー様……」と涙で濡れた声で呟いた。

「ああ、約束しよう。きみは今、とても賢明な決断をした。無駄な争いは――憎しみと悲しみの負の連鎖を生むだけだからな」

「――っ!!」

　リアムの言葉を聞いたリリーの心臓が、ドキリと跳ねた。

　たった今、リアムが口にした言葉は、遠い記憶のどこかで聞いたことのある台詞せりふとよく似ていた。

（あの隻眼の衛兵も、今リアムが言った言葉と同じようなことを――）

　けれど、リリーが答えにたどり着く前に、リアムは三人を引き連れて王宮の外に出ると、聖騎士団の隊員へと彼女たちを引き渡した。

「三人を、連れて行け」

　そうしてリリーたちは身を隠したままで、ウォーリックを去ることとなった。

　燃えた町の外れでは、リアムの瞳の色と同じ灰色の煙が高く空へと立ち昇っている。

　その光景を眺めながら、リリーは祖国の行方を案じて、胸を痛めた。










騎士団長と戸惑いの夜




「これは……どういうことなのかしら」

　リアムの指示のもと、ラフバラ聖騎士団がリリー一行を連れ帰ったのは、ラフバラの町外れにある白亜の邸宅だった。

　それは緑の生い茂る木々の中に建つシンメトリーの塔屋が美しい邸宅で、たとえば十人で住んでも不自由なく暮らせるだけの広さと居住性は兼ね備えているように見えた。

「リアム様からのご指示で、皆様をこちらにご案内するようにとのことでした」

　戸惑うリリーにそう説明した騎士団の隊員は、その後リリーたちから離れると紺色の執事服を着込んだ五十歳前後の男性になにかを口添え、早々に邸を去ってしまった。

「皆様、長旅で大変お疲れでしょう。私はこの邸で使用人頭を務めさせていただいております、ローガンと申します。これから、どうぞよろしくお願いいたします」

　そうしてなぜかリリーたちは、ローガンと名乗った執事服を着た男に、客人のように扱われることとなった。

　玄関ホールに入れば正面には二階に続くエレガントなサーキュラー階段があり、開放的な吹き抜けには品のよい、きらびやかなシャンデリアが飾られている。

　リリーが暮らしていた王宮のような豪華絢爛さはないが、隅々まで掃除が行き届いており、空気も気持ちよく澄んでいた。

「お部屋は、主が戻られるまでは、仮としてこちらとこちらをお使いください」

　ローガンがリリーに用意したのは、普段はゲストルームとして使われているらしい一室だった。

　ソフィアはその隣の部屋を用意されたのだが、リリーとオリビアを守るのが侍女である自分の務めと申し出て、結局その日はリリーたちと同室で過ごすことになった。

「これは本当に……どういうことなのかしら」

　その後も三人は、ローガンをはじめとした三人の使用人にそれはそれは丁重にもてなされ、何事もないまま夜を迎えてしまった。

　お腹いっぱいご飯を食べ、母であるリリーと温かい湯に浸かったオリビアは長旅に疲れていたのかベッドに入るなり眠ってしまったところだ。

「私はてっきり、もっと粗雑な扱いを受けるものだと思っていたのだけれど……。だって私は仮にもウォーリックの王女で、ウォーリックはラフバラとの和平に応じず、もう何年も敵対関係を続けているのよ？」

　だから、敵国の王女が……ましてや幽霊姫が、こんなに丁重な扱いを受けられるはずがない。

　リリーの疑問はもっともで、ソフィアも複雑な面持ちのまま、事態を飲み込めないといった様子だった。

「ラフバラ聖騎士団の騎士団長……リアムは、いったいなにを考えているのかしら」

　眉根を寄せて呟かれたリリーの言葉に、ソフィアは「私にもさっぱりわかりません」と、声に困惑を滲ませた。

（冷酷無比な騎士団長と噂される男だもの……。私たちを攫って、国同士の交渉のために使うことは間違いないとは思うのだけれど）

　窓の外に浮かぶ白い月を見上げながら、リリーは小さく息をついた。

　いくら丁重に扱われようとも、自分が政治的要因に利用されるだろうという覚悟は忘れない。

「失礼いたします、ローガンでございます」

　と、その時、不意に扉の向こうから声をかけられた。

「リリー様。先ほどリアム様がお戻りになられまして、リリー様にオリビア様を連れて、リアム様のお部屋まで来られるようにとの言伝を承りました」

「リアムが……？」

　やってきたのは、使用人頭のローガンだった。

　ローガンは物腰の柔らかな白髪の老紳士だ。今日一日、常にリリーたちを気遣ってくれ、オリビアにも優しく、決して悪い人間には見えなかった。

　けれど彼の言う『リアムが戻ってきた』ということの意味がわからず、リリーは眉根を深く寄せてしまう。

「リリー様……。まさかとは思いますが、ここはあの騎士団長の邸なのではないでしょうか？」

　震える声でそう言ったのはソフィアだ。

　もし、ソフィアの言う通りであれば、昼間ローガンの言った『主が戻られるまでは』という言葉の『主』が指すのは、リアムということになる。

「リリー様。お部屋までは、このローガンがご案内させていただきます」

　再度かけられた声にリリーがハッとして顔を上げると、ソフィアがリリーの前に両手を広げて立ちはだかった。

「い、行ってはいけません、リリー様！　こんな夜更けに部屋に呼びつけるなど、どのようなことが目的かは容易に想像ができてしまいます……！」

　ソフィアの言うことはもっともだ。初心なリリーでも、夜更けに男が女を部屋に呼ぶ理由くらいは察せられる。

「そうね、ソフィア。でも、仮にもし、本当にリアムがこの邸の主であるとするのなら、今の状況についてリアムに聞きたいことだらけだわ。それにウォーリックのことや、どうしてあの場にラフバラの聖騎士団長である彼がいたのか、自分の耳で確認したいの」

　そう言うとリリーは、精いっぱい平静を保ちながらほほ笑んだ。

「大丈夫。仮にも私は、ウォーリックの王女よ。聖騎士団の長とはいえ、政治的利用価値のある私に、そう簡単に手を出すことはできないはずよ」

　もちろん、確証などない。

　けれど今はそう信じて、リアムの待つ部屋へと向かうしかないのだと、リリーは自分の置かれた立場を振り返った。

「リリー様……。ですが、オリビア様は……」

「……ええ。彼がなぜ、私だけでなくオリビアまで連れてくるように言ったのかはわからないけれど、当然オリビアはここに置いていくわ。この子も、疲れたはずだもの。これ以上の負担はかけられないし、怖い思いはさせたくないから」

　そう言うとリリーは、眠るオリビアの額にキスをした。

　天使のような寝顔を見たら改めて、オリビアを守るためならば自分はどんな目に遭おうとも大丈夫だと、覚悟が決まる。

「それじゃあ、行ってくるわ。ソフィア、オリビアのこと、お願いね」

　そうしてリリーはナイトドレスにショールを羽織ると、ローガンの案内のもとリアムが待つ部屋へと向かった。




「……入れ」

　部屋の前に着き、ローガンが中に声をかけると、すぐに耳に心地のよい低音が返ってきた。

　それは間違いなくリアムの声で、リリーの身体には緊張が走って身体が強張る。

「失礼いたします」

　けれどそんなリリーをよそに、ローガンはリリーが部屋の中に入ったことを確認すると扉を閉め、さっさとその場を去ってしまった。

（やっぱり、この邸の主はリアムだったのね……）

　取り残された部屋の中で、リリーは目の前に立つ男を静かに見据えた。

　広々とした部屋の内装はアンティーク調にまとめられており、屋敷の外観と同じく気品に満ち満ちている。

　大きな窓の前には重厚なデスクが置かれており、リアムはそのそばに佇んでいた。

「……オリビアはどうした」

　神秘的な灰色の瞳がリリーを捉えて、わずかに細められる。

　相変わらず左目には黒い眼帯がつけられていて、表情を読み取るのは難しい。

　リアムの質問にリリーの心臓は一瞬ドキリと大きく跳ねたが、リリーは胸の前で両手を握りしめると精いっぱい平静を装って口を開いた。

「気持ちよさそうに眠っていたから、連れてくることはできなかったわ。あの子も、突然環境が変わって疲れているの」

　リリーはそう言うと右手で自身の左肘を掴んで、視線を斜め下へと逸らした。

　告げた言葉に嘘はないが、オリビアをここへ連れてこなかった一番の理由はたった今口にしたものとは別にある。

　リアムは、敵対国の聖騎士団の騎士団長。

　冷酷無比と噂されている男だ。当然ながら、信用などできるはずがない。

　だからこそ、危険を孕はらむ場所へ愛娘のオリビアを連れてきたくはなかった。

　オリビアの母であるリリーからすれば、真っ当な選択といえるだろう。

「オリビアを連れてこいというあなたの要望に沿えなかったことは謝るわ、ごめんなさい。でも……あの子はまだ小さな子供だということを、どうかわかっていただきたいの」

　敵の邸で、敵の命令に背くなど自殺行為だ。

　この後、どのような仕打ちに遭うか……と、リリーは密かに身構えていたが、続いてリアムが発した言葉は、リリーの予想とは大きく異なるものだった。

「そうか。その通りだな。俺の方こそ配慮が行き届かず、無理なことを言ってすまなかった」

「え？」

「オリビアには明日改めて、会いに行こう。リリーの言う通り、今日は疲れているだろうし、ゆっくりと寝かせてやるべきだった」

　思いもよらないリアムの返答に、リリーは弾かれたように視線を上げた。

　そうすれば艶のある黒髪から覗く、鷹のような目と目が合う。

　部屋に入ってきた時には冷たい印象を受けた瞳は、今はどこか温かさを滲ませているように見えた。

（どうして……？　なぜ私を責めないの？　やっぱり私には、彼がなにを考えているのかさっぱり理解できないわ）

　すっかりと夜に染まった室内で、黒の軍服のコートだけを脱いだリアムが、真っすぐにリリーを見つめていた。

　スラリとした体たい躯くは服の上からでもわかるほど、引きしまっている。

　ゆらゆらと揺れるキャンドルの灯りが、彼の美術品のように洗練された容姿をより神秘的に魅せていて、リリーは不本意にも彼に見惚れて動けなくなった。

「オリビアはきみに似て、とてもかわいらしい容姿をしているな。将来はきっと、きみのように美しい姫になるのだろう」

　そう言うとリアムは、ふっと口元をわずかに緩めた。

　微笑でしかないが、初めて見るリアムの笑みに、リリーの疑問はより深いものとなる。

「……オリビアに、なにか思うところでも？」

「え？」

「明日改めて会いに、ということは、なにかあの子に用事でもあるのかと思って」

　疑問を口にしたリリーは、リアムの真意を探るように彼の右目をジッと見つめた。

　リアムがオリビアに関心を持っていると思ったら、警戒心が増したのだ。

　まさかとは思うが、オリビアを人質に使おうとでも考えているのか。

　自分なりに理由を想定したリリーの眉間には、嫌悪のシワが深く寄った。

「いや……用事というほどでもないが、これをオリビアに渡したいと思っていたんだ」

　と、おもむろにリアムが手を伸ばしたのは、そばにある重厚なデスクだった。

　彼が手に取ったのは、デスクの上に置かれていた水差しほどの大きさの袋だ。

　続いてガサガサと中から取り出されたものに、リリーは驚いて目を見張ると、思わずそれとリアムの顔を交互に見つめてしまった。

「それは……うさぎの、ぬいぐるみ？」

　リアムの手に持たれているのは、どこからどう見てもうさぎのぬいぐるみだった。

　触り心地のよさそうな白い毛に、首元にはかわいらしい赤いリボンが巻かれていて、いかにも小さな女の子なら食いつきそうな代物だ。

「……ああ。任務を終えた後、急ぎでラフバラの城下町に買いに寄ったんだが、オリビアがなにを気に入るかわからず、結局その店の店主が勧めるものを買ってしまった」

　リアムはそう言うと、言葉に似合わぬ無表情でリリーを見た。

　相変わらず彼の真意はわからないが、とにもかくにもぬいぐるみは、リアムがオリビアのために用意したもので間違いないらしい。

「ど、どうして、あなたがあの子にそんなものを、わざわざ？」

「うん？」

「いえ……なんでもないわ。でも……」

　リリーはリアムに出会ってからもうずっと、混乱し続けている。

　今、目の前にいる男は間違いなくラフバラの聖騎士団の騎士団長を務める男だ。

　冷酷無比で血も涙もない男だと、近隣諸国に名を轟とどろかせている男なのだ。

（それなのに、そんな人が任務終わりにうさぎのぬいぐるみを買って帰ってきたですって？）

　にわかには信じられない。

　だが、リアムが今、どうしてそんな嘘をつくのかも、リリーにはまるで見当がつかなかった。

「あと、オリビアにはこれだが、きみにもこれを――」

「……ごめんなさい」

「え？」

「そのぬいぐるみは、受け取れない。あの子にも……できれば今後、なるべく会ってほしくないわ」

　リリーはリアムの言葉を遮ってそう言うと、眉根を寄せて彼から顔を逸らした。

「昨日、馬から助けてもらっておいてなんだけど、あなたにはあの子に……オリビアには、触れてほしくないの」

　緊張のせいで指先は冷たくなっている。

　それでもリリーは愛する娘のために勇気を振り絞り、必死に言葉を紡ぎ続けた。

「あなたはラフバラの聖騎士団の騎士団長。これまで、多くの人の命を手にかけてきたのでしょう？　そんなあなたの血濡れた手で、これ以上、私の命よりも大切なあの子に触れてほしくない」

　こんなことを言えば、間違いなくリアムを怒らせてしまうだろう。

　けれど口にしたことは本心で、娘を想う母ならば言わずにはいられないことでもあった。

「そもそもあの子は、自分に王家の血が流れていることも知らないの。私も、もう三年も前に死んだことになっている身よ？　今さら私たちを攫ったところで、人質としての価値があるとは思えないわ」

　そうしてゆっくりと顔を上げたリリーは、恐れを抱きながらも再度真っすぐにリアムを見つめた。

　相変わらずリアムの目は一心にリリーへと向けられていて、目と目が合った瞬間、ドキリと胸の鼓動が小さく跳ねる。

「俺が、きみたちを人質に……？」

　けれど、そうぽつりと呟いたリアムの瞳には、なぜか戸惑いとも切なさとも取れる動揺の色が浮かんでいた。

　ギュッと握りしめられた拳は、今の彼の心情を表しているようだ。

（どうしてそんな顔をするの……？）

　初めて見るリアムの弱々しい表情に、リリーは思わずゴクリと息を呑んで押し黙った。

「リリー。きみはなにか、勘違いをしている」

「勘違い？」

「俺は、きみたちを人質にするためにここへ連れてきたわけじゃない。大切なきみやオリビアを、政治的取引に利用しようなどと思えるはずがない」

　そう言ったリアムは手に持っていたぬいぐるみを再度デスクの上に置くと、リリーに向かって歩いてきた。

　月明かりを背負う彼は妖艶で、リリーは再び目が逸らせなくなってしまう。

　一歩、また一歩。段々とふたりの距離は近付き、リアムが起こしたわずかな風で動いたキャンドルの灯りは、まるでリリーの今の心を表すように、頼りなく揺らめいた。

「やっと、こうしてきみをそばに置けるのに、手離すはずがないだろう」

「それは、どういう――」

「だが……きみの言う通りだ。俺の手は、血濡れている。この手では、オリビアだけでなく、純潔なきみに触れることすら許されないのだろう」

　リリーの目の前で足を止めたリアムは、そう言って自身の胸の前で、強く拳を握りしめた。

　その手はわずかに震えている。

　それが怒りからくるものなのか、それとも別の理由で震えているのかは、今のリリーには知るよしもなかった。

「それなのに俺は今、きみに触れたくてたまらない。なぁ……どうすればいい？」

　溜め息も出そうなほどの色気をまとったリアムの言葉に、リリーの身体は金縛りにあったかのように動かなくなった。

　真っすぐに自分を見るリアムの目には、甘い熱が滲んでいる。

　リリーの胸の鼓動は早鐘を打つように高鳴り始め、頬は自然と紅潮した。

（リアムは今、確かに私を政治的取引に利用するつもりはないと言った。それに、私とオリビアを〝大切〟と言ったわ）

　聞き間違いではないのかと、リリーは自分の耳を疑いたくなった。

（どうして？　なぜ今、彼は、そんなことを私に言ったの？）

　リアムの真意が、リリーには掴めない。

　しかし、リアムの言葉をそのまま鵜呑みにするほど、リリーも無邪気で純粋無垢な乙女ではなかった。

（騙されてはダメ。口ではなんとでも言えるのよ）

　実際、リリーと一夜を過ごした隻眼の衛兵も、自身の罪から逃れるために王宮から逃げ出した。

　今、自分を懐柔するためにリアムは甘い言葉を囁いているのだと、リリーは自身に強く言い聞かせた。

「も、申し訳ないけれど、そんな言葉で騙されるほど、若いお嬢さんではないのよ」

「騙してなどいないさ。実際、俺は今、きみのことしか見えていない。今日の任務中も、きみたちのことで頭の中はいっぱいだった。今すぐきみをこの腕で抱きしめて、できるならば朝を迎えるまで離したくないと思っている」

「な……っ！」

　しかし、リリーの精いっぱいの反撃さえ、リアムは熱のこもった言葉の応酬で軽くあしらってしまった。

　リリーの体温は上がっていくばかりだ。

　言われ慣れないことを言われたら、さすがに平静を装うことも難しくなってくる。

（あ、朝を迎えるまで離したくないっていうのは、もちろんそういうことよね？）

　それがなにを意味するのか。考えたら必然的に、顔は耳まで赤く染まった。

「わ、私が世間知らずの王女だと思って、からかっているんでしょう!?」

「からかってなどいない。今言ったことは、本心だ。今すぐきみに触れて、きみの体温も、甘い吐息も、すべてを俺だけのものにしたいと言ったら、きみはもっと俺のために頬を赤らめてくれるのか？」

「――っ！」

　リアムには、リリーの気が焦っていることも見透かされていた。

　それが余計にリリーの羞恥心を煽る。

　胸の前で握りしめられたリリーの手には、じんわりと汗が滲んでいた。

　まるで獲物を狩る獣のような目が、リリーを捉えて離さない。

（は、早く彼から、離れなければ……！）

　頭では理解していた。けれどリリーはそう思っても、リアムの熱のこもった瞳から目を逸らせなくなっていた。

（これもすべて、私を利用するための嘘なの？　それともまさか、本当に……？）

　まるで、あの晩――隻眼の衛兵と熱を交わした時のようだ。

　自身を見下ろすオリーブ色の瞳と、今のリアムの灰色の瞳が重なり、リリーの心臓はなにかを知らせるようにせわしなく動き続けた。

「一刻も早く、きみを俺のものにしたい」

「ダっ、ダメよ！　それもすべて、私を利用するための体ていのいい嘘でしょう!?」

　もう狼狽を押し込めることすらできなくなっていた。

　リリーはあと一歩のところで自分に触れそうになるリアムに向かって叫ぶと、彼を睨むように下から見上げた。

「そもそも昨日、どうしてあなたはウォーリックの王宮内にいたの!?　本当はウォーリックの城下町に火を放ったのも、グラスゴーの兵ではなく、あなたたちラフバラの聖騎士団だったのではなくて!?」

　疑心暗鬼に陥ったリリーは、ずっと頭の中を巡っていた疑問をリアムにぶつけた。

　ウォーリックからラフバラへと連れてこられる馬車の中でも、考えていたことだ。

「も、もしもお父様が言っていた通りであるなら、グラスゴー同様、ラフバラもウォーリックを自国の支配下に置こうと考えているに違いない！　だから、ウォーリックに危機感を与えるためにあなたたちが火を放ったと考えれば、軍を率いるあなたが交渉のためにあの場にいたと考えてもおかしくないわ！」

　そこまで叫んだリリーの息は切れた。

　けれど同時に、今度はリアムの表情が暗く淀む。

　それはリリーたちを攫うと宣言した時に向けられた冷たい瞳と似ていて、思わずリリーの胸の鼓動は不穏に跳ねた。

「……たとえ冗談でも、姑息で下等なエドガー率いるグラスゴーの兵と、我々ラフバラ聖騎士団を同列になどしないでもらおう」

　低く、地を這うように低い声が、リリーを咎とがめる。

「あの日、我々ラフバラの聖騎士団は、かねてより和平を申し込んでいたウォーリックにグラスゴーの兵が攻め入るという情報を聞きつけ、ウォーリックを救うために馳せ参じたに他ならない」

「え……？」

　思いもよらないリアムの返答に、リリーは今度こそ目を見張って言葉を失くした。

「俺があの場にいたのはウォーリック国王に、ラフバラ国王からの書状を届けるためだった。その間、騎士団の隊員たちはウォーリックの民に危害を加えていたグラスゴーの下げ賤せんな兵どもを討つべく動いていたのだ。我々、ラフバラ聖騎士団は、無関係の民には一切の危害も加えていないと神に誓って断言できる」

　そこまで言ったリアムは、怒りを押し込めるように眼帯で隠されていない右の瞼を静かにおろした。

「そして結果として、我々が現れたことで、グラスゴー軍は撤退を余儀なくされた。現在も混乱の続くウォーリック周辺では、騎士団の隊員たちが見回りなど助力している」

　つまりリアムの言う通りであれば、ウォーリックはラフバラに危機を救われたというわけだ。

　想像していた答えとはまるで違うものに、リリーは再び混乱した。

「で、でも……。なぜ、ラフバラがウォーリックに手を差し伸べるようなことを？　両国はまだ、正式な和平も結んでいないのに」

　リリーが疑問に思うのも当然だ。

　両国には争いを続けてきた長い歴史があるが、近年申し入れられたラフバラからの和平にもウォーリックは頑なに応じず、好意を袖にし続けているのだ。

「本来ならば、ラフバラがウォーリックを助ける義理などないはずよ」

「ああ、そうだな。だがそれは、あくまで表面上のことにすぎない。今回、我々が動いたのはアイザック王子からの要請を受けてのことだ」

「……アイザックお兄様が？」

「ああ。実はアイザック王子は以前より秘密裏に動いておられ、ラフバラの国王と機密を共有し合う間柄なのだ」

「ま、まさか、お兄様とラフバラの国王陛下が……」

「信じられないかもしれないが、事実だ。だから今回、ウォーリックにグラスゴーの軍が攻め入ろうとしているという情報も共有していて、我々はアイザック王子の要請を聞き入れたラフバラ国王の命を受けて、動いたというわけだ」

　想定外の事実に驚いたリリーは、今度こそ言葉を失くした。

　少なくとも兄のアイザックは、父であるウォーリック国王を出し抜き、暗躍していたというわけだ。

「アイザック王子は、自分に政権が移り次第、ラフバラとの和平に速やかに応じるという書面も、正式にラフバラ国王と交わされている。だからこそラフバラは、これまでウォーリックに対して強硬手段は取らずに、つかず離れずの関係を保ってきたのだ」

　大国と謳われるラフバラが、長年にわたりウォーリックに譲歩し続けることを、リリーはずっと疑問に思っていた。

　だが、たった今リアムから聞かされた話で、絡まっていた疑問の糸が解けて消える。

　聡明な兄のアイザックは、愚鈍な父の裏で自分が王になった時の地盤を、着々と固めていたのだ。

　きっと、両国の間で交わされた書面には、他にも政治的なやり取りがいくつも記載されているのだろう。

　そう考えるとアイザックがリリーに幽霊姫となるように進言したのも、リリーをグラスゴーのエドガーのもとへと嫁がせないための手段のひとつだったのかもしれないと、リリーは今さらになって気が付いた。

「そういうわけで、今すぐにウォーリックがグラスゴーの軍に攻め入られるという心配はないが……ウォーリックの王宮内ではひとつ、大きな問題が生じている」

「大きな問題？」

　続けられたリアムの話に、リリーは眉根を寄せて顔を上げた。

「ウォーリック国王が、王宮から姿を消したのだ」

「お、お父様が？」

「ああ。今回、ラフバラがウォーリックを救うために動いたことで、ウォーリックに大きな貸しを作ることができた。よって、アイザック王子に代替わりせずとも和平を結べる可能性が出ていたのだが……。肝心の国王が雲隠れしてしまい、その書状は届けられぬままになっている」

　リアムがリリーと出会った時にウォーリック国王に届けようとしていたものが、それなのだろう。

　たった今、リアムに告げられた話を、リリーは信じられない気持ちで聞いていた。

「ウォーリック国王が姿を消すというのは、誰も想定していないことだった。そしてそのせいで今、ウォーリック国内は混乱していて……。さらに、ラフバラ国王とアイザック王子との信頼関係にもわずかな歪ひずみが生じている」

「え……な、なぜなの？」

「アイザック王子が、国王をどこかに隠したのではないか……。実は代替わりした後もラフバラと和平を結ぶ気などなく、グラスゴーと手を組み我々を裏切るつもりなのではないかという話が、ラフバラの王宮内で上がり始めているんだ」

　つまり、国王である父が雲隠れしたことで、これまでラフバラ国王から信頼を得ていた兄のアイザックまで、疑心暗鬼の目で見られ始めているということだ。

　裏切りの芽はいつ、どこで芽吹くかわからない。

　アイザックがなにかを企みウォーリック国王を隠して、ラフバラと約束した和平を袖にしようとしているのではないか……と、疑いを持たれているのだ。

「もちろんアイザック王子は無実を訴えているし、早急に国王の行方を捜すと我々には申し出ている。しかし、もしもこのまま国王が見つからなければ、ラフバラは今度こそウォーリックを見限る可能性もあって――」

「お、お兄様は、そのように暗愚なことは絶対にしないわ！」

　思わず叫んだリリーは、感情を昂らせてリアムの腕をギュッと掴んだ。

　ハッとして目を開いたリアムは、自身の腕を掴むリリーを静かに見下ろす。

　今、美しいオリーブ色の瞳は力強い輝きを放ちながら、一心にリアムだけに向けられていた。

「お兄様は私と同じように、愚かな戦争を嫌っているのよ！　だから、ラフバラを裏切ってグラスゴーのエドガーと手を組むなど絶対に有り得ないわ！　ラフバラと和平を結ぶことで、多くの民の命が救われることを、お兄様だって願っているはずよ！」

　断言したリリーは、リアムの腕を掴む手に力を込めた。

　リリーは王女という立場を捨て、オリビアを産み、女性としての幸せを選んだ。

　これまでそれを後悔したことはないが……今、王女として自分にできることはないという事実がリリーは悔しくてたまらない。

「お兄様は……私が幽霊姫となった後も、私と約束した孤児院への支援を続けてくれた。とても聡明で、優しい人よ。だからお父様がいなくなったことは、お兄様にとっても予想外の事態だったに違いないわ」

　唇を噛みしめたリリーは、兄であるアイザックの身を案じた。

　今、ウォーリックの内情はどれだけの混乱に満ちていることだろう。

　国の危機に姿を消した国王に対する国民の不満は、その息子であるアイザックにも向けられているかもしれない。

　ラフバラのみならず国内からも、現王家に対する不信感が募っている可能性は容易に想像ができた。

（それでもお兄様のことだもの。必死に現状を打破するべく動いているはずよ）

　困難に立ち向かう兄の心情を思えば思うほど、リリーはたまらない気持ちになった。

　リリーがオリビアを産み育てていく中でも、兄のアイザックが貸してくれた力は大きい。

　実際、オリビアもアイザックに懐いていた。

　こんな時、優しい兄の力になりたくてもなれない自分が情けなくて、なにもできない無力さが嫌になる。

「お願い……お兄様を、疑わないで」

　美しいオリーブ色の瞳がわずかに潤んだ。

　リリーの口から搾り出された願いを聞いたリアムは、ドクンと鼓動が跳ねるのを感じていた。

　いつの間にか、リリーが羽織っていたショールは足元に落ち、月明かりが雪のように白い肌をより繊細に魅せている。

　リリーは兄の身を案じるあまり、ショールが落ちたことにも気が付いていないようで、相変わらず手はリアムの腕を掴んだままだった。

　薄手のナイトドレスに包まれた身体は細く、力いっぱい抱きしめたら折れてしまうのではないかという想像が、リアムの胸をかきむしる。

　リリーのまとう薔ば薇らのような甘い香りが鼻先をかすめて、リアムは思わず拳を強く握りしめた。

　――三年前も、そうだった。

　リリーは戦争により傷つく人たちを思い、その心を痛めていたのだ。

　いつだって自分以外の人の身を案じてばかりの彼女は清らかで、高潔だ。

　それが三年前……。リリーと秘密の花園で出会った時と少しも変わっていないことに改めて気付いたリアムは、感動を覚え、彼女への想いをさらに熱くたぎらせた。

「きみは本当に、あの頃と変わらないんだな」

「え……？」

「すまない。愛しいきみを前にして、これ以上、触れずにいるのは俺には無理だ」

「あ……っ」

　言葉と同時に、リアムはリリーの身体を力いっぱい抱きしめた。

　滑らかで、手に吸い付くようなリリーの肌に、リアムの熱は増していく。

　対してリリーはリアムの逞しい腕に抱き寄せられ、高鳴る胸の音を聞いていた。

　リアムの心臓の音は、まるで早鐘を打つように激しく鳴っている。

「こんな気持ちになるのは初めてだ。リリーの願いなら、どんなことでも叶えてやりたくなる」

　熱のこもった言葉に、トクン、トクンとリリーの心拍数も上がっていった。

　血で濡れたリアムの手。本来なら彼の身体を押し返すべきだと頭ではわかっているのに、抵抗する隙をリアムは与えてくれなかった。

「わ、私の願いを叶えるって、それならお兄様を助けてくださるとでもいうの？」

「ああ、そうだな。きみがそれを願うのなら、俺は全力で応えよう」

「で、では――」

「だが……リリーの兄だとはわかっていても、リリーが他の男のことを想っていると思うと、たまらなく妬けてしまう」

「え……」

「きみが俺以外の男のことを考えているというだけで、冷静ではいられない」

　わからない――。リアムがどうしてそんなことを言うのか、リリーにはさっぱりわからなかった。

　まるで、リアムが自分を愛しているとでもいうような……。切なく甘い言葉ばかりを耳元で囁かれたら、また混乱してしまう。

（だって、彼は……リアムは私を利用するために、甘い台詞を口にしているだけでしょう？）

　頭ではそう思うのに、鼓膜を揺らすリアムの胸の音はリリーの考えの方が間違っているとでも言いたげだ。

「きみが兄を想っているだけでも妬けてしまうのだから、リリーの口からエドガーの名を聞いたら理性が失せるのは当然だな」

　対してリアムはリリーを抱きしめる腕を緩めると、改めて真っすぐにリリーを見た。

「リリーは他の誰にも渡さない。リリーとオリビアだけは……この命に換えても、絶対に守り抜くと、今、誓おう」

　揺るぎない意志を宿した灰色の瞳と、力強いリアムの言葉に、リリーは力なく立ち竦すくんだままで彼の凄せい艶えんな様に見惚れた。

「きみをあの場所で見つけ、本当にきみが生きていたのだと知った時は、胸が震えた。俺は……もうずっと、きみが死んだものだと思っていたから」

　思わずゴクリと、リリーの喉が鳴る。

　もう、リリーはリアムに尋ねずにはいられなかった。

「私とあなたは……以前、どこかで会ったことがあるの？　ごめんなさい。私は、まるであなたのことを覚えていないのだけれど、あなたは私を花園で見つけた時にも、私がすぐにウォーリック王国の第一王女、リリー・スペンサーであると気が付いたようだったから……」

　リリーは一度、死んだはずの人間。

　それなのにリアムがすぐにリリーがウォーリックの王女であるリリー・スペンサーだと気が付いたのは、やはりふたりが過去にどこかで会ったことがあるからなのだ。

「やはり……俺のことは、覚えてはいないのか」

「え……？」

「それとも、気が付いていないだけか……」

　リリーの問いに対してリアムは自問自答すると、切なげに眉根を寄せた。

　どうして今、彼がそんな顔をするのか。リアムを覚えていないリリーには、まるで見当もつかない。

「いや……。そうか、そうだよな。確かにあの時は、俺も……」

　歯切れの悪いリアムを、リリーはただ静かに見つめ続けた。

　今、リアムはなにかを迷っているように見える。

　彼がなにに迷っているのかは、当然リリーに察せるはずもなく、困惑は募る一方だった。

「俺とリリーが出会ったのは、約三年前――」

　と、その時。コンコン、という扉をノックする音が、部屋の中に響いた。

　弾かれたように顔を上げたふたりは、音のした方へとほぼ同時に目を向ける。

「失礼いたします、リアム様。ローガンでございます」

「……ローガンか。どうした」

「申し訳ありません。オリビア様がお目覚めになられ、リリー様のことを探して泣いておられるとソフィア様から頼まれまして、ご相談に参りました」

　部屋を訪ねてきたのは使用人頭のローガンだった。

　ローガンの言葉に、ハッと我に返ったリリーは、リアムから慌てて一歩距離を取ると自身の腕で自身の身体を抱きしめた。

「ご、ごめんなさい、私……」

　突然離れたリリーに、リアムは一瞬目を見開いた後、切なげに眉を下げた。

　しかし、すぐに顔を上げると小さく息を吐き、改めてローガンへと返事をする。

「わかった。すぐにリリーをオリビアのもとへと連れて行ってくれ」

「え……？」

「今日はふたり共、そのままゆっくり眠るといい」

　リアムは足元に落ちていたショールを拾ってリリーの肩にかけ直すと、とても穏やかな笑みを浮かべた。

「オリビアも、いつもと違うベッドで目を覚ましたら、隣に母であるきみがいなくて驚いたんだろう。きみも疲れているだろうに、夜更けに呼び出してすまなかった。今すぐオリビアのもとへと行ってくれ」

　リアムはリリーを本当に解放してくれるらしい。

　ここへ来る前は、てっきり〝男女のそういうこと〟をさせるために呼び出したのだと警戒していたリリーは拍子抜けした。

（彼は冷酷無比といわれる聖騎士団の騎士団長のはずなのに、どうして？）

　もう、わからないことだらけだ。

　そもそも数々の疑問を晴らすためにも勇気を持ってここへと来たというのに、余計に疑問が増えてしまったような気がする。

「あ、あなたは、私たちをどうするつもりなの？」

　胸に蔓延はびこる不安をリアムにぶつけたリリーは、手渡されたショールを胸の前でギュッと握りしめた。

「俺はきみを、どうするつもりなのかって？　……そうだな。俺はリリーを、自分の妻にするつもりだ」

「……え？」

「だから、ここへきみたちを連れてきた。言っただろう？　もう二度と、逃がすつもりはない、と」

　そう言うとリアムは口角を上げて笑ってみせる。

　そうしてそのまま歩を進めて部屋の扉を開けると、リリーを本当にオリビアのもとへと帰してくれた。

　部屋に戻るまでの間も、部屋に戻ってからもリリーの頭の中にはいくつもの疑問が渦巻いたままだ。

（私を、自分の妻にするつもりですって？　本気で言っているの？　それともやっぱり、すべては私を欺くための嘘と、政治的な策略なの？）

　考えなければならないことは尽きなかった。

　けれどその日、リアムの言葉の通り心身ともに疲れていたリリーはオリビアを寝かしつけながら、いつの間にか眠ってしまっていた。




「きゃあ！　うさたん！　かぁわいい！」

「ん……っ」

　そして翌朝、リリーはオリビアのハシャギ声を聞いて目を覚ました。

　ゆっくりと身体を起こせばいつ届けられたのか、サイドテーブルの上には白いうさぎのぬいぐるみが置かれていて、オリビアはそれを見つけて騒いでいたようだ。

「これは……」

　間違いなく、昨夜、リアムの部屋で見たものだ。オリビアには渡せないとリリーが断りを入れたはずなのに、いつの間に届けられたのだろう。

「これは今朝方、部屋を訪ねてこられたローガン様が持ってきたのですよ」

「ローガンさんが？」

「ええ。送り主の名は教えられないと言っていましたが……」

　ソフィアは心底不思議だといった様子で、白いうさぎのぬいぐるみと――その横に置かれた綺麗なリボンのついた箱を見つめた。

「開けてみましょう」

「はい、わかりました」

　結局、不本意ではあるが、一度オリビアの目に入ってしまった以上、ぬいぐるみはオリビアの手の中だ。

　今さら取り上げても、オリビアを悲しませるだけだろう。

　そしてもうひとつ、一緒に置かれていた箱の中身を確認したリリーとソフィアは、目を見合わせた後で固まった。

「これは……イヤリング？」

　ぬいぐるみと一緒に届けられた小さな箱の中身は、オリーブ色の美しいペリドットの宝石がついたイヤリングだった。

（まさか、これもリアムが――？）

　まるで、あの晩に見た隻眼の衛兵の瞳のように美しい、ペリドットのイヤリング。

　リリーは昨夜のリアムの言葉と鼓動の音を思い出して、また大きく胸を高鳴らせた。










小さなお姫様のかくれんぼ




「それは……とても不思議なお話ですね」

　リリーがリアムの部屋で話した内容を報告すると、ソフィアは難しい顔をして首をひねった。

　ソフィアはリリーに『夢でも見たのではないか』と尋ねるほど驚いていたが、実際リリーもリアムとのことは、心身ともに疲れ果てていた自分が見た夢なのでは？と未だに信じられない気持ちでいる。

「おかーたま！　みてー！」

　けれど今、笑顔で庭を駆けるオリビアが抱えているうさぎのぬいぐるみは、間違いなくリアムが買ってきたものだ。

　それは一連の出来事が夢ではないことを示唆していて、リリーの抱いた疑問の色を濃くしていた。

「冷酷無比といわれる騎士団長が、うさぎのぬいぐるみを買ってくるなど……」

　考えられない。ソフィアの言う通りだ。

　そして、うさぎのぬいぐるみと一緒に届けられたペリドットのイヤリングも、リアムがリリーへの贈り物として買ってきたとは、にわかに信じられなかった。

「ぬいぐるみのことも、イヤリングのことも、私を妻にするという話も……。リアムにもう一度本気なのか尋ねたいけれど、彼はもう三日もここに帰ってきていないものね」

　ふぅ、と息をついたリリーは、今朝の朝食時にローガンから手渡された赤い薔薇のことを思い出した。

　リアムはラフバラ聖騎士団の騎士団長。

　とても忙しい身で、現在は任務のために数日、邸を空けているらしい。

　けれど、そんなリアムからは毎朝必ず、騎士団の隊員によって二種類の花が届けられているのだ。

『リアム様から、リリー様にはこちらの赤い薔薇を。オリビア様には、かわいらしいピンク色のガーベラが届いております』

　届けられた花はローガンが受け取り、朝食時に必ず食卓に飾られた。

　初日に説明をされた時には大層驚いたが、それから三日目を迎えた今朝も、同じように二種類の花が届けられていた。

「本当に……リアムがなにを考えているのか、私にはさっぱりわからないわ」

　ぽつりと呟いたリリーは、手入れの行き届いた美しい庭で蝶を追いかけている娘のオリビアへと目を向けた。

　リリーたちがラフバラに連れてこられて、早三日。

　三人は相変わらず丁重に扱われ、人質とは思えないほど、なに不自由ない暮らしをしていた。

　オリビアも、毎朝食卓に飾られる花を見ては嬉しそうにしている。

　うさぎのぬいぐるみは貰った日から肌身離さず、どこへ行くにも一緒だ。

「ウォーリックの花園の家にいた頃よりも、暮らしは格段にいいものになっているし、オリビアも今のところ、ここでの生活にストレスは感じていないようだわ」

　言いながらリリーは、改めて立派な邸を振り返った。

　何度見ても瀟しょう洒しゃな邸宅だ。二階には大きなバルコニーのついた部屋があり、そこは初日にリリーがリアムと話した部屋だと、昨日ローガンが教えてくれた。

「それに、ここに仕えている人たちは、使用人頭のローガンをはじめとして、皆優しく穏やかな人間ばかりだわ」

「ええ……。私たちに害をなすようなものは誰ひとりとしていないようにも思えます。皆様とても勤勉で、主であるリアム様を尊敬しておられるご様子でした」

　小さく溜め息をついたソフィアは、ここ数日で使用人たちから、リアムや邸のことについて話を聞いていた。

　この邸に勤めている使用人はローガンを含めて全部で四人。話を聞けば使用人頭のローガンだけが邸内に住み、他は日替わりで邸にやってくるということだ。

　この邸で働いているものは皆、年齢も五十を超えているらしいので、それぞれの負担を減らすために交代制をとっているということだ。

　ソフィアも言った通り、全員が全員、皆一様に穏やかで心優しいものばかりだった。

　そして結果として、ここで働くものは誰ひとり、リアムのことを悪く言うものはおらず、皆、主であるリアムを心から尊敬しているようだった。

　当然、主のことを悪く言うものなどいないと言われたらそれまでだが、嘘をついているかいないかの区別くらいは雰囲気で察することができる。

　きっと、彼らは嘘をついていない。そんな彼らの話を聞いたおかげか、ソフィアも初めてここへ来た時に比べると、随分と警戒心も薄れていた。

「ここは、とても素敵なお邸ね」

　再び小さく息を吐いたリリーは、長い睫毛を静かに伏せた。

　ウォーリックの王宮にいた頃は、リリーの父が戦好きの王であったために、王宮内はいつもどこか緊張感が漂い、従者たちの雰囲気もピリピリしていた。

　しかし、この邸にはそういった嫌な緊張感はなく、穏やかな時間が静かに流れているように感じる。

　ここ数年、王宮の敷地内の外れにある花園から出ることはできずに、毎日同じ景色ばかりをオリビアとふたりで眺めていたリリーにとってもこの場所は新鮮だった。

　もちろん花園での生活はリリー自身が望んだことで、大きな不満があったわけではない。

　けれど段々とオリビアが成長し、行動範囲が広がっていく中で、この先はどうなるのだろうかという漠然とした不安を抱き始めていたのも事実だった。

「子供ならではの適応力というか……オリビア様もすっかり、ここが気に入っているようですね」

　ソフィアはそう言うと、複雑な心境を表すかのように曖昧な笑みを浮かべた。

　今、リリーたちは広い邸内を、自由に動き回ることを許可されている。

　先ほども庭で遊びたいと言ったオリビアに対して、ローガンは快く了承し、履物を用意してテラスを開放してくれたのだ。

　また、邸内には書庫や応接の間もあり、昨日もオリビアは大きな家の中を冒険することが嬉しくてたまらない様子だった。

「ねぇ、ソフィア……。たとえばの話だけれど、もしもリアムが本当に私を妻とするつもりだとしたら、あなたはどう思う？」

　青い空の下、のびのびと庭を駆けるオリビアを横目に、リリーはソフィアに尋ねた。

　リリーは幽霊姫。世間的には死んだことになっている身だ。

　そんな今の自分にできることは、オリビアを守り、育てることだけだと思っている。

　それは、国王である父がいなくなり、兄のアイザックが対応に追われていることを聞かされた時に、リリーが嫌というほど思い知ったことでもあった。

　幽霊姫であるリリーは無力で、輝かしい未来とは対極の場所にいる。

　けれど、娘のオリビアは違う。

　まだ二歳のオリビアには輝かしい未来を生きてほしいと、リリーはもうずっと前から考えていたのだ。

「もしも私が本当にリアムの妻になれば、オリビアに真っ当な道を歩かせてあげられるんじゃないかしら」

「リリー様……」

「私がウォーリックの幽霊姫ではなく、ここで彼の妻になれば、オリビアは彼の娘ということなる。私のような日陰の身ではなく、オリビアは陽の当たる場所で生きていけるかもしれないのよ。だからウォーリックに戻ってもとの生活を送るよりも、ここで生きていく方が……オリビアにとっては幸せなんじゃないかしら」

　リリーはそう言うと、再び長い睫毛を伏せた。

　娘のために、どうすることが一番いいのか。

　兄のアイザックや、いなくなった父のこと。

　すべてを引っくるめて考えた時に、たった今ソフィアに告げたことが最善なのではないかと、リリーはこの三日、考え続けていた。

「私は、無力よ……。恩のあるお兄様の力にもなれないし、いなくなった父を探しに行くこともできない。それでも、母としての私は、あの子には幸せになってほしいと思うの。オリビアには、陽の当たる場所で生きていってほしいのよ」

　愛しいオリビア。オリビアのためなら自分の女としての幸せどころか、命さえも惜しくはないと、リリーは心の底から思うのだ。

「ねぇ、ソフィア。今の私の考えは、間違っているかしら」

「……いいえ。リリー様の考えるところは、私もよくわかります。私もリリー様と同じく、オリビア様には陽の当たる場所を歩いてほしいと願う人間のひとりですから」

「だったら、やっぱり……」

「ええ。ですが私は、リリー様にも幸せになってほしいのです」

「え……」

「それに、やはり私はまだあの男を……リアム様を、完全に信用することができません。なぜならあの方は、冷酷無比といわれる騎士団長に違いないのです。オリビア様を想うリリー様の母心を利用して、結局はリリー様を意のままにし、政治的に利用しようとしているのではと、どうしても勘ぐってしまうのです」

　ソフィアの言葉を聞いたリリーは、思わず足元へと視線を落とした。

　ソフィアの言うことはもっともだ。やはり、たった三日で、大きく気持ちが変わることなど有り得ない。

　実際、リリーもリアムを完全に信用しているのかと問われたら、答えはノーに違いなかった。

　リアムの真意は掴めないまま。だけど、もしも彼が自分を利用しようとしているのなら、自分も彼を利用して、オリビアにとってよい未来を選択したいとリリーは打算的に考えてしまったのだ。

　オリビアのためならば、リアムの妻になることも厭いとわない。

　ふたりの間に愛などなくてもいいではないか。オリビアさえ笑顔でいてくれたら、リアムの妻になるのも必要な選択だとリリーは思っていただけだった。

「私は、卑怯な人間ね」

　苦笑いをこぼしたリリーに、ソフィアは「そんなことはありません」と言って眉を下げる。

　リリーの胸はチクチクと針で刺されたように痛んでいた。

（あの時リアムは、まるで私を愛しているようなことを言っていたけど……。結局なにひとつ、彼を信用してもいいという証拠はないのよね）

　心の中で唱えながら、リリーは首を左右に小さく振った。

　このままでは正しい道など選べそうにない。

　やはりリアムとは、もう一度きちんと向き合って話をしなければいけないだろう。

「――あら。オリビア様は、どちらに行かれたのでしょうか」

「え？」

　その時だ。不意に声をあげたソフィアに反応し、リリーは俯いていた顔を上げた。

「今しがたまで、そこで蝶を追いかけておられたのに……」

　キョロキョロと辺りを見回すソフィアに倣ならって、リリーも慌てて周囲を見渡す。

「オリビア!?　どこにいるの!?」

　つい、今の今まで庭で蝶を追いかけていたはずのオリビアの姿が見当たらない。

　目を離したのは、ソフィアと話していたほんのわずかな間だけ。

　だが、その間にオリビアは追いかけていた蝶と一緒に、忽然と姿を消してしまった。

「も、申し訳ありません、リリー様！　私が目を離してしまって！」

「いいえ、それを言うなら私もよ……！　オリビア、お願い！　どこにいるの!?　返事をして！」

　狼狽えたリリーは慌てて庭に降りると、オリビアを必死に探した。

　その声を聞きつけ、使用人頭のローガンも何事かと驚いた様子で庭へとやってきた。

「ど、どうされましたか!?」

「オリビアがいなくなったの！　もしかしたら、邸外へと出てしまったのかもしれないわ！」

　リリーの言葉に、ローガンの顔が青ざめる。

「い、いいえ、リリー様。それはないはずです。なぜならこの邸の周辺は、聖騎士団の精鋭たちが常に見廻っているのです」

「え……？」

　と、ふたりを落ち着かせるように、ローガンが小さく息を吐いてから言葉を続けた。

「リリー様たちがこの邸に来られてからというもの、彼らは昼夜問わず、邸から少し離れたところで見廻りをしているのです。そのものたちはリアム様から、この邸にはネズミ一匹の侵入も許さぬという命を受けております。ですから、オリビア様が邸から出てきたら、彼らがいの一番に気付き、知らせてくれるはずです」

　ローガンの話を聞いたリリーは、我が耳を疑った。

　この邸を、騎士団の隊員が見廻っているというのは初耳だったのだ。

　だが、改めて考えるとリリーたちを人質とするなら、当然の措置には違いない。

「……そうだったの。では、やはりリアムは、私たちを人質にするためにここへ連れてきたのね」

　ふっと、リリーの肩から力が抜ける。

　ほんの少しでも、リアムが本当に自分を愛していて、妻にしようとしているのでは……などと考えたことが、馬鹿らしくて嘲笑せずにはいられなかった。

「当然よね。こんな私でも、わずかでも利用価値があれば逃がすのは惜しいもの」

「い、いえ……っ。リアム様は決して、そのようなおつもりではなく、ただリリー様とオリビア様を――」

「ローガン様！　たった今、リアム様がお戻りになられました！」

　その時、使用人のひとりがリアムの帰宅を知らせるためにやってきた。

　オリビアを探すことに集中するあまり、主人の帰宅に気付かなかった面々は反射的に振り向いて声のした方へと目を向ける。

「リアムが……？」

「リリー！　オリビアがいなくなったというのは本当か!?」

　と、ほどなくして現れたのは騎士団の黒い軍服をまとったリアムだった。

　リアムは本当にたった今帰ってきたばかりなのかコートすら脱いでいない状態で、前髪もわずかに乱れてしまっている。

「オリビアがいなくなったのはいつだ！　まさか、随分時間が経っているのか!?」

　呼吸も乱れている。

　帰宅して使用人からオリビアがいなくなったことを聞かされ、ここまで走ってきたということがよくわかって、リリーは思わず胸の前で握りしめた手に力を込めた。

「ま、まだいなくなってからは、少ししか経っていないわ。でも……蝶を追いかけていたから、もしかしたら、つられて外に出てしまったのではないかと思ったのだけれど、外には騎士団の隊員たちがいるから、それはないだろうという話を今、聞いたところで……」

　どうしてか、リリーはリアムの焦った様子を見たら、胸の奥が苦しくなった。

　たった今、リアムは自分を利用するために邸に閉じ込めているのだとリリーは考えたばかりなのに、またくだらない期待を抱きそうになっている自分の浅はかさが嫌になる。

「チッ！　おい、ローガン。今日の見廻りの責任者は、ダスターだったな？」

　けれどリリーの複雑な胸のうちとは裏腹に、眉根を寄せて小さく舌を打ったリアムは、ローガンを呼びつけた。

「は、はいっ。ダスター様で間違いありません！」

「それなら、今すぐ外にいるダスターに伝えろ。これから邸周辺を捜索し、オリビアが見つからなければ、お前ら全員の首が飛ぶことと思えと忠告を添えてな！」

　リアムに凄まれたローガンは、慌てて頭を下げるとすぐにその場を立ち去った。

　そんなリアムをリリーは半ば呆然としながら見つめていたが、灰色の瞳が再度自分へ向けられたことに気付くと、ハッとして大きな目を瞬かせた。

「ご、ごめんなさい、私がオリビアから目を離してしまったせいで、ご迷惑を……」

「……迷惑などではない。大丈夫だ、オリビアは必ず見つける。約束しよう」

「で、ですが、どうやって――？」

　思わず口を挟んだのはソフィアだ。

　リアムは自分とリリーの間に割って入ってきたソフィアには温度のない目を向けると、低く唸るような声で彼女の質問に答えた。

「どのような手を使ってでも見つける。それが俺のやり方だ」

　ゾクリと肌が粟立つほどの冷たい目だった。

　それなのに身体の芯が震えるような、香り立つ色気もまとっていてリリーとソフィアはリアムから目が離せなくなった。

「そもそも、オリビアはまだ二歳。どこかへ行くにしても、そう遠くへは行けないだろう」

「で、でも、人攫いだったら……っ」

「それはない。外にいる連中……特に、今日の見廻りの責任者は、俺が信頼を置いているひとりだからな」

　その男が先ほどリアムが口走った【ダスター】なのだろう。

　聖騎士団の騎士団長を務めるリアムが絶対的自信を持って宣言するほど、優秀な男というわけだ。

「外は、ダスターに任せる。俺たちは、邸内をくまなく探してみよう」

　リリーにかけられた声は、たった今、ソフィアへ向けられたものとはまるで違う穏やかなものだった。

　ハッと我に返ったリリーが不安げに瞳を揺らせば、リアムはそっと右目を細めた。

「大丈夫だ。この邸は、複雑な造りはしていない。それに俺も小さい頃は、ここでかくれんぼをしたものだ。オリビアは、すぐ見つかるさ」

　そう言うとリアムはリリーの髪に触れようと手を伸ばした。

　けれど、既すんでのところでその手を止めると、なにかをこらえるようにギュッと拳を握って、伸ばしかけた手をおろしてしまう。

「……っ、すまない」

　黒い革手袋をしているリアムは、一瞬視線を彷徨わせてから、そのままリリーに背を向けた。

「さぁ、行こう」

　結局、それ以上、リアムがリリーに触れることはなかった。

　リリーもリアムの表情が切なげに歪められたことに気付いていたが、今はいなくなったオリビアを想うことで精いっぱいだった。
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「どうやら、蝶を追いかけている途中で疲れて、眠ってしまったようで。見た限り、怪我のひとつもしておりません」

　リリーたちの心配をよそに、ほどなくしてオリビアは見つかった。

　うさぎのぬいぐるみを抱きしめて眠るオリビアを抱えて現れたのは、リアムと同じ聖騎士団の軍服をまとった、ダスターだった。

「本当に、ありがとう。あなたには、どれだけ感謝の気持ちを伝えても足りないわ」

　リリーがそう言ってほほ笑めば、ダスターは照れくさそうに頬をかいて、はにかむ。

「いえいえ、とにかく無事に見つかってよかったです。危うく俺のクビが飛ぶところでしたから」

　冗談交じりに言ったダスターは白い歯が眩しい、爽やかな笑顔が印象的な男だった。

　屈強な身体つきと強きょう靭じんな肉体はいかにも騎士団の隊員らしく、リアムが信頼を寄せているだけの風格を持っている。

「そういえば……あなた、初めてここへ私たちを連れてきてくださった時にいた、騎士団の隊員さんよね？」

　大人たちを心配させたオリビアは、先ほどソフィアが部屋へと連れて行って寝かせているところだ。

　テラスには今、ダスターとリリーしかおらず、改めて彼と対峙したリリーはここへ来た日のことを思い出した。

「へへっ、バレちゃいましたか。って、別にバレちゃいけないようなことでもないんですが」

　また頬をかいたダスターは、リリーに「あ、俺のことはダスターと気軽に呼び捨ててくださいね」と、言い添える。

「あの時はご挨拶もろくにせず、すぐに立ち去ってしまって申し訳ありませんでした。今さらの言い訳ですが、あの日はまだ任務も残っていましたし、なにより極力、リリー様とは話すな、触れるな、近寄るなって、リアム様からそれはもう厳しく言われていたもんで」

「……リアムが？」

　ダスターの口から飛び出したリアムの名前に、リリーは訝いぶかしげに眉根を寄せた。

　リアムはオリビアが見つかった報告を受けてすぐ、急ぎの用事があるとかでラフバラの王都へ行ってしまって、今は邸にはいないのだ。

（ついさっき帰ってきたばかりなのにまた王都へ行くなんて、いったいなんのために邸に帰ってきたのかわからないわよね……）

　リリーは首をひねったが、リアムに理由を聞く間もなかったのですぐに考えることを諦めた。

「今だって、こうしてリリー様とふたりで話し込んでるところをリアム様に見られたら、罰として腕立て五百回とか言われそうで、内心ヒヤヒヤしてますよ」

　言葉のわりに、ダスターの顔に焦りの色はない。

　むしろ、ダスターはいたずらっ子のような笑みを浮かべて人差し指を唇に添えている。

「リアム様を怒らせた罰に腕立て五百回って、騎士団のあるあるなんですよ」

　へへっと快活な笑顔を見せるダスターは、リアムとそう年は変わらないように見えるが、とても表情豊かな男だった。

　厳格な騎士団の隊員というわりには人懐っこく、裏表のなさそうな様子が好印象を与え、自然とリリーの警戒心も解けていく。

「ふふっ。ダスターは、とてもおもしろい人ね」

「そうっすか？　でも、よく言われます！」

「リアムも……あなたくらい愛想があって、わかりやすければ助かるのに」

「へ？」

　リリーの言葉に、ダスターは動きを止めて目を丸くした。

「私は……あの人が、どうしてここへ私たちを連れてきたのかも、さっぱりわからないままなの。私たちを、いったいどうするつもりなのか……あの人の考えていることは、理解できないことだらけよ」

　そう言うとリリーは、困ったような笑みを浮かべた。

　そんなリリーを前にダスターは一瞬キョトンとした後で、すぐに我に返ると頭がもげるのではないかという勢いで、ブンブンと首を左右に振った。

「た、確かにリアム様はいつも仏頂面ですけど……！　って、いけね。え、えっと。わかりにくい面のあるお方ですが！　でも、ここ数日はめちゃくちゃわかりやすくて、事情を知らない騎士団の隊員たちは、なにがあったのかとソワソワしているくらいなんですよ！」

「え……？」

「もうね、いつも冷静沈着なリアム様が、リリー様とオリビア様のことになると平常心ではいられないってことです！　って、こんなことバラしたら怒られそうだけど、とにかくあんなふうに頭を悩ませているリアム様は、俺たちもこれまで一度も見たことないんですよ！」

　ダスターのその言葉を聞いたリリーは、言葉を失くして石像のように固まった。

（リアムが、私とオリビアのことになると平常心ではいられない？）

　リリーからすればむしろ、人質として利用するために、常に冷静な対処をしているように見えていた。

「そもそも、ここにリリー様たちを連れてきたのも、リリー様たちを大事に思うからこそだと思います！」

「私たちを、大事に？」

「はい。リアム様はこことは別に、王都に別宅を持っているのですが、幼少期にお母上と過ごしたこの邸は、リアム様にとって特別な場所であることに間違いないんです」

　ダスターの言葉に、リリーはオリビアを探す時にリアムの口から聞かされた話を思い出した。

『俺も小さい頃は、ここでかくれんぼをした』

　あの言葉は本当だったのだ。

　リリーを落ち着かせるための、体のいい嘘などではなく、リアム自身の話だったということだ。

「リアム様は体裁を繕うためと、任務のために王都に別宅を持ってはいますが、本宅はこちらの邸だと我々騎士団は認識しています。それは、ゆっくりとお身体を休めたい時には必ず、こちらの邸で寝泊まりをしていらっしゃるからなんですよ」

「そうだったの……」

「はい。それに、この邸にリリー様がおられることは、騎士団の一部のものたちしか知らされておりません。それは、ウォーリックの姫君であられるリリー様を守るためだと、我々はリアム様から説明を受け、きちんと心得ているんです」

　驚くことばかりのリリーは、難しい顔をして押し黙った。

「今はウォーリックのことや、グラスゴーの件で任務が忙しく、リアム様は別宅で寝泊まりをされていますが……。先ほども任務の合間を縫って、ひと目だけでもリリー様たちを見るために、ここへ戻ってこられたところだったんですよ」

「え……？」

　ダスターから知らされた思いもよらない話に、リリーは再び目を見張った。

　今の話が本当だとするのなら、リアムがここに戻ってきた理由は、ただ、リリーたちの顔を見にきただけということになる。

　けれどタイミング悪くオリビアが行方不明となり、オリビア捜索という任務をここでもすることになった。

　結果としてリアムは、ひと息つく間もなく王都へと戻っていったというわけだ。

「毎日お届けしている花も、リアム様が毎日任務の合間を縫い、わざわざ花屋に足を運んで、ご自分で選んでいるものなんですよ」

「リアムがあの花を……？」

「はい。もうね、その、花を真剣に選んでいる様子が、我々からするとなんともほほ笑ましくって。リアム様はこれまで女性側からどれだけ言い寄られても、国を守ることが自分の一番の務めとして、目もくれなかったのに……。だからこそ今、我々は尊敬するリアム様に、毎日花を贈りたいと思えるほど大切な方が現れたことが、嬉しくてたまらないんですよ」

　感慨深そうに言うダスターを前に、リリーは思いついたことをそのまま口に出して尋ねた。

「で、でも、リアムは冷酷無比といわれるラフバラ聖騎士団の騎士団長でしょう？　それなのに今の話を聞く限りでは、まるで別人みたいだわ。なにより彼は、あなたをはじめとした皆さんに、どうしてそんなに慕われているの？」

　リリーの問いに、ダスターは一瞬困ったように笑ってからまた頬をかいた。

「確かにリアム様は、いつでも最前線に立ち、自身の手を汚す覚悟で任務を遂行するお方です。けれどそれはすべて、ラフバラの民を守るため。兄である国王陛下を守るためなんですよ。誰かがやらなければならないことを、リアム様はその身を犠牲にしてでも行っているだけなんです」

　ダスターの言いたいことは、誰も好き好んで『冷酷無比』になどならないということだ。

「ま、待って。兄である、国王陛下って……」

「ええ。リアム様は、本当はラフバラの第三王子……現国王陛下の腹違いの弟殿なんですよ。でも、リアム様の母君は、もともと王宮に仕えていた使用人で。だからリアム様が幼い頃には王宮にも上がれず幽霊のように扱われ、ここで静かに過ごしておられたと聞いています」

「幽霊……」

「結局、母君が亡くなられたと同時に、王宮に出入りすることを許されたようですけどね。でも、王宮入りしてからも、使用人の息子であるリアム様に向けられる目は厳しくて……。リアム様は〝自分は王位には興味がない〟ということを示すためにも若くして騎士団に志願し、功績を上げて国王陛下の信頼を得て、現在は騎士団長の地位まで上り詰めたというわけです」

　思いもよらない話を聞かされたリリーは、今度こそ言葉を失くして固まった。

　まさか、リアムが騎士団長でありながら、ラフバラの第三王子だったなどとは知らなかったのだ。

（ラフバラには現国王陛下と、第二王子であられる弟殿がいるのみだと聞いていたのに……）

　つまり、リアムもリリーと同じ【幽霊】だったというわけだ。

　その事実になによりも驚いたリリーは、自身の胸に手を当てて息を吐いた。

　今、リリーが知っているリアムは、騎士団長として堂々と立つ彼の姿だけなのだ。

　けれど、現在の地位につくまで、リアムはどれだけ苦にが水みずを飲んできたのだろう。

　彼が歩んできた道程を知り、やり切れない気持ちになったリリーはギュッと下唇を噛みしめた。

「それと、どうしてリアム様が慕われているのかってことですが、リアム様は俺みたいな孤児院出身のものも差別せず、常に平等に評価し、接してくれるお方でもあるからなんだと思いますよ」

「え……？」

【孤児院】という言葉に反応したリリーは、弾かれたように顔を上げた。

　するとダスターは一瞬眉尻を下げてから、曖昧な笑みを浮かべた。

「俺、ラフバラの孤児院で育ったんですよ。小さい頃に両親を戦争で亡くして……。だからよく品のないしゃべり方だって怒られるんですけど、リリー様のことも不快な気持ちにさせていたら申し訳ないです」

　また頬をかいたダスターは、そう言うとぺこりと小さく頭を下げた。

　今、リリーの脳裏をよぎっているのは、ウォーリックの孤児院にいたロニーをはじめとする子供たちのことだ。

　兄のアイザックによれば、子供たちはリリーの悲報を聞き大層嘆いていたということだったが、彼らは今も元気に過ごせているのだろうか。

「リアム様は、自身が子供の頃から不遇な目に遭ってきたこともあって、もうずっと前から、自分のように辛い思いをする子供がいなくなる世の中をつくりたいと考えておられるんですよ」

『いつか……世界中の子供たちが安心して眠れる夜がくるように、俺も毎日願っている』

　その時ふと、リリーにはある男の言葉が聞こえた気がした。

　それはあの晩、リリーを抱いた隻眼の衛兵が口にした言葉だ。

　オリビアの父でもある、オリーブ色の瞳をした彼は今、どこでなにをしているのだろう。

「って、自分の身の上のことまでペラペラと話してしまって、すみません！　今聞いたことはどうか、俺から聞いたってことはリアム様には内緒にしておいてもらえると嬉しいです」

　頬をかくのはダスターの癖なのだろう。

　リリーはそんな彼を真っすぐに見上げると、「わかったわ」と頷いた。

「ダスター、あなたと話せてよかった。リアムのこと……色々と教えてくれて、ありがとう」

「へへっ、いえいえ。お役に立てたのなら、なによりです！」

　照れたような笑みを見せるダスターは、やはり好感が持てる男だった。

「あとオリビアのことも、見つけてくれて本当にありがとう。それにしても、どうしてオリビアを見つけることができたの？」

　なにげなくリリーが尋ねると、ダスターは一瞬視線を彷徨わせてから、今度は思い切ったように口を開いた。

「実は……これも、リアム様からリリー様には秘密にしておくようにと言われてたんですが」

「え？」

「邸の裏に、食糧庫がありましてね。そこは、とても涼しくて、隠れるには持ってこいの場所なんですよ。だから、リアム様がオリビア様はそこにいるんじゃないか、確認しろって、こちらにも知らせてくれて」

「リアムが……？」

　ということはつまり、オリビアはほとんどリアムが見つけたようなものなのだ。

（けれどなぜ、リアムは目星のついていたそこに、自分で探しに行かなかったの？）

　リリーの疑問は顔に出ていたのだろう。

　ダスターは切なげに眉尻を下げてから、意を決したように言葉を続けた。

「〝邸内にいないのであれば、十中八九、そこにいる可能性が高い。だが、オリビアを見つけたとしても、俺はあの子に触れることはできないから代わりにお前が行ってくれ〟って、リアム様には言われました」

　ダスターの返事に、リリーは衝撃を覚えて息の仕方を忘れた。

　リアムはリリーが言った『オリビアには触れてほしくない』という言葉を忠実に守ろうとしていたのだ。

（私が、あなたの手は血濡れていると言ったから……）

　リリーはダスターに、『自分はオリビアには触れられない』と言った時のリアムの表情を思い浮かべた。

　さらに重ねて思い出すのは、オリビアの捜索に出る前に、リリーに触れようとして既のところで降ろされた、黒い皮手袋を着けたリアムの手だ。

　リアムはあの時も、そしてオリビアをダスターに託した時も、どんな気持ちだったのだろう。

　想像したらリリーは何故か、たまらない気持ちになった。

「ほら、リアム様はリリー様たちと邸内を探していたでしょう？　で、オリビア様の姿は外では見つけられないっていうことを報告しに行った時に、リアム様に言われたんですよ」

「そうだったの……。あの……それでその時、リアムはどんな表か情おを――」

　言いかけて、リリーは口を噤んだ。

　答えを聞いてしまったら、自分の中のリアムに対する感情が大きく変わってしまうような気がしたのだ。

「いいえ、なんでもないわ。いろいろ、教えてくださって、ありがとう」

「え……？　あ……はい。今日は長いこと話し込んでしまって、すみませんでした。俺はこれから別の隊員と交代して王都に戻りますが、何事もなければ、明後日の夜にはリアム様もこちらに戻られるはずだと思います」

　そう言うとダスターは、リリーに深く頭を下げてから邸をあとにした。

　温かい風がリリーのドレスの裾を優しく撫でる。

　ダスターから聞かされた話は、どれもリリーの心を大きく揺り動かした。

　ざわざわと、木々がざわめいている。

　リリーはテラスに立ち竦んだままで自身の胸に手を当てると、しばらくその場から動けなかった。










絡まる糸がほどけた夜




「ただ今、リアム様がお戻りになられました」

　庭木を濡らしていた春の雨が止んだ夜、ローガンがリリーを呼びにやってきた。

　それはリリーが、『リアムが帰ってきたらすぐに知らせてほしい』とローガンに頼んでいたためだ。

　知らせを聞いたリリーはすでに眠っていたオリビアをソフィアに任せると、邸の二階にあるリアムの部屋へとひとりで向かった。

（結局、あれから随分と日にちが経ってしまったわ）

　オリビアが庭で行方不明になり、ダスターからリアムの話を聞いた日から、今日で四日が過ぎたところだ。

　あの時ダスターは『リアムは明後日の夜には邸に戻る』と言っていたが、結局今日までリアムが邸に帰ってくることは一度もなかった。

「失礼いたします、リリーです。夜分遅くに申し訳ありません」

　リアムの部屋の扉の前に立ち、リリーが中に声をかけるとすぐに、「入れ」という低い声が返ってきた。

「……どうした。こんな夜更けに、きみが俺の呼び出しでもなく部屋を訪ねてくるとは、なにか急ぎの用事でもあったのか？」

　ひとりで訪ねてきたリリーを前に、リアムは驚きを隠せない様子だった。

　ローガンには予めリリーが部屋に向かうことは伝えてもらっていたものの、リリー自らが自分の部屋に来たことが未だに信じられないという顔をしている。

「任務でお疲れのところ、本当にごめんなさい。急ぎの用事……というわけでもないのだけれど、どうしても今晩のうちにあなたと話しておきたいことがあって」

　リリーがそう言って長い睫毛を伏せると、水滴が落ちた後の水面のような沈黙がふたりのことを包み込んだ。

　急ぎの用事でないのなら、明日の朝でもいい。

　けれど、また、いつリアムが任務のために王都に行ってしまうかもわからず、リリーはこの機を逃してはならないと考えていた。

「……先日は、オリビアを探すのに協力してくれて、ありがとう。おかげで無事にオリビアを見つけることができたわ」

　しばしの沈黙を破ったのはリリーだ。

　リリーの言葉を聞いたリアムは、一瞬返事に迷う素振りを見せてから、「ああ」と曖昧な相槌を打った。

「いや……。あの時は任務もあり、すぐに王都に戻ってしまったが……。あの後、オリビアが取り乱すようなことはなかったか？」

　リアムの問いに、リリーは首を横に振る。

「ええ、大丈夫だったわ。もちろん、勝手に私たちから離れてはいけないとオリビアには言い聞かせたけれど、あの子もここの暮らしに慣れてきたみたいで、毎日笑顔で過ごしているから」

　リリーの返事に、リアムはホッとしたように息をついた。

「そうか。それならよかった。だが、もしもなにか不自由に感じることがあればローガンに言うといい。ローガンには、その都度すぐに対応するようにと言ってある」

　そう言うとリアムは、バルコニーに続く窓を閉めるためにリリーに背を向けた。

　任務から帰ってきたばかりのリアムはまだ黒い軍服姿で、着ていたコートを重そうに脱ぎ始める。

「……今は、随分、任務が忙しいの？」

「ああ……。きみに以前話した通り、まだウォーリック国王が行方不明のままでな」

「そう……」

「加えて、懲りずにグラスゴーの兵たちがウォーリック周辺をうろついていたり、ラフバラの王宮内でかけられてしまったアイザック王子への疑いも未だに晴れずにいる」

　コートをバサリとデスクチェアの背にかけたリアムは、窓のガラスに手を添えると、夜空に浮かぶ月を見上げた。

　月明かりを浴びた彼の後ろ姿はしなやかで美しく、まるで高尚な作家が創り上げた芸術品のようにも見える。

　淡く白い光に包まれたリアムの姿に、リリーは時を忘れたように見惚れてしまった。

「……つまり、相変わらずお父様は見つからないままで、お兄様は疑われたままということなのね」

「ああ。だが、アイザック王子を疑っているのも王宮内の一部の人間だけだ。ラフバラ国王は、どちらかというとまだ友好的に構えてくださっていて、王子の疑いを晴らすために、俺も今動いているところだ」

　リリーに背を向けたままで言葉を続けるリアムは、長い睫毛をそっと伏せた。

「アイザック王子はラフバラを裏切らないと、俺は王子の妹であるきみから聞いたからな。だから俺も、リリーのその言葉を信じている」

　迷いのないリアムの言葉に、リリーは思わず息を震わせた。

　リアムは確証もないリリーの言葉を、信じてくれているのだ。

　そしてアイザックを救うために、昼夜を問わず動いてくれている。

　ここ数日、邸に帰ってこられなかったのも、その任務のためであったのだろうということは容易に想像することができた。

「もし……私があなたに、嘘をついていたとしたら？」

「……ふっ、それはないな。あの時の必死なきみを見たら、嘘ではないとわかる。それに、もし仮に、リリーが俺に嘘をついていたとしても、きみの嘘を俺が真実に変えるだけだ。和平のためにもアイザック王子には、ラフバラを裏切らせない。なぜならそれが両国の民を守る術であり、リリーとオリビアを守るための最善でもあるからだ」

　清廉なリアムの言葉を聞いたリリーの目には、自然と温かな涙が滲んだ。

　リリーがリアムの言葉を信じる根拠はないと考えていたのと同じように、リアムがリリーの言葉を信じる根拠もなにもないのだ。

（それなのに彼は……最初から無条件で私を、信じてくれているんだわ）

　もちろん、リリーはリアムに嘘などついてはいないが、確証もない自分の言葉を、彼が真っすぐに信じてくれているという事実に胸が震えた。

「それに、言っただろう。きみの願いは、俺が必ず叶えると」

　続けられたリアムの言葉を聞いたリリーは、思わずその場から駆け出した。

「――っ！」

　そして、リアムの背後からギュッと抱きつき、広い背中に頬を寄せる。

「ごめんなさい、リアム……。本当に、ごめんなさい」

　突然背後から抱きつかれたリアムは身体を硬直させて、なにが起きたのかわからないといった様子だった。

　薄手のナイトドレスをまとうリリーの身体と、リアムの距離はゼロになる。

「リ、リリー？　今すぐ、離れた方がいい。俺はまだ軍服を着たままだから、きみのことまで汚してしまう」

「……っ、あなたは、汚れてなんていないわ！」

「リリー……？」

「ううん、ごめんなさい……。私が……私が、馬鹿だったの。なにも知らずにあなたを傷つけるようなことばかり言って、本当に本当に、ごめんなさい！」

　リリーの声が、涙で濡れた。

　それに気がついたリアムは、自身の身体に回されたリリーの腕を掴もうとして、既のところで手を止める。

「これまで私は、あなたは私を利用することしか考えていないと思っていたわ。あなたに妻にすると言われてからも、すべては私を懐柔させるための嘘だと疑ってばかりいた」

　ラフバラの聖騎士団の騎士団長を務めるリアムは、ウォーリックの王女であるリリーを政治的に利用することしか考えていないと勘ぐっていたのだ。

「でも、事実、あなたは二度もオリビアを助けてくれた。それだけでなく、今、あなたは私たちを人質として監禁するどころか、自分の大事な邸に住まわせ、なに不自由ない暮らしをさせてくれている」

　まだ、ここへ来てたった一週間しか経っていない。

　けれどオリビアは一度も、ウォーリックの花園へ帰ろう、あの場所が恋しいと言って泣いたりはしなかった。

　それは間違いなく、この邸の持つ温かな空気のおかげだろう。

　リアムが用意してくれた環境が、オリビアにも安心感を与えているのだ。

「ローガンにも、とてもよくしていただいているわ。お花も、毎日欠かさず贈ってくれて、ありがとう。オリビアも、あなたから貰ったうさぎのぬいぐるみを毎日大切に抱いて眠っているの。以前、あれらをローガンを通して届けてくれたのは、あなたなんでしょう？」

　リリーの質問に、リアムは頷かなかった。

　けれどオリビアが今大事にしているぬいぐるみは間違いなくリアムが用意したものと同じで、そうなれば必然的に、ペリドットのイヤリングもリアムが用意したものということになる。

　初めはリアムに対して嫌悪を顕あらわにしていたソフィアですら、今はわずかに感謝の想いを抱いているほどなのだ。

　実際、今日、リリーがリアムの部屋を訪ねると言った時にも、彼女は前回のように真っ向から異を唱えたりはしなかった。

　もちろんそれは、先日ダスターから聞いたリアムの話を、リリーがソフィアにも伝えたことが大きいだろう。

　話を聞いたソフィアは難しい顔をしていたが、少なくともリアムに対する印象に大きな変化があったようだった。

「ありがとう、リアム。あの時、私たちを見つけてくれたのがあなたで……本当によかった」

　あの日、戦火の上がる城下町を見ながら、リリーたちは途方に暮れていた。

　いつ、自分やオリビア、そしてソフィアにも命の危険が及ぶのか不安で、その不安を払うためにもエドガーのもとへと単身で向かうしかないと覚悟を決めた直後だった。

「あの時、あなたが現れてくれたから、私たち三人は今、一緒にいられる。改めて、そう考えるとね……不思議と、もう、あなたのことは怖くはないわ」

　リリーのその言葉を聞いたリアムは、背後のリリーを視線で振り返ろうとした。

　と、側面の壁に備え付けられていた鏡に、自身の背に頬を寄せるリリーの姿が映っていることに気が付き、思わずそこで視線を止めた。

「――っ！」

　そして、リアムは、〝あるもの〟を見て息を呑んだ。

　今、リリーは自分が贈ったペリドットのイヤリングを身に着けてくれていたのだ。

　月の光をまとって輝くそれは、彼女の美しいオリーブ色の瞳を彷ほう彿ふつとさせ、可憐に魅せている。

　リリーの瞳の色と同じ、ペリドットの美しいイヤリング。それはあの日、あの場所でリリーに再会し、オリビアを見つけ、彼女たちのためになにかできることはないかと悩んだ末にリアムが用意したものだった。

　けれど肝心のリリーには血濡れた手で……と糾弾され、直接渡すことができなくなったものでもあった。

　リアムは改めて、自身の手のひらをジッと見つめた。

　これまで騎士団長という地位につくため、多くの修羅場をくぐり抜けてきた。

　だからリリーに、『あなたの手は血濡れている』と言われても、まったく反論ができなかった。

　実際、リリーの言う通りだと思ったのだ。

　自分の手は汚れている。だから、リリーにもオリビアにも触れる資格はないと、黒い呪いを受けたように胸に強く刻み込んだ。

「私は、あなたのように自分の手を汚す勇気もないくせに、いつだって綺麗ごとばかりを並べて聖人ぶっていただけよ。本当に卑怯者だったのは、この私だわ。私の方こそ、罪深い人間よ」

「……っ、それは違う！」

　けれど、続けられたリリーの言葉に、リアムは反論を口にすると、とっさに彼女の腕を解いた。

　そして振り返ると改めて、涙を浮かべたリリーと正面から対峙する。

「リアム……？」

「リリー、きみが罪深い人間だなんてことは、絶対に有り得ない。きみは何年も、孤児院の子供たちのために働きかけてきたんだろう？　無情な父に反対されても怯ひるまず、彼らを守るために、軽蔑している男の妻になろうとまでしていた」

「え……どうして、孤児院のことをあなたが知っているの？」

　告げられたリアムの言葉に、リリーは涙で濡れた目をハッと見開いて固まった。

（どうして、リアムがそのことを知っているの？）

　リリーの問いに、リアムは一瞬、『しまった』という顔をしてから、リリーのオリーブ色に輝く瞳から視線を逸らすと言葉を続けた。

「き、きみの侍女に聞いたんだ」

「ソフィアから……？」

　いつの間に、ソフィアと話をしたのだろう。

　けれどソフィアから聞いたのなら納得だと、リリーはそれ以上、その疑問に触れることはなかった。

「だから、きみは……リリーは、卑怯者なんかじゃない。本当に批判されるべきは、自らは高い位置に置かれた椅子に座り、苦しい思いをしている人々の声に耳も貸さずに自らの欲求を満たすことだけを考えている、欲深き人間たちだ」

　苦々しい口調で言ったリアムに、リリーはバツが悪いといった顔で睫毛を伏せた。

「それはまるで、お父様のことね……」

　胸に手を添えたリリーは、震える息を静かに吐き出す。

　思い出すのは父であるウォーリック国王のことだ。

　昔から民への慈悲もなく、自らの権力を振りかざして大国にのし上がろうと躍起になってばかりの人だった。

「お父様は昔から、ウォーリックの民のことだけでなく、娘である私のことすら顧みない人だったわ。私はお父様の娘である以前に、利用価値のある物としか考えられていなかった。肉親にすら、そのような考え方をしている人だもの。民への慈悲など、持ち合わせていなくて当然よね」

　そんな父をリリーは、いつの間にか尊敬できなくなっていた。

　早くに亡くなったリリーの母も、自分が亡き後の子供たちやウォーリックのことを考え、最期まで心を痛めていたほどだ。

「そして、私が嫁ぐはずだったグラスゴー王国のエドガーも、父と同じ部類の人よ。ふたりは、とてもよく似ている。己の欲望のためなら、どれだけの尊い命が犠牲になろうと構わない。人の上に立つには、あまりに浅はかで幼い考え方しかできない人たちよ」

　唇を噛みしめたリリーは、お腹の前で強く拳を握りしめた。

　いなくなった父を心配する気持ちもあるが、こんな時にまで兄のアイザックの足を引っ張り、平和を脅かす父の存在を、情けなく思ってしまう自分がいるのだ。

「でも……あなたは、リアムはそんな父やエドガーとは違うと、私はようやく気が付いたの」

　ゆっくりと顔を上げたリリーは拳を解くと、リアムの左目の眼帯へと手を伸ばした。

「あなたは自らを犠牲にしてでも、世の中を変えようとしている人」

　まるで花に止まる蝶のように優しく眼帯に触れたリリーの目から、涙が一筋、頬を伝ってこぼれ落ちた。

「あなたがしていることは、誰にでもできることではないわ。だからあなたは……決して、汚れてなんていない」

　リアムがしていることは大きな覚悟と信念がなければ、成し遂げることなど到底できないことに違いない。

　リアムは常に最前線に立ち、自らの手と心を痛めながら、困難に立ち向かってきた人なのだ。

　こうなるまでそんなことにも気付けなかった自分を、リリーは心底情けなく思った。

「私は……あなたのことを、信じるわ」

　そう言うとリリーは、眼帯からおろした手でリアムの手に触れた。

（大きくて、温かい手……）

　どこか覚えのあるその手のぬくもりにリリーはまた疑問を覚えたが、それはすぐにリアムによってかき消されてしまった。

「……まさか、本当にこんな日が来るとは思わなかった」

「え……？」

「あの日からずっと、きみは俺の女神だ。リリーの言葉がいつでも俺の道標となり、心を照らしてくれている」

「――っ！」

　言葉と同時に、リリーはリアムに力強く抱きしめられた。

　トクン、トクン、とリリーの鼓膜を揺らすのは、リアムの優しい胸の鼓お動とだ。

「リアム……」

「そして、たった今きみから貰った言葉も生涯、俺の心を曇ることなく照らし続けてくれるだろう」

　耳に触れる鼓動の音にも、リリーは聞き覚えがあるような気がした。

　温かく逞しい腕に抱かれて、リリーの身体も血液が沸騰したように熱くなる。

「すまない……。リリーを前にすると、あふれる想いを抑えきれない」

　熱い吐息と共に吐き出されたリアムの言葉に、リリーの胸は震えた。

　早鐘を打ち始めた心臓は切なくも甘い音を奏で続け、リリーは自分の頬が赤く色付いていくのを感じた。

「あ、あの……もうひとつ、あなたに聞いてもいい？」

「なんだ？」

「私を妻にすると言ってくれた言葉も……本当なの？」

　囁くように口にされたリリーの問いに、リアムは腕の力を緩めて、自分に身体を預けているリリーへと視線をおろした。

「当然だ。俺にはきみ以外、考えられない。俺はきみと出会った時から、きみが欲しくてたまらなかった。俺はもうずっと前から、きみしか見えていないんだ」

　リアムの熱い告白に、リリーの胸も大きく震えた。

　こんな気持ちになるのは二度目だ。

　誰かに強く欲されることが嬉しいのに切なくて、自然と涙があふれそうになるのは――あの、隻眼の衛兵に出会って以来の経験だった。

「ありがとう、リアム。今すぐに、あなたの想いに応えることはできないけれど……。でも、いつかね。あなたの想いに応えられたらいいと思っている……私がいるの」

　戸惑いがちに言ったリリーは、赤く染まった顔を隠すように、リアムから目を逸らした。

「それと……あなたがなかなか帰ってこないから、少し不安で、寂しかった」

　いじらしいリリーの言葉と仕草に、リアムの肌がゾクリと粟立つ。

　華奢な身体と頼りない肩は相変わらず強く抱いたら、簡単に壊れてしまいそうなほど繊細だ。

　白く滑らかな肌の甘さを、リアムはすでに知っている。

　そして、その奥で煌めく宝石のような彼女の輝きもリアムはすべて――知っていた。

「……リリーが、俺を煽ったのが悪い」

「え――」

「もう、限界だ。本当はリリーを見つけた瞬間から、きみに触れて、俺のものにしたくて仕方がなかった」

「ん……っ！」

　次の瞬間、熱に溺れた唇がリリーの唇を塞いだ。

　腰を引き寄せられたリリーの身体は、リアムの身体に沿うように弓なりになる。

　反射的にリアムの胸に手を添えたリリーは押し返そうと試みるが、屈強な身体はびくともしなかった。

「リ、リアム……っ、待って。急に――」

「待てない。今すぐに心と身体を繋げることができないのなら、キスだけでも許可してくれ」

「ひゃ……っ」

　そうしてリアムはリリーの身体を軽々と抱きかかえると、そのまま部屋の片隅に置かれたベルベットのカウチソファへと移動した。

「ん、んん……っ」

　その間も、リリーの唇には休むことなくキスの雨が降らされる。

　優しくリリーをソファへとおろしたリアムは自身の襟元を緩めると、片膝をソファに載せて、リリーに覆いかぶさるようにしてキスの続きを始めた。

「ん、ん……はぁっ。リアム……っ、ダメよ、こんなの……」

「わかってないな。その声は、俺の欲を余計に煽るだけだ」

「そん、な……っ」

「それに、愛しいきみを前にして……今はキスだけで我慢しようという俺の忍耐強さを、褒めてほしいくらいだ」

「んん……っ、は、ぁ……っ」

　キスの合間に交わされる言葉に、身体の芯が痺れてしまう。

　ついばむようなキスから、段々と深く繋がるキスに変わり、リリーは息をするのもやっとだった。

　次第に頭の中がぼんやりとしてきて、なにも考えられなくなっていく。

　いつの間にか羽織っていたショールはズレ落ち、リリーはリアムのシャツを掴んで、彼のキスを必死に受け止めていた。

「……は、ぁ。リア、ム」

「リリーのそんな顔は、誰にも見せたくないな」

「ん……っ」

「甘い声で名を呼ぶのも、生涯、俺だけにしろ」

　長い長いキスを終えると、リアムはリリーの濡れた唇を親指の腹で優しくなぞった。

　そして今度はリリーの隣に腰を下ろして、再び彼女の身体を優しく抱き寄せる。

　リアムは本当に、これより先をするつもりはないらしい。

　ただ、リリーを宝物のように腕の中に閉じ込めるだけの彼の真摯な想いに気付いたリリーは、また強く胸を打たれた。

「……ねぇ、リアム」

「どうした？」

「もし……私がいつか本当にあなたの妻になったら、オリビアは、あなたの娘ということになるのよね」

「……ああ、そうだな」

「だったらその日が来る前に、オリビアにも、あなたのことを知ってほしいわ。これまでオリビアは父という存在を知らずに生きてきたけれど、不思議とあなたのことは受け入れてくれるような気がするの」

　まだぼんやりとした頭の中で思ったことを、リリーは口にした。

　オリビアは生まれた時から一度も、父という存在に触れたことがない。

　花園から出たこともないので父親という存在を意識したこともなく、リリー自身も敢えてオリビアに説明してこなかった。

「……オリビアに、触れてもいいのか？」

　けれど今、恐る恐る自分に尋ねるリアムならば、オリビアもいずれ彼を父として認めてくれるに違いないという漠然とした自信がリリーにはあった。

　なによりリアムならきっと、リリーを愛するようにオリビアのことも娘として愛してくれる。

　そう思うのは、彼が冷酷無比と言われる裏に、大きな優しさを隠した人であると知ったからだ。

「もう、オリビアと会うことも許してくれるということか？」

「ええ……。あの時は、ひどいことを言ってしまってごめんなさい。それに、今さらこんなことを言うのは自分勝手なことだとわかってはいるのだけれど」

　そっと目を伏せたリリーは、改めてリアムを見上げた。

「そもそも、あなたはオリビアの命の恩人だったのに。オリビアにも、あのうさぎのぬいぐるみをくれたのはあなただと、きちんと伝えて説明するわ」

　リリーがそう言ってほほ笑むと、リアムはこれまでで一番幸せそうな笑みを浮かべた。

「ありがとう。俺もオリビアに認めてもらえるように、精いっぱい努めるよ」

　その笑顔と言葉を受け取ったリリーの胸にはまた、淡い想いの蕾つぼみが芽吹く。

（ああ、私はきっと、この人のことを……）

　それはいつかも抱いた感情と、よく似ていた。

　暗闇の中で手を伸ばしたリリーを抱きしめ返してくれた、あの晩の彼に抱いた気持ちとよく似たこの想いの名前を、リリーはすでに知っている。

「すまない。こんなに嬉しいのは、いつぶりかわからなくて、つい顔が緩んでしまった」

「ふふっ、いつもそうやって笑っていてくれたら、オリビアもあなたを怖がることはないだろうし、私も嬉しいわ」

　リリーはそう言うとリアムの胸に額をつけた。

　自身に心を許した仕草を見せるリリーを前に、リアムは嬉しさを感じると共に、扱いに困って動揺しているといった様子を見せた。

「……困ったな。今晩、オリビアのもとにきみを帰さなければいけないのに、リリーが愛しすぎて帰せそうにない」

　ぽつりと呟かれた言葉に応えるように、リリーはクスリと笑みをこぼした。

「私も……今日は少し、離れがたいわ」

　再びリアムの胸に頬を寄せたリリーは、穏やかな気持ちで目を閉じる。

（きっと、これから、少しずつお互いの心を繋げていけるはず）

　窓の外に浮かぶ白い月だけが、愛を育み始めたふたりを見守っているようだった。

　リアムはリリーの肩を抱き寄せると、今度は慈しむようにリリーの髪にキスをした。










陰謀の影と重なる想い




「オリビア、そんなに走ると転んでしまうぞ」

　リリーとリアムがキスを交わした夜から、早三週間が経とうとしている。

　あの日以来、リアムは忙しい任務の合間を縫って邸に帰ってくると、オリビアと積極的に触れ合う時間を持つようになった。

「きゃあ～！　たかいたかい！」

　まるで、そうすることが幸せだと言わんばかりに、リアムはオリビアの前に立つと相好を崩した。

　その甲斐もあり、オリビアも今ではすっかりリアムに懐いている。

　もともとあまり人見知りをしない子ではあったが、お気に入りのうさぎのぬいぐるみの贈り主がリアムであったと知り、余計にリアムのことが気に入ったようだ。

「もっとー、たかいたかい！」

　庭でリアムに高く抱えられ、空に向かって目一杯手足を伸ばすオリビアは楽しそうに笑っている。

　リアムはリリーの想像以上に子供の扱いがうまく、ソフィアもそんなリアムの姿に最初は驚いた様子だった。

「きゃっ、きゃあ！　すごーい！」

「オリビア、あまりはしゃぎすぎると疲れてしまうだろうから、そろそろ休もう」

「はいっ！」

　リアムに声をかけられたオリビアは、当たり前のようにリアムの手をギュッと握る。

　小さな手をそっと掴み返したリアムは、とても幸せそうにほほ笑むと再度オリビアの身体を抱え上げ、今度はオリビアを肩車しながらリリーたちのもとまで戻ってきた。

「おかーたま！　みてみてー！　たかいたかい！」

「ふふっ、お疲れ様。オリビア、たくさん遊んでもらえてよかったわね」

「うんっ！」

　オリビアの無邪気な笑顔を見たリリーは、柔らかに目を細める。

「オリビア様。お楽しみのところ残念ですが、そろそろお昼寝のお時間ですよ。ソフィアと一緒に、お部屋に戻りましょう」

　リアムの肩から降ろされたオリビアに、ソフィアがほほ笑みながら声をかけた。

　それにオリビアは、「もっとあそびたい！」と駄々をこねたが、

「また明日、今度はかくれんぼをして遊ぼう」

　と頭を撫でたリアムに窘められ、素直に部屋へと向かっていった。

「なんだか、意外だったわ。あなたがこんなに子供の扱いがうまいなんて」

　テラスに立ちながらリリーがそう言えば、リアムが小さく笑って自身の手のひらへと目を落とす。

「俺が子供の頃、この邸の近くに古い孤児院があったんだ。俺が小さい頃は、その孤児院の子供たちと遊んだりしていて……。中には、今のオリビアと同じ年くらいの小さな子もいたし、今でも身体があやし方を覚えているようだ」

　当時を思い出したのか、リアムは灰色の瞳を伏せて、瞼をおろした。

　対してリリーは、リアムの話を聞いてダスターから聞かされた話を思い出していた。

　リアムはラフバラの第三王子という立場でありながら、幼少期はラフバラの町外れにあるこの邸で暮らしていた。

　それは彼の母が使用人という低い身分であったために王族たちから蔑まれ、不遇な扱いを受けたからだ。

「ごめんなさい、私……。誰からとは言えないけれど、実はあなたの子供の頃の話と、あなたが本当はラフバラの第三王子であることを以前に聞いたの」

「そうか……」

「あなたが子供の頃、今の私と同じように【幽霊】として扱われていたんだって知った時には驚いた。この邸も……当時、お母様と暮らしていた思い入れのある場所なのだと聞いたわ」

　遠慮がちにリリーが言えば、リアムはそっと目を細めて「ああ」と小さく相槌を打った。

「別に珍しくもない話だ。二十六になった今では、遠い昔話のような気もしている」

　そう言って青い空を眩しそうに見上げるリアムは言葉の通りに、過去を気に病んでいるふうには見えなかった。

「それに、そういう境遇にあったおかげで今の責務を担い、結果としてリリーに出会うことができた。だから俺を蔑んでいたものたちに恨みなどはないし、俺は兄である現国王陛下の国を統すべる手腕を誰よりも買っているんだ」

　ゆっくりと視線を戻したリアムはリリーを見つめ、清々しい笑みを浮かべた。

　凛々しい彼の表情と言葉に見惚れたリリーは、リアムを眩しそうに見つめ返して再び静かに口を開く。

「あなたは、強い人ね。きっとそんなあなただから、騎士団の隊員たちはついていこうと思えるのね」

　リアムと出会ったばかりの頃は、冷酷無比と噂される騎士団長である彼の上辺だけを見ていた。

　けれどリアムを知れば知るほど、彼が周囲の人間に尊敬される理由がわかるのだ。

　思ったことをそのまま口にしたリリーに、リアムは一瞬驚いた顔をしてみせたが、すぐにそっとほほ笑むと、リリーの肩を引き寄せ、頬に優しくキスをした。

「……っ!?　だ、誰かに見られたら――」

「見せつけてやればいい。リリーは俺のものだと誇示できるのなら、どんな手でも使うさ」

　口角を上げながら言うリアムを前に、リリーは顔を真っ赤にして口をパクパクと動かした。

　そして慌ててパッと顔を逸らすと、下唇を噛みしめて胸元に手を当てる。

　リアムはキスが好きらしい。実際、この三週間でリリーは何度も隙をついて唇を奪われた。

　そのたびにドキドキと高鳴る心臓の音は、リアムにまで聞こえてしまいそうだ。

（ズルい、こんなの……）

　甘い台詞を口にするリアムはいつだって余裕たっぷりで、リリーは振り回されてばかりだ。

　軍服に身を包んでいる彼は、この後また任務のために王都へ戻らなければならない。

　それなのになぜだか今、リアムと離れたくないと思っている自分に気付いたリリーは、胸の前で握りしめた手に思わずギュッと力を込めた。

（もうダメ、こんなの心臓が持たないわ……！）

　そうしてリリーは弾む心をごまかすように、とっさに思いついたことを口にした。

「そ……そういえば、このお邸の庭にも、オリーブの木が植えてあるのね」

「……ああ、気付いていたのか」

　リリーの言葉に、リアムが一瞬目を泳がせる。

　けれど恥ずかしさで彼から目を逸らしていたリリーは、リアムのその表情の機微に気付けなかった。

「実は私が隠れていたウォーリックの王宮の花園にも、お母様が庭師に頼んで植えたオリーブの木があるの」

　オリビアの名は、そのオリーブの木に由来している。

　そして、あの隻眼の衛兵が、そのオリーブの木の枝を置いて消えたことから、縁を感じて名付けたのだ。

「オリーブには、平和という花言葉があると……俺も子供の頃に、母から聞いたことがある」

「え……？」

　リアムの言葉に、リリーは落としていた視線をゆっくりと持ち上げた。

「意外だわ、あなたが花言葉まで知っていたなんて……。オリーブの花言葉である平和は、旧約聖書の創世記に記された、ノアの方はこ舟ぶねの物語に由来するといわれているものよね？」

「ああ、そうだ。だから三年前に、この邸の庭師に頼んで、庭にオリーブの木を植えてもらったんだ」

「三年前に……？」

【三年前】というワードに引っかかりを覚えたリリーは、思わず声を詰まらせた。

　三年前といえば、リリーがオリビアの父である隻眼の衛兵と出会った年だ。

　偶然に違いないが、リリーは三年前と聞くとどうしても、当時のことを思い出さずにはいられない。

　そういえば以前、リアムの口からも三年前という言葉を聞いたことがある。

　あれは――そうだ。リリーが初めてリアムの部屋を訪れた時のことだ。

　あの時はローガンに遮られてしまったが、リアムはリリーに、なにを話そうとしていたのだろう。

「リリー……。俺は、本当はきみに話さなければいけないことが――」

　けれど、黙り込んだリリーにリアムが意を決してなにかを言おうとしたら、

「お話し中のところ、大変申し訳ありません……！　リアム様に至急お知らせしたいことがあると、たった今、騎士団の伝令兵の方がいらっしゃいました」

　また突然、ローガンがリアムの言葉を遮った。

　ふたりが同時に振り向けば、珍しく焦った表情をしているローガンの後ろに、騎士団の軍服をまとった痩身の男が控えていた。

「急ぎの要件とは、どのようなことだ」

「はっ！　先ほど、国王陛下のもとにグラスゴー王国のエドガー国王から書状が届きまして、その件に関してのことです」

「エドガーだと……？」

　リアムの眉間にシワが寄る。

　隣にいたリリーも、エドガーの名前が出たことで、反射的に肩を揺らして身を強張らせた。

「エドガー国王は、ラフバラとグラスゴーの休戦のために、ラフバラが捕らえているウォーリック王国の第一王女、リリー・スペンサー様の身柄をこちらへ引き渡すようにと要求しているとのことです！」

「な……っ！」

「要求をのめば、ウォーリックへの干渉も止め、今すぐ手を引くとのことで……。しかし要求をのまない場合は全面戦争となることを覚悟するようにと、書状には記してあったそうです」

　早口で伝えられた伝令兵からの報告に、リアムだけでなく彼の隣に立つリリーも思わず息を呑んだ。

「ど、どうして……？」

　エドガーが、今さらそのような要求をしてくる理由がわからない。

　そもそもリリーは死んだことになっており、リリーがリアムのもとにいることも、騎士団の一部の人間しか知らされていないはずだった。

「なぜエドガーは、そのように強気な要求をしてきたのだ」

　低く唸るような声を出したリアムに、伝令兵は焦った様子で首を横に振る。

「そ、それはわかりません！　けれど国王陛下は、対応のためにリアム様に至急王都に戻られるようにと仰っておりました」

「……チッ」

　忌々しげに舌を打ったリアムの瞳からは、今の今まで見せていた穏やかさは消えていた。

　対してリリーの胸には大きな不安と、不穏な思いが押し寄せる。

　心臓はドッドッドッと波打つように高鳴っていて、背中を嫌な汗が伝い落ちた。

「わかった、これからすぐに戻る。お前は外にいる連中に、ここの警備をより厳しくするようにと伝えておけ」

「はっ！」

　リアムの命を受けた伝令兵は一度だけ頭を下げると、一足先に邸をあとにした。

　リリーは伝令兵の姿を見送ってから、難しい顔をしているリアムを見上げて震える息と共に口を開いた。

「リアム、今の話って……」

「……大丈夫だ。リリーはこれまでと変わらず、オリビアたちとここにいろ」

「でも……！」

　ローガンが持ってきた騎士団の黒いコートを羽織ったリアムは、ゆっくりとリリーを振り返った。

　その目はリリーが言わんとしていることを察した上で、口にする必要はないと言っているようだったが、リリーはつい叫ばずにはいられなかった。

「エドガーは、私の身柄を差し出せと言っているのよね？　だったら私もこれからあなたと一緒に王都へ向かうわ！」

　エドガーが誰からリリーが生きていることと、ラフバラにいることを知らされたのかは、リリーにはわからない。

　けれどエドガーを納得させるためには、リリーという存在が必要不可欠には違いなかった。

「あの男は、自分の思い通りにいかないことがあれば癇癪を起こして武力行使をするような人よ。だから私が行かなければ、ウォーリックだけでなく、ラフバラとグラスゴーまで争いを避けられなくなってしまう！」

　これは単なる噂にすぎないが、エドガーの父であるグラスゴーの前国王が急死した裏には、エドガーの暗躍があったということだ。

　つまりエドガーは、国王となるために自分の父を手にかけたということになる。

「エドガーは、目的のためならば手段を選ばない男よ。それに、あなたが私をここに匿っていたことをラフバラの国王陛下に知られたのならば、その申し開きもしなければいけないだろうし――」

　と、リリーがそこまで言いかけたところで不意に、リアムの左手の人差し指が、リリーの唇に触れた。

　とっさに口を噤んだリリーは、一瞬だけその指先に視線を落としてから再びリアムへと目を向ける。

　するとリアムは神秘的な灰色の瞳をわずかに細めて、落ち着き払った声を出した。

「国王陛下には、予めリリーがこの邸にいることは伝えていたから問題はない」

「そ、そうだったの……？　でも、それでも私も一緒に行くべきだわ！　エドガーは私を欲しているのだから、私が行かなければあの人は納得しな――っ!?」

　と、今度はリアムの唇がリリーの唇を塞いだ。

　突然のことに目を丸くしたリリーは続く言葉を飲み込んで、息をするのも忘れてしまう。

「あの男がきみを欲しているなどという戯れ言を、俺が許すとでも思うのか？」

「んん……っ!!」

　唸るように言ったリアムはリリーの顎を掴むと、今度は噛み付くように性急なキスをした。

　何度も角度を変えてせがまれるキスに、段々とリリーの思考も奪われる。

「は、ぁ……っ。リア、ム……」

「もう、あの男の名は口にするな。リリーを渡すように要求してきていることさえ、俺は腸が煮えくり返るような思いだが、きみの口から奴の名を聞くのはそれ以上に我慢がならない」

「で、でも……」

「何度でも言うが、俺はきみを誰にも渡す気はない。なにより、きみがいなくなったらオリビアはどうなる。ふたりは俺が命を賭して、守り抜くと言っただろう？」

　リリーの濡れた唇を親指の腹で撫でながら、リアムは灰色の瞳をそっと細めてほほ笑んだ。

　余裕を浮かべたその笑みに、リリーの胸の不安もわずかに拭われた気がする。

「そもそも、リリーが生きていることを知らせた人間の正体はわかっているから案ずるな」

「え……？　い、いったい、誰なの？」

「それは――」

　しかし、リアムはリリーの問いに、一瞬言葉を詰まらせると口を噤んでしまった。

　そしてなにかを考え込む様子を見せてから、視線を斜め下へと逸らしてしまう。

「リアム？」

「いや……それはまた、時間がある時に説明させてくれ」

　珍しく歯切れの悪いリアムの返事に、リリーはなにも言えずに押し黙った。

　そしてリアムは、リリーを安心させるように美しい髪を優しく撫でると、穏やかな笑みを浮かべて言葉を続ける。

「とにかく今は、ここで俺の帰りを待て。いつも通り、夜には戻れるようにする。オリビアのことを、頼んだぞ」

　そうしてリアムはそれだけを言い残して、颯爽と邸をあとにした。

　リアムの情熱あふれる言葉とキスを受けたリリーの胸には、消えない明かりが優しく灯った。

（リアム……）

　けれど、リリーの不安が完全に拭えたわけではない。

　エドガーという名前が、どうしてもリリーの心を曇らせるのだ。

　なにより、リリーが生きていることを知らせた人物が誰なのか……考えれば考えるほど、心がざわざわとざわめき不穏に揺れた。




＊　＊　＊




「……まだ起きていたのか」

　その晩、リアムが邸に帰ってきたのは日付が変わって、三十分が過ぎた頃だった。

　騎士団の軍服を脱いだリアムの部屋へやってきたリリーは、再びリアムと対峙した。

　任務が終わってすぐに、馬を飛ばしてこの邸に帰ってきたのだろう。

　リアムは決して顔には出さないが、まとう空気にいつもより色濃く疲れを滲ませていた。

「オリビアは……さすがにこの時間だし、眠っているな」

「ええ……。今日は、ソフィアと一緒に寝ているわ。あなたが帰ってきたら、私もあなたともう一度ゆっくりと話したいと思っていたから」

　そう言うとリリーは薄手のナイトドレスに羽織ったショールの前を握りしめ、意を決してリアムのそばまで歩を進めた。

「それで……国王陛下は、どのようなご判断をされたの？」

　余計な遠回りをせず、直球で尋ねたリリーの声に、リアムはそっと目を細める。

　リリーには、嘘をつけない。リリーの強さを目の当たりにしたリアムは、

「きみには、くだらないごまかしもきかないだろうな」

　と、小さく息をついてから、長い睫毛を静かに伏せた。

「とりあえず明日、グラスゴーのエドガーのもとへ交渉のために、俺ひとりで赴くことになった」

「あなたが、ひとりで？　まさか、どうして……」

「それが向こうの要求なんだ。こちらもラフバラの国王陛下が用意した書状を、届ける任を負っている」

「そ、そんなの危険すぎるわ！　相手があのエドガーでは、なにをされるかわからないのに！」

　思わず声をあげたリリーは、リアムのシャツの袖をギュッと掴んだ。

「噂が確かならば、エドガーは自分の父である前国王を、毒を使って亡きものにしたという、血も涙もない、冷徹な男よ！」

　リリーの言葉に、リアムは冷静に「そうだな」と答えて閉じていた瞼を開けた。

「もちろん国境付近には聖騎士団の精鋭たちを控えさせるし、俺がすぐに戻らなければラフバラ国王陛下にも報告するように指示をしてある。それに、たとえエドガーであろうと、仮にもラフバラの第三王子という立場の俺に、そう簡単には手出しをすることはできないだろう」

「でも……っ！」

「もちろん、すべては憶測にすぎない。けれどこれは、俺にしかできない任務なんだ。だから俺は明日、単身でグラスゴーへと向かう」

　それはエドガーが、ラフバラの騎士団の騎士団長であるリアムを伝令のために寄越すように指示していることを意味していた。

　きっと、エドガーから送られてきた書状に書かれていたのだろう。

　そうでなければこのように危険な選択を、聡明と言われるラフバラ国王が決断するはずもない。

「そ、そうだとしても、あまりに危険すぎるわ！」

　リリーの声が怒りで震える。

　エドガーの狙いはわからないが、少なくともラフバラの聖騎士団の要でもあるリアムを自城へと招いておいて、みすみす取り逃がすとは思えなかった。

「あなたを危険に晒すくらいなら、やっぱり私がエドガーのもとへ行くべきよ！　あなたはこの国に必要な人だもの！」

　今、聖騎士団の騎士団長であるリアムを失えば、いくら大国と謳われるラフバラでも大きな痛手となることは目に見えていた。

　対してリリーがグラスゴーに引き渡されたとしても、ラフバラが失うものなどなにもないのだ。

　リリーは一度死んでいる身。

　今さらリリーがエドガーの手に渡ったところで、困るものはいない。

「私ひとりの命で多くの人が守られるのなら、私がエドガーのもとへと行くべきよ！」

　こんな時まで無力な自分が、リリーは憎らしくてたまらなかった。

　けれど迷いのない口調で言ったリリーを前に、リアムの眉間には深いシワが寄る。

「昼間も言っただろう。俺はリリーを誰にも渡さない。それに、きみがいなくなったらオリビアはどうする？　オリビアに、寂しい思いをさせるつもりか」

　オリビア――。リリーの、愛娘。

　その名前を口にされると、リリーの決心は大きく揺らいだ。

「オリビアを、この邸でひとりにさせるのか？」

　確かに王女としてのリリーには、もう失うものなどなにもなかった。

　けれど幽霊姫となった今のリリーには、大きな宝であるオリビアがいる。

　オリビアと引き離されることは身が引きちぎられるような苦しみだが、リリーはそんな自分を鼓舞するように、胸の前で拳を握りしめると真っすぐに、リアムのことを見つめ返した。

「もちろん、オリビアをひとりになんてさせたくはないわ。私はオリビアのことを自分の命よりも大切に思っているから」

「だったら……」

「でも！　守れるはずの命が、自分のせいで守れないのはもう嫌なの！　私がエドガーのもとへ行けば、戦争を回避できる。ラフバラとグラスゴーは休戦し、私の祖国、ウォーリックへの脅威もなくなるのよね？」

　リリーの言葉にリアムは頷くことはしなかったが、否定もしないことが肯定を示しているようにしか思えなかった。

　リリーがエドガーのもとへと行けば、兄のアイザックの助けにもなるはずだ。

　リリーの身ひとつで、多くの人が守られるのだ。

　そうなれば選択はおのずと決まってくる。

「私に愛するオリビアがいるように、戦争に向かう兵士たちにも愛する家族がいるのよ。だから今ここで、彼らの命から目を逸らしてしまったら、私はオリビアに母として、顔向けできなくなってしまうわ」

　そこまで言ったリリーは胸の前で拳を握りしめると、花が開いたような笑顔を浮かべた。

「私は、オリビアが誇れる母でいたい」

　オリビアはこれまでリリーに、大きな愛と幸せをくれた。

　今のリリーの決断は、将来そんなオリビアの未来を守る大きな一歩となるかもしれないのだ。

「だから明日、どうか私をグラスゴーへ連れて行って」

「……本当に、きみは変わらないな」

「え……？」

「確かにリリーの決断は、一国の王女としては素晴らしいものだ。だが、だからといってきみが国の犠牲になるなど間違っている。リリーは交渉のために使われる道具などではなく、リリーが身を案じたものたちと同じ人間で、ひとつの大切な命なんだ」

「――っ！」

　そう言うとリアムは、リリーの身体を力強く抱きしめた。

　彼のまとうムスクの香りが鼻先をかすめて、リリーは思わず息を呑む。

「そしてオリビアの母がきみしかいないように、俺の愛する女性も生涯リリーひとりだけだ。だから簡単に、自分の身を犠牲にしようなどとしてくれるな。残されるものの気持ちを、もう少しよく考えてくれ」

「リア、ム……」

　熱のこもったリアムの言葉に、リリーの目には涙が滲んだ。

　リリーは幼い頃から自分の命は、戦争好きな父の手によって政治的なことに利用されるに違いないと思ってきた。

　だから今、こうして身を案じ、自分が必要だと言われたことでたまらない気持ちになったのだ。

「きみは、オリビアにとってかけがえのない存在だ。オリビアを見ていたらわかる。きみが今日までどれだけあの子に愛情を与えてきたか――。他者を疑う様子を見せないあの子の無邪気な笑顔を見ていたら、はっきりとそれがわかるんだ」

「う……っ」

　リリーの目から、こらえきれなかった涙が頬を伝ってこぼれ落ちた。

　オリビアを身籠り、彼女の母になってもう三年。

　自分に向かって目一杯両手を広げ、屈託のない笑顔を浮かべて駆けてくるあの子を、リリーは誰よりも愛している。

「誰にでも平等に向けられるあの子の優しい笑顔は、母親であるきみとよく似ている」

「で、でもっ。私が行かなければ、あなたが――っ」

「大丈夫だと言っただろう。みすみす、あんな男に捕まって、利用されたりはしない。だからきみは俺を信じろ。俺はいつでも、きみの待つ場所へ帰ってくる」

　リアムの優しい唇が、リリーの唇をそっと塞いだ。

　自分に落ちてきた影に気付いたリリーは瞼をおろすと、彼になされるがままに身を委ねた。

「……そんなに素直に応じられると、勘違いしてしまいそうだ」

　吐息のぶつかる距離で囁かれ、リリーの胸は甘く震えた。

　そうして、そっと伸ばした手は、リアムの左目の眼帯に触れる。

「あなたは……この邸の中でも、眼帯を外さないのね」

　過去、よほど左目に深い傷を負い、それを隠しているのだろうか。

　これまでリアムが、どれだけの人のために身を危険に晒してきたのかと思うと、リリーはまたたまらない気持ちになった。

「私はなによりも、オリビアを失うことが怖い。でも今は……あなたを失うことも、怖くて、たまらないの」

　リリーの頬を透明な涙の雫が伝い落ちる。

　それを見たリアムは自身の眼帯に触れるリリーの手を取ると、その手を引き寄せ優しく触れるだけのキスをした。

「リリー、俺はきみを愛している。きみを守るためならば、どんなことでもやり遂げてみせると誓おう」

「リアム……」

「だから、今からきみのすべてを奪う権利を俺にくれ。俺にその身を預け、きみのすべてを愛することを許可してほしい」

　情熱的なリアムの言葉と、獰猛な男の色を宿した瞳を前に、リリーは迷うことなく頷いた。

　するとそれを合図にリアムはリリーに噛み付くようなキスをして、軽々と細い身体を抱え上げた。

「ん……っ、リア、ム……！」

「リリー……、今はその目に、俺だけを映していろ」

　そのままリアムはリリーをベッドまで運んだ。

　シワひとつなくベッドメイクされていたシーツが、ふたりの身体が触れた瞬間、波打つように静かに乱れた。

「あ……っ！」

　薄手のナイトドレスはいとも容易たやすくリアムの手によって脱がされ、リリーの白磁の肌がベッドの上で露わになる。

「リリー、綺麗だ……」

　耳元で熱のこもった声に囁かれ、リリーの身体はピクリと跳ねた。

　そのままリリーを組み敷いたリアムは彼女を見て獲物を狩る前の獣のように目を細めると、襟元を緩めながら、リリーの首元に濡れた唇をうずめた。

「んん……っ」

　ゆっくりと、肌の感触を確かめるように唇が這っていく。

　段々と下がった唇はリリーの純な身体を意地悪に弄び、リリーは幾度も切なく甘い声をあげた。

「その声は、癖になるな。もっと長く……できれば朝まで、聞いていたい」

　言葉と同時に、リアムの男らしい長い指がリリーの肌の上を滑った。

　繰り返し与えられる刺激は、まるで固く閉じた扉を開く鍵のように動き、乙女の劣れつ情じょうをかき乱す。

　リリーはシーツに口元をうずめながら込み上げてくる疼きにたえ続けた。

「ダメ、リアム……それ以上は――」

「それは、もっとしてほしいということだろう？　きみの身体は正直に、俺を受け入れる準備をしている」

「そん、な……ことっ」

「今ここには俺しかいないのだから、恥じらう必要はない。俺に、リリーの甘い声を聞かせてくれ。今夜はたっぷりと、愛しいきみを鳴かして溶かすと今決めた」

「あ……っ！」

　そう言うとリアムは、リリーが切なげに声をあげる場所ばかりを執拗に攻め立てた。

　そのたびにリリーは声をこらえようとあがくのだが、リリーのそのいじらしい仕草が、リアムを余計に欲情させる。

「もっと力を抜いていい。俺にすべてを預けろ」

「も……っ、ダメ……」

　次第に、リリーの息が上がっていく。

　行為の合間に落とされる甘いキスすら刺激となって、リリーの頭の中は靄がかかったように白くなっては何度も弾けた。

　ギシギシと、ふたりが動くたびにベッドのスプリングが小さく唸る。

　その音にさえ羞恥を覚えたリリーは、無我夢中でリアムの背中に爪を立てた。

「――っ、リリー……」

　今は、背中に走るその痛みさえ愛おしい。

　しかしリリーは自分が大きな失敗をしたと勘違いし、既に濡れていた美しい瞳をさらに潤ませた。

「ごめん……なさ……」

「大丈夫だ。不安なら、そうして俺にしがみついていればいい。リリーに付けられる傷すら、俺は愛してしまうだろう」

「あ――っ」

「リリー……愛している。俺も――そろそろ限界だ」

　リアムがそう言ったと同時に、ひときわ昂った強い熱がリリーを深く貫いた。

　その瞬間、リリーの背は弓なりになり、足先にも力がこもる。

「リリー……」

　リアムが甘い吐息と共に、愛しいリリーの名を呼んだ。

　それに応えるようにリリーが薄っすらと目を開けた先で見た、リアムの姿は――。

（え……？）

　どこか見覚えのあるような気がして、リリーの胸の鼓動が大きく弾んだ。

　――美しい黒髪と、自分を真っすぐに見下ろす情熱的な瞳。

　白い月を背負い、自身に覆いかぶさる彼の表か情おを、リリーは以前もどこかで見たことがある。

「リリー……。今度こそ、きみを俺のものにしてみせる」

　いよいよ意識が途切れる間際、遠い記憶の中で聞いた男の言葉が鼓膜を揺らした。

（ああ、リアム、あなたは――）

　そうしてリリーは温かく、精悍な男の腕に抱かれながら目を閉じる。

　そのままいつかの夜と同じように、意識のすべてを手放した――。




「ん……っ、え……。リアム!?」

　けれど翌朝、リリーがベッドで目を覚ますと、リアムの姿はどこにもなかった。

　シーツが乱れたままの広いベッドの上。

　代わりに枕元には、いつかの時と同じようにオリーブの木の枝が置かれていた。

「これは――」

　それを見つけたリリーは思わず息を呑み、ある推察をよぎらせる。

　身体を重ねた後、いなくなった彼。

　そして昨晩、リリーを抱いたリアムの姿と、あの日の男の姿が重なったことが、リリーを〝ある確信〟へと導いた。

「ま、まさか、そんなはずは……」

　三年前の彼はリリーの意識が途切れる寸前に『いつか必ず、きみを俺のものにしてみせる』と言っていた。

　そして昨夜リアムはリリーの意識が途切れる間際に、『今度こそ、きみを俺のものにしてみせる』と言ったのだ。

　それはまるで、三年前の言葉の続きだ。

　さらに、目覚めた時に置かれていたオリーブの木の枝が、リリーに問いの答えを告げていた。

（まさか彼が。リアムが、あの時の彼だなんて――）

　リリーは今すぐ、リアムのもとへと駆け出したい気持ちに駆られた。

　けれど、リアムはもう邸を発った後だ。

　白い鳥が翼を広げて、空の彼方へ飛んでいく。

　その姿を見つめながら、リリーはリアムの無事を祈ることしかできなかった。










消えた騎士団長と大きな秘密




「リアム様がグラスゴーからお戻りになられないというのは本当か？」

　リリーのもとへとその知らせが届いたのは、リアムが単身でグラスゴーのエドガーのもとへと向かってから、三日が過ぎた頃だった。

　騎士団の伝令兵が邸を警備する隊員に知らせに来たのを、リリーが偶然聞きつけたのだ。

「ああ、本当だ。国王陛下は大層ご立腹で、このままではいつ戦争になってもおかしくないという状況らしい」

「そうなれば我々も、近いうちにグラスゴーに向かうことになるかもしれないな」

「ああ、だが……ウォーリックとの決着もまだついていない中で、リアム様を失うというのは我々騎士団はもちろん、国にとっても損失が大きすぎるぞ」

　物陰からふたりの会話を聞いていたリリーは、高鳴る鼓動を落ち着かせるように震える手を握りしめた。

（リアムが帰らない……。ということは、まさかエドガーが彼になにかしたということなの？）

　この三日、リリーはリアムの無事を祈り続けていた。

　娘のオリビアも、ここのところ毎日のように自分と遊んでくれていたリアムが姿を見せなくなり、昨夜は珍しく癇癪を起こしてしまった。

　そんなオリビアを慰めながら、リリーの脳裏を嫌な予感がよぎった。

　リアムの身になにかあったのではないか――。

　そして朝起きて、いてもたってもいられなくなり、邸を警備している隊員に話を聞こうとやってきたところで、ふたりの会話が耳に入ってきたのだ。

「しかし、もしもリアム様がこのまま帰らないなんてことがあれば、この邸に住んでいる王女様たちもどうなるか――」

「おい、お前たち！　そこでなにを無駄話しているんだ!?」

「ヒッ!?」

　と、コソコソと話し続けていた隊員たちのもとに現れたのは、リアムの右腕であるダスターだった。

　ダスターは、「すぐに持ち場に戻って警備に集中しろ！」と厳しい口調でふたりを咎めると、小さく息をついてから踵を返し、邸へ向かって歩きだした。

「ダスター、待って！」

「え――」

　そんなダスターを、リリーはとっさに物陰から飛び出して呼び止めた。

　弾けるように振り向いたダスターは、視線の先にいるリリーを見てぎょっとしたように目を剥いて声をあげた。

「リ、リリー様!?　どうしてこんなところにおられるんですか!?」

　よほど驚いたのか、声は上ずっていた。

　リリーは焦った様子のダスターのそばへと小走りで駆け寄ると、彼の眼前で立ち止まって呼吸を落ち着かせるためにそっと息を吐いた。

「リアムのことが心配で……。彼が無事に帰ってきたかどうかを、邸の警備をしてくれている騎士団の隊員さんに聞きたくて来たの。そしたら今、ふたりの会話が聞こえてきて……。リアムがグラスゴーから戻ってきていないというのは、本当なの!?」

　リリーに詰め寄られたダスターは、苦虫を噛み潰したような顔をして押し黙った。

　リアムの任務は、グラスゴーのエドガーのもとへとラフバラ国王が用意した書状を届けることだ。本来ならば、大きな危険の伴う任務ではない。

　だから、遅くとも出立した日の夜にはラフバラに戻ってこられるはずだった。

　それなのにリアムはその日の夜も次の日も、リリーたちの前に姿を見せることはなく、四日目の朝を迎えた。

（仮に戻ってきていたとしても、聖騎士団の騎士団長として今後の策を練ったり、ラフバラ国王陛下と話さなければならないことがあって忙しくて、王都にある別宅で寝泊まりをしているのかもしれないとも考えたけれど……）

　結局、嫌な予感が的中してしまった。

　リアムの身になにかあったとしか思えず、改めて事実を頭の中で反すうしたリリーの手は、カタカタと震えた。

「結論から言いますと……リアム様がグラスゴーから戻ってきていないというのは本当の話です」

「そんな……！」

「でも、リアム様のご無事は確認されているので、どうかご心配はなさらないでください！」

「え……」

　ダスターの力強い言葉を聞いたリリーは、大きな目を見開いた。

「リ、リアムが無事というのは本当なの!?」

「はい。それについては確かな情報筋から届いた話なので、確信が持てます」

「そう、なの……」

　安心のあまり腰が抜けそうになったリリーは、そばにあった塀にもたれかかった。

　改めて胸に手を当て「よかった……」と呟いたら今さら、自分の手が汗でしっとりと濡れていることに気が付いた。

「彼の身になにかあったらどうしようって、私――」

「ですが、リリー様。申し訳ありません。俺が今日ここへ来たのは、他でもない、そのリアム様奪還の策のためにリリー様のお力をお借りするためなんです」

「私の力を？」

「はい。これから、俺と一緒に王都へ行き、国王陛下に会ってほしくて。国王陛下から、リリー様を王宮までお連れするようにという命を受け、俺は今日ここへ来ました」

　思いもよらないダスターの言葉を聞いたリリーは、思わずゴクリと喉を鳴らした。

　ラフバラ国王が直々にリリーを呼び出した。それも、リアム奪還の策のためということだ。

　どのような策かはわからないが、ダスターの話が本当であれば、リリーに断るという選択肢はない。

「できれば今すぐにでも、王都に向かいたいと思っています。国王陛下も、リリー様のご到着を待っておられますので、これから自分と一緒に――」

「おかーたま！」

　と、その時、鈴の転がるような声がリリーを呼んで、ダスターの言葉を遮った。

　反射的に声のした方へと振り向いたふたりは、こちらに向かって駆けてくるオリビアを見て目を見張る。

「オリビア！」

　リリーがしゃがみ込んで両手を広げれば、オリビアはそうすることが当たり前のようにリリーの腕の中に飛び込んだ。

　リリーは小さなオリビアの身体をきつく抱きしめる。

　すると、すぐにソフィアがやってきて、リリーに抱きしめられているオリビアを見てホッとしたように息を吐いた。

「も、申し訳ありません。どうしてもリリー様を探しに行きたいと仰って……」

「おかーたま、オリビアといっしょ！」

　リリーの胸に顔を埋めたオリビアは、子供ながらになにかの予感を察知したのかもしれない。

「ええ……オリビア。オリビアとお母様は、いつでも一緒よ」

　リリーはそんなオリビアを慈しむように撫で、また精いっぱいの力で抱きしめた。

　リリーの背後に立ち、その様子を見ていたダスターは拳を握りしめると難しい顔をして、複雑な気持ちで眉根を寄せる。

　そんなダスターの思いを察したかのように、リリーはゆっくりとオリビアから身体を離すと改めてオリビアと対峙した。

「……おかーたま？」

「ねぇ、オリビア。今からお母様がお話することを聞いてくれる？」

　小さな肩と手。美しいオリーブ色の瞳。滑らかな肌。

　隻眼の衛兵と――いや、リアムとよく似た艶のある黒髪を優しく撫でれば、オリビアはリリーを見つめたままで不安げに瞳を揺らした。

「お母様はね、これから少しお出かけしなければならないの。だから、オリビアはソフィアと一緒にこのお邸で待っていてくれる？」

「い、いや！　オリビア、おかーたまといっしょ!!」

「ええ、お母様もオリビアと一緒にいたいわ。だからね、オリビア。これからもお母様とオリビアとソフィアと……そして、リアムがずっと一緒にいられるように、お母様はこれから行かなければいけないところがあるの」

「リアムも……？」

　リリーの口から出たリアムの名を聞いたオリビアは、キョトンと目を丸くした。

　そしてしばらくなにかを考え込むように下を向いて押し黙った後、ゆっくりと顔を上げてまた真っすぐにリリーを見つめる。

「リアム、かえってくる？　オリビアとあそべる？」

「オリビア……」

「おかーたまとリアム、いっしょ？　かえってくる？」

　小さな手は、お腹の前でなにかをこらえるように握りしめられていた。

　それだけで今、オリビアが必死に寂しさをこらえているのがわかって、リリーはたまらない気持ちになった。

「オリビア、リアムにあいたい！」

　それは昨夜、オリビアがリリーの腕の中で泣きながら、何度も口にした言葉だった。

　小さな手をそっと包み込んだリリーは、精いっぱいの笑顔を浮かべて愛娘の想いに応えるために口を開く。

「ええ、お母様も、リアムに会いたいわ。だから、これからお母様はリアムをお迎えに行ってくるの。オリビアはソフィアとここで待っていてくれる？　お母様はリアムと一緒に、必ずここへ帰ってくるから」

　リリーがそう言えば、オリビアは今度は駄々をこねるようなことはせず、「わかった」と素直に頷いてリリーから手を離した。

「リリー様、それでは――」

「ええ、ソフィア。私はこれからダスターと一緒に、王都に向かうわ。そこでラフバラ国王陛下とお会いしてきます。だから私が戻るまで、オリビアのことをどうかお願いね」

　迷いのないリリーの言葉を聞き届けたソフィアもまた、リリーを引き止めようとはしなかった。

　リリーの覚悟も思いも、言葉にされなくとも伝わってきたのだ。

　リリーはこれから王都へ向かい、ラフバラ国王のもとへと行く。

　そこで、どのような命を受けるかはわからない。

　それでもリリーはリアムのため、国のため、そこで暮らす人々のために、今の自分にできる精いっぱいのことを務めようと決めたのだった。

「はい、わかりました。いってらっしゃいませ。……どうか、ご無事で」

「ええ、ありがとう。さぁ、ダスター、行きましょう」




　そうしてリリーはダスターをはじめとした騎士団の精鋭数人に連れられ、ラフバラの王都へ向かい、王宮内にて国王と謁えっ見けんした。

「リリー王女、ようやくお会いすることができ光栄です」

　ラフバラの王宮は、リリーが住んでいたウォーリックの王宮よりも遥かに大きく、王座の間は美しいステンドグラスによって見事な光の空間が演出されていた。

　王宮内の美術品や装飾品に贅の限りが尽くされているところはウォーリックと変わらないが、不思議と品格と趣が感じられ嫌味な感じはまるでない。

「こちらこそ、お会いできて光栄です。ラフバラに来てから随分時間が経っているのに……ご挨拶に伺うのが遅くなってしまい、大変申し訳ありませんでした」

　リリーが深々と頭を下げれば、ラフバラ王国・現国王であるルシアスは「別に気にする必要はない」とリリーの謝罪を聞き届けた。

　ルシアスの姿し容ようは三十代前半で、朗らかな笑顔が印象的な美男だった。

（さすがに兄弟というだけあって、リアムとも、どことなく顔立ちが似ているのね）

　ふたりが並んだところを想像するだけで、あまりの美しさに目が眩みそうになる。

「早速ですが、本日、リリー王女をお呼び立てしたのは他でもない、リアムの件です」

　と、すぐに本題を切り出したルシアスは立ち上がると、リアムと同じ灰色の瞳でリリーを真っすぐに見下ろした。

　身体に刺さるような緊張感が走って、リリーは思わず喉を鳴らしてルシアスを見上げる。

「すでに、そこにいるダスターたちから事情を聞いているかもしれないが、実は先日グラスゴーに向かったリアムが、まだ帰還していないのです」

「……はい。お話は、伺いました」

「グラスゴーの現国王のエドガーとリリー王女は、もともとは婚姻の約束を交わした仲だと聞いております。それが、リリー王女の事情により一方的に破棄された……と」

　先ほどまで穏やかな笑みを浮かべていたルシアスの空気が変わった。

　それに気付いたリリーは反射的に目を逸らしそうになったが、精いっぱい自分を奮い立たせて顔を上げる。

「はい、ルシアス国王陛下の仰る通りです。私は、私の一方的な都合でエドガーとの婚約を破棄いたしました」

「なるほど……。では、此こ度たびのグラスゴーの謀反は、もとをたどればリリー王女をはじめとしたウォーリック側に問題があったということでよろしいかな？」

　静かながらも威圧感を与えるルシアスの問いに、リリーはお腹の前で握りしめた手に力を込めた。

　すべて、ルシアスの言う通りだ。そもそもリリーが三年前、素直にエドガーが統べるグラスゴーに嫁いでいれば、今回リアムが危険な目に遭うこともなかっただろう。

「グラスゴーのエドガーは、リリー王女の身柄を引き渡すようにと要求してきている。今朝届けられた書状にも、リリー王女の身柄を引き渡せばリアムを解放するとも書かれていた」

「え……」

「リリー王女には申し訳ないが、正直なところ我々としては、天秤にかけるまでもない話なのです。なぜならリアムはこの先、我が国の発展のために必要な男。対してあなたは、こちらが持ちかけた和平にも応じず、のらりくらりとした対応しか取らない他国の王女だ。あなたを渡せばすべてが丸く収まるというのなら、こちらがグラスゴーの要求を拒否する理由はない」

　温度のない声で言ったルシアスは、鋭い目つきでリリーを見た。

「さらに今、ウォーリック国王が姿をくらましていることで、次期国王のアイザックが我が国を裏切るのではないかという懸念まで生じている。つまり、ウォーリック国王、アイザック王子、リリー王女は、国ぐるみで、ラフバラを陥れるために今の状況を作り出したのではないかという疑いがかけられているというわけです」

　そこまで言うとルシアスは、切れ長の目を静かに閉じた。

　リリーが想像していたよりも状況は最悪だ。

　ルシアスはウォーリックを不安因子として切り捨て、リリーをグラスゴーに渡すことで問題が片付くのなら、そうすることが最善であると考えているということだ。

「このままリアムが戻らなければ、こちらはどのような手を使ってでも、リアム奪還のために動き出す算段を整えている。しかしその過程で、どれだけの民の命が犠牲になるかは想像に難くない」

　厳しい口調で言ったルシアスを前に、リリーは身を強張らせた。

　リアムは聖騎士団の騎士団長を務める男で、ラフバラにとって必要な人間。

　ルシアスにとっても、優秀な弟はなくてはならない存在なのだ。

　彼を取り戻すことは、国の威厳を守ることと同様であり、絶対に果たさなければならない使命でもあるのだろう。

　そして、そのための一番の近道が、リリーの身柄をグラスゴーに引き渡すという方法なのだ。

「……お話はわかりました。ルシアス様が仰ることは、至極真っ当なことと思います」

　幾分かの間を開けて、静かに息を吸い込んだリリーは、そう言うと真っすぐにルシアスの目を見つめた。

「けれど、これだけはどうか信じてください」

「信じる？」

「はい。アイザックお兄様は、大恩あるラフバラを、そしてルシアス国王陛下を裏切ろうなどという愚かな考えは、絶対にいたしません」

　断言したリリーは、強い目をルシアスへと向けた。

「兄は、聡明な男です。そしていつでも民の命を想い、最善の行動ができる人なのです。ルシアス国王陛下も兄のそういった部分に目をかけてくださったからこそ、秘密裏に兄との間にいくつかの条約を交わしていたのではありませんか？」

　凜とした口調と態度を前に、ルシアスはただ黙ってリリーの言葉に耳を傾けた。

「父が……ウォーリック国王が姿を消したことは、兄にとっても想定外のことだったと思います。そしてそのことでラフバラ国王陛下に、わずかでも疑いの念を抱かせてしまったことを、兄は心から申し訳なく思っているはずです」

　ウォーリック国王という弊害がなければ、本来、ウォーリックとラフバラの和平は円滑に進められるはずだった。

　グラスゴーの侵略をラフバラが防いでくれたという名目の上に和平を結ぶことで、無意味な争いや、両国の民がこれ以上無駄な血を流すこともなくなるはずだったのだ。

「そして私も、兄と同じ気持ちでおります。両国の民にとっての最善を尽くすことこそが、王族である我々の務めだと。ですから私は、そのためにはどのようなことも受け入れる覚悟でここへ来ました」

　そこまで言うとリリーは、ルシアスに向かって深々と頭を下げた。

「もし、私の身ひとつで無益な争いを終わらせることができるのなら、どうぞ私をエドガーに引き渡してください。それで、ラフバラとウォーリック、そしてリアムが救われるのなら……私は喜んで、ルシアス国王陛下の命に従います」

　花が開いたようにリリーがほほ笑む。

　リリーの毅き然ぜんとした態度と物言いに、その場の誰もが恍こう惚こつとして彼女に見惚れた。

　堂々と立つ姿は、大金を積まれて造られた美術品やシャンデリア、ステンドグラスも霞かすむほどに美しく輝いている。

　唯一、すぐに喉を鳴らして笑い出したルシアスだけが、リリーの言葉に対等に応えてみせた。

「ハハッ、なるほど。今ので、よくわかった。さすが、あの堅物の弟が心酔するだけのことはあるな。あなたは幽霊姫としておくには実に惜しい存在だ」

「え……？」

「リアムが他の誰にも渡したくないと、孤軍奮闘したくなるのも頷ける。まぁ、今の私の話をリアムが聞いたら、さすがの私でも弟に斬り捨てられるかもしれないが……」

　そう言うとルシアスはおもしろそうに笑い、ゆっくりと王座から降りてきた。

　たった今の今まで厳しさを浮かべていた表情は一転、相好を崩したルシアスを前に、リリーはなにが起きたのかわからず、狼狽えてしまった。

「リリー・スペンサー王女。大変失礼なことを申し上げて、すまなかった。あなたがどれほどの女性なのか、少し試させてもらった」

　ルシアスはリリーの目の前で足を止めると、ふっと口元に柔らかな笑みを湛える。

「仮にもあなたは、現在行方をくらませているウォーリック国王の娘。だからどうしても一度この目で、あなたがどのような王女なのか試してみたくなったのです」

　言いながら、ルシアスは再度リリーに「申し訳なかった」と謝罪した。

「そ、そんな……私などのために、謝らないでください」

「いや、非礼を詫わびるのは当然だろう。あなたには疑いの余地などない。リアムが言っていた通り、リリー王女はとても芯の強い、高潔な女性だ」

「リアムが、私をそんなふうに……？」

「ええ。それはもう、あなたのことになるといつも冷静沈着な弟がムキにならずにはいられないほどだ。今回のことも、あなたを危険な目に遭わせたくない一心で、リアム自らが声をあげ、動いたことに他ならないのだから」

「それは、どういうことですか？」

「今回、先の書状では、リリー王女をグラスゴーに引き渡すようにとしか書かれていなかったのですよ。けれどリアムは自分が敢えて敵陣に赴くことで、その要求を断固拒否する姿勢を示してみせた」

　ルシアスの話を聞いたリリーは驚いた。

　リアムはグラスゴー側が自分に書状を持たせるよう要求してきたと言っていたが、実際はリリーを守るために自ら危険が伴う場所へと向かったのだ。

「……けれど、だからこそ、これから私があなたにお願いすることを聞いたら、リアムは激昂するでしょう。それでもこれは、リリー王女にしかできないことなのです。どうか私の話を聞いていただけますか？」

　熱のこもったルシアスの問いに、リリーは再び胸の前で拳を強く握りしめながら頷いた。

「今、あなたが仰った通り、これからグラスゴーのエドガーのもとへと行き、リアム奪還のために一役買っていただきたいのです」

「それは、私とリアムの身柄を交換していただくように、エドガーに進言せよということですか？」

「表向きはそういうことになります」

「表向きは？」

「はい。実際は、リアムの本来の任務を完遂させるために、囮おとりとしてエドガーの目をリアムから逸らしていただきたいのです」

　思いもよらないルシアスの話に、リリーは驚いて目を剥いた。

　リアムの本来の任務を完遂させるために、エドガーの注意をリアムからそらす。

　つまりリアムには、もとよりエドガーに書状を届けるという任務以外にもやらなければならないことがあったということだ。

「リアムの本来の任務とは……いったい、なんなのですか？」

「それは……今はまだ、リリー王女にお話することはできない。けれどリアムは今、此度の争いを終わらせるために最前線に立ち、暗躍してくれていることに間違いないのです。だからどうかリリー王女、そんなリアムに手を貸してやってほしい。そして我々を、信じていただきたい」

　ルシアスの心からの願いを聞いたリリーは、唇を噛みしめた。

　リリーはこれまで王女として、なにもできない自分の無力さを悔いてばかりいた。

　もちろん、幽霊姫となったことも、オリビアの母という道を選んだことも、後悔していない。

　それでも自分を取り巻く多くの人々のためになにもできずにいるということは、情けなくて悔しくて、たまらなかったのだ。

「私にできることがあるのなら、精いっぱい務めさせていただきます」

　そうしてリリーはルシアスの願いを聞き入れると、とても優雅に頭を下げた。

　リリーの耳には彼女の瞳と同じオリーブ色の、ペリドットの美しいイヤリングが光っている。

　小さく息を吐いたリリーは堂々と胸を張って真っすぐに前を向いた。




＊　＊　＊




「リリー様、もうすぐグラスゴーの王宮に到着します」

　ルシアスとの話が終わった後、すぐにリリーの身柄を引き渡すという知らせが、グラスゴーのエドガーに伝えられた。

　伝令に向かった兵によれば、知らせを聞いたエドガーは今にも踊りだしそうなほどに喜んだということだ。

（エドガーがどうしてそこまで私に執着しているのかはわからないけれど、一度婚姻話を無下にされたことを今でも恨んでいるのかもしれないわ……）

　そう考えたら、囮だとしても決して油断はできない。

　リアムの任務が完了次第、リリーはリアムと共にラフバラに帰還することになってはいるが、相手が卑怯者のエドガーであることを考えたら気の抜けない策であることは間違いなかった。

（オリビア……）

　リリーは聖騎士団率いる馬車に揺られながら、そっと自身の身体を抱きしめた。

　邸を出る前に愛娘のオリビアに『リアムと一緒に、必ずここへ帰ってくる』と、約束した。

　世界で一番愛しい彼女のためにも、リリーは絶対にリアムとふたりでオリビアのもとに帰らなければならない。

（それにリアムに会ったら、聞きたいこともたくさんあるわ）

　慈しむようにリリーとオリビアを見つめる、リアムの灰色の瞳。

　そしてリアムがラフバラを発つ日の朝、眠るリリーの枕元に置いていったオリーブの木の枝。

　リアムとそっくりなオリビアの黒髪の感触を思い出しながら、リリーは膝の上でそっと両手を握りしめた。

「リリー様、グラスゴーの王宮に到着しましたので、お降りください。これからエドガー国王の待つ王座の間まで、お供いたします」

　しばらくしてダスターに声をかけられたリリーは、ゆっくりと馬車から降りた。

　見上げた先にある城は、グラスゴーのエドガーが待つ王宮で間違いない。

「……リリー様、大丈夫ですか？」

「ええ、もちろんよ。お父様の前でも長年、〝よくできた王女〟として猫を被ってきたのだもの。だから今回も、きっとうまくやってみせるわ」

　リリーがほんの少しおどけて言えば、ダスターの顔に安堵が浮かんだ。

　ダスターは、リリーを邸に迎えに来る前に、ルシアスから今回の計画の全容を聞かされていたひとりだ。

　だからこそダスターは、リリーと離れたくないと駄々をこねるオリビアを見て責任を感じ、ひどく心を痛めていた。

「リリー様の身は、ラフバラ聖騎士団が命に換えてもお守りいたします。どうか……我々を信じてください」

　凛々しいダスターの言葉に、リリーはそっとほほ笑むと「ありがとう」と返事をした。

「――我々はラフバラ国王陛下より命を受けてやってきた、ラフバラ聖騎士団である。エドガー国王のもとへ、ウォーリック王国第一王女、リリー・スペンサー様をお連れした！」

　と、前を行く騎士団員のひとりが門番に声をかけた。

　するとすぐに門が開かれ、グラスゴーの衛兵がふたりやってきて、ダスターたち騎士団員の前に立った。

「ご苦労。ここからは我々がリリー王女をエドガー国王のもとまでお連れしよう。お前たち聖騎士団は、もう帰ってよいぞ」

　眉を吊り上げた初老の衛兵がそう言って、後ろに控えていた若い衛兵に顎で指示を出した。

「な……っ！」

「おい、王女をエドガー国王陛下のもとまで連れて行け」

「ま、待て！　我々の役目は、リリー王女を無事にエドガー国王のもとまで送り届けることだ！　王宮内にも入れずに帰れというのは、あまりに無礼極まりないとは思わぬか！」

　猛々しく叫んだダスターは、腰にさしたサーベルを今にも抜きそうな勢いだ。

「そもそもリリー王女と引き換えに、リアム様の身柄を解放するという話だったはずだ！　リアム様のお姿の確認もせずにリリー王女だけを引き渡すというのは話が違う！」

　声を荒げてにじり寄るダスターを前に、グラスゴーの初老の衛兵は「なんだと……」と臨戦態勢に入りそうな様子だった。

「無礼はどちらだ！　まずはリリー王女をエドガー国王陛下のもとに届けてから、そちらの騎士団長を解放するという約束だったはず！」

「な、なにを……今さら、そんな屁へ理り屈くつを……」

「ダスター、やめなさい！」

　と、ふたりの間に入って諫いさめたのはリリーだ。

「ダスター。私は大丈夫よ。ここまで無事に送り届けてくださったことに、心から感謝いたします」

「リリー様……」

「グラスゴーの衛兵様。今、あなたが仰った通り、私はあなたの指示に従います。けれど私が無事にエドガー国王陛下のもとに到着次第、約束通りリアムを解放してください。その約束が守られなければ、ラフバラの聖騎士団が黙っていないことは肝に銘じてくださるように」

　リリーの有無を言わさぬ言葉と態度に、初老の衛兵はバツが悪そうな顔をして視線を逸らした。

「それでは、行きましょう」

（ごめんなさい、ダスター……。本当に、ありがとう）

　ダスターたちに背を向けた後、リリーは心の中で精いっぱいの感謝を述べる。

「……リリー王女、自分がご案内いたします」

　と、そんなリリーに声をかけたのは、初老の衛兵の後ろに控えていたグラスゴーの若い衛兵だった。

　弾かれたようにリリーが顔を上げれば、次の瞬間、その若い衛兵と目が合う。

　けれど衛兵はリリーと目が合うとすぐに視線を斜め下へと逸らしてしまい、そのままリリーに背を向けてしまった。

（なんだか……今一瞬、彼の顔をどこかで見たことがあるような気がしたのだけれど）

　まさかグラスゴーの衛兵を知っているはずもないので気のせいだろう。

　そう考えたリリーは改めて顔を上げると、グラスゴーの衛兵ふたりに連れられ、王宮内へと足を踏み入れた。




「エドガー国王陛下は、王座の間でお待ちです」

　王宮内は絢爛豪華な美術品と、金銀に輝く装飾品で彩られていた。

　まるでウォーリック王宮内にある国王執務室のようだ――と、考えたリリーは、ふと中庭らしき場所へと続くテラスの前で足を止めた。

「――なぁ、聞いたかい？　先週エドガーのバカ坊っちゃんが、城下で拾ってきた女がさっき無一文で、裏門から外に放り出されたって話だよ」

「まったく、あの人は。今月に入って、これで六人目じゃないか。次から次へと女に手を付けて、盛りのついた猿のようだよ」

　聞こえてきたのは女中らしき女性たちの会話だ。

　ふたりは水場の掃除をしながら、コソコソと話をしている。

「ああ、でも、そういやぁさ。そのエドガー国王は、なんでもウォーリックのリリー王女を娶めとるって話じゃないか」

「ウォーリックのリリー王女だって？　バカ言っちゃいけないよ。確かリリー王女はもう何年も前に伝染病で亡くなったはずじゃないか」

「そうなんだよねぇ。だから、最初に話を聞いた奴も、なにかの間違いだろうって笑ってたけど……」

「まさか、あのバカ坊っちゃんもついに頭がイカれちまって、幽霊かなんかを連れてくるんじゃないでしょうね。おお、怖い。そんなことになったら、私たちまで呪われちまうよ。そもそもこの間、グラスゴーに来たラフバラの騎士団長にも逃げられちまって、今はどこにいるかわからないって話なのに――」

　その女中たちの話を聞いたリリーは我が耳を疑った。

（私の話はともかくとして、今確かに、リアムが逃げてどこにいるかわからないと言っていたような……）

「おい、お前たち！　そんなところで無駄話なんかしてないで、さっさと自分たちの持ち場に戻れ！」

　けれど、当然ながらリリーが女中たちに声をかけるような隙は与えられず、連れ立って歩いていた初老の衛兵が噂話をしていたふたりを咎めた。

　叱責された女中たちはそそくさと逃げるようにその場を去る。

　そして初老の衛兵はコホンと咳せき払ばらいをすると、改めてリリーと若い衛兵を振り返った。

「す、すまないが、わしも少しやらねばならないことを思い出したので、エドガー国王陛下のもとにリリー王女を連れて行くのはお前ひとりでやるように」

　きっと初老の衛兵は今の女中たちの話を聞き、リリーの噂を思い出して慌ててリリーから距離を取らねばと考えたのだろう。

　死に至る伝染病を患っていた、呪われるかもしれない……などと噂される幽霊姫のそばになど、いたくないと思うのが普通だ。

　当然ながらリリーが伝染病を患っていたというのはオリビアを秘密裏に産むためについた嘘なので、誰かに病が伝う染つるということはない。

「かしこまりました。では、リリー様、行きましょう」

「え、ええ……」

「……大丈夫です。リリー様は絶対に、先ほど女中たちが話していたような女性たちと、同じ目には遭わせませんから」

「え……？」

　若い衛兵はそれだけ言うと、リリーを案内するべく先を行ってしまう。

　リリーは急いで彼の後ろをついて歩いたが、たった今言われた言葉が頭の中をかき乱して考えごとをせずにはいられなかった。

（今のは……いったい、どういう意味だったのかしら）

　リリーを、エドガーが手を付けて傷つけた女性たちのようにはさせないということなのだろうか。

（でも、グラスゴーの衛兵であるはずの彼が、なぜ私にそんなことを？）

　リリーは今、若い衛兵が言ったことは聞き間違いかとも考えた。

　けれど彼の言葉ははっきりと、リリーの耳に届いたのだ。

（聞き返したい気持ちもあるけれど、余計なことを言って、ことを荒立ててはいけないし……）

　今のリリーには、『リアムの任務を成功させるためにエドガーの注意を逸らす囮となる』という役目がある。

　結局、リリーはそれ以上その話に触れられないまま、エドガーの待つ王座の間へ向かうことになった。




「失礼いたします。リリー・スペンサー王女をお連れしました」

　両脇に派手やかな美術品の並ぶ回廊をしばらく歩いたところで、若い衛兵が足を止めた。

　目の前には分厚く重厚な扉がある。衛兵が中へと声をかければ、軋み音を立てながら閉ざされていた扉がゆっくりと開かれた。

　まず、一番に目に飛び込んできたのは燦さん爛らんときらめくシャンデリアだった。

　次に、重厚感のある真紅のビロードで覆われている壁が目に入り、王座へと視線を向けたリリーは――そこにいた人物を見て、驚きに目を見開いて固まった。

「そ、そんな……。まさか……」

「リリー・スペンサー王女。よく来てくれた。お元気そうで、なによりだ」

　そう言って王座に座す男は、ニタリと厭いやらしい笑みを浮かべている。

　グラスゴー王国、現国王のエドガーだ。中肉中背の身体に、きらびやかな装飾品を身に着けたエドガーはお世辞にも美男とは言えず、糸のように細い目と、深くハゲあがった頭が特徴的な容姿をしていた。

　けれどリリーが驚いたのは、そんなエドガーの姿を見つけたからではなかった。

　エドガーのすぐ足元で、腕を縛られ跪いている人物の顔に見覚えがあったのだ。

「お、お父様……!?」

「リリー……！　おお……そこにいるのは、リリーか!?」

　リリーが声をあげれば、下を向いていた老人がゆっくりと顔を上げた。

　それは間違いなく、リリーの父であるウォーリック王国、現国王に間違いなかった。

　しかし、頬はすっかりと痩せこけ、白い髭が伸びている様は、ウォーリックの王宮にいた頃とは別人のようだ。

「ど、どうしてお父様がここに――」

　それでもリリーが父である国王を見間違えるはずもない。

　リリーの父であるウォーリック国王は、約一カ月前にグラスゴーがウォーリックに攻め入ってきた際に姿を消して、行方がわからなくなっていた。

　そして、国王がいなくなったせいで、兄のアイザックはラフバラの一部のものから疑いの目を向けられる羽目になったのだ。

（まさか、お父様がグラスゴーにいたなんて……）

　呆然と立ち尽くすリリーを前に、再び不気味な笑みを浮かべたエドガーが、リリーの背後に立つ若い衛兵を含めた他のものたちに「今すぐ部屋を出ていけ」と命令した。

「エドガー……あなたが、父を捕らえていたの？」

「くははっ。間違いではないが、リリー王女が想像していることとは、少し違うなぁ」

「それは、どういうことなの……？」

「仕方がない、僕が一から説明してやろう。ことの始まりは、我が国がウォーリックに攻め入った日のことだ。あの日の僕は、とてもムシャクシャしていてね。なかなかよい返事を寄越さないウォーリックにも腹が立っていたので、少し脅してやろうかと思って我が国の兵士たちを動かしたんだ」

　そう言うエドガーは、おもしろそうに口端を上げてことの顛てん末まつを話し始めた。

「ところがどこでその話を聞きつけたのか、ラフバラの聖騎士団が邪魔に入った。僕たちは十分な準備もしていなかったので、一時的に引き返したら……この男が従者を連れて、グラスゴーへやってきたんだ」

　エドガーの話はこうだ。

　あの日、グラスゴーに攻め入られただけでなく、ウォーリック国内にラフバラ聖騎士団まで入ってきたことを知ったウォーリック国王は、とても大きな間違いを犯した。

　リリーの父は、グラスゴーだけでなくラフバラまでもがウォーリックを侵略にやってきたのだと勘違いしたのだ。

　グラスゴーはともかくとして、大国ラフバラは、ウォーリックが和平の話を袖にし続けたことに、ついに痺れを切らしたに違いない。

　このままでは自分はラフバラに捕らえられ、国を乗っ取られてしまう――。そうなるくらいならば、と思考を切り替えたリリーの父は、〝打倒ラフバラ〟という志を同じくするエドガーのもとへ、協定を持ちかけるために逃げ込んだのだ。

「な、なんてことを……。では、お父様は自ら、自国に攻め入ってきた国へと逃げたということなの？」

「ああ、そうだ。滑こっ稽けいだろう？　愚かなこの男は、ラフバラに対抗心を燃やすあまり、我が国から攻撃を受けたことなど気にも留めていないようだったな」

　エドガーが鼻で笑いたくなる気持ちもわかる。

　つまりリリーの父は、ラフバラが敵であるという思い込みだけを胸に、自国に攻め入ってきたエドガーに助けを求めたというわけだ。

　それはつまり、グラスゴーはウォーリックと同等か、それ以下の国であると見下していたからこそできること。

　加えて言えば、使者を使わずに自身がグラスゴーまでやってきたというのは、ラフバラ聖騎士団に自分が捕らえられるのを恐れてのことに違いなかった。

　それほどリリーの父であるウォーリック国王は、ラフバラに強い恐れを抱いており、同時に、大国・ラフバラに、一矢報いることに執着していた。

「し……しかし、エドガーは私の要求を突っぱねたのだ！　ウォーリックとグラスゴーが手を組むのではなく、ウォーリックはあくまでグラスゴーの支配下に置かれることと思えと私に言って……」

　悔しそうに下唇を噛みしめたリリーの父は、野良犬のような唸り声をあげて王座に座すエドガーを見上げた。

「当然だろう。なぜ貴様が我が国とウォーリックが対等であるなどと勘違いをしていたのか知らないが、こちらを見くびっている様に心の底から腹が立ってなぁ」

　そうしてエドガーは、リリーの父が連れてきたウォーリックの従者たちをその場で斬り捨てると、父を捕らえて地下牢に閉じ込め、屈辱の日々を与え続けた。

「お父様……」

　愚かな父の考えと、憎しみばかりを心に燃やし続けた様に、リリーの目には悔し涙が滲んだ。

　結局、国王は……リリーの父は、己の身のかわいさのためにグラスゴーのエドガーに助けを求めたに他ならないのだ。

　決して、ウォーリックを守るためではない。

　ラフバラになど捕らえられてなるものか。グラスゴーなら自分の言うことを聞いて、ラフバラに一緒に攻め入ってくれるだろう。

　いくら愚鈍と言われるエドガーでも、そんなリリーの父の浅はかな考えに気付かないはずもない。

（お父様は……本当に、王の器ではなかったんだわ）

　その上、そもそもラフバラは……リアムは最初から、ウォーリック国王を捕らえようなどとは考えていなかった。

　あの日、ラフバラはウォーリックを救うために動いてくれていたのだ。

　もちろんそれはリリーの兄であるアイザックの働きかけがあってのことだが、父はそんなことにも気が付かず、ひとりで勘違いをして行動した挙げ句に今の状況に陥ったというわけだ。

「ふははっ。実に笑える話だろう。結局この男は自分で自分の身を危険に晒し、自国も守れず、挙げ句の果てには牢屋から出してもらいたい一心で、自分の娘が生きていることまで打ち明けたのだからな」

「え……」

　思いもよらないエドガーの言葉に目を見張ったリリーは、とっさに声を詰まらせた。

　対してエドガーは、驚き固まるリリーを見てまた厭らしい笑みを浮かべると、王座から立ち上がってゆっくりとリリーとの距離を詰めてくる。

「この男は……あの日見たことを、僕に洗いざらい教えてくれたのだよ」

「あの日、見たこととは……？」

「ああ。ラフバラ聖騎士団の騎士団長が、リリー王女を連れ去るところを見た、と。リリー王女が本当は生きていて、今頃はきっとラフバラに捕らえられているはずだと、僕にすべて話してくれたんだ」

　エドガーの話を聞いたリリーは、信じられない気持ちで父へと目を向けた。

　そうすれば父は縋るような目をリリーへと向け、また予想外の言葉を口にする。

「心優しいお前は必ずや私を助けてくれると思っていたよ。さあ、自分の身と引き換えに、エドガーに私を解放するように頼んでおくれ」

「そんな……」

　父に思いのたけを吐露されたリリーは、顔色を青くして絶句した。

　父は、自分を解放させるためにリリーの秘密をエドガーに話し、リリーを生いけ贄にえとすることで自分は助かろうとしているのだ。

「くははっ、なぁ、おもしろいだろう？　さぁ……お優しいリリー王女は、その男の言う通り、父を解放するように僕に頼み込むのか？　もちろんきみが、僕の言うことに従うというのであれば、話を聞いてやらないこともないが」

　リリーの目の前で立ち止まったエドガーは、ニタリと目を細めて笑った。

（ああ……そうだ。私はこの男の、この目が嫌いだったのよ）

　まるで相手を品定めするような目つきをしている。

　人を人とも思っていないような様子に、言いようのない不快感を覚えずにはいられない。

「どうしてあなたは……そんなにも、私に執着するの？」

　本来なら、リリーの身は捕らえられているリアムと交換される約束だった。

　けれど、ここへ来るまでに女中たちが話していたことが本当ならば――リアムは捕らえられてなどおらず、今もどこかに身を潜めているということだ。

　しかし、リリーの父の身柄を引き合いに出されたら、リアムの引き渡しだけで話を進めることができない。

「僕は、あなたを初めて見た時から、いつかあなたを自分の妻にしたいと思っていたのですよ。いわゆる、運命の恋に落ちたのです。だから、約三年前、婚姻話を持ちかけられた時には喜びで胸が震えた。ああ、ようやくあなたを我が物にすることができる。朝から晩まで、あなたと愛し合えるのだと思ったら、眠れぬ夜も多かった」

　そう言うとエドガーは、ゾッとするような笑みを浮かべた。

　リリーはとっさに後あと退ずさったが、そんなリリーの腕を肉付きのよいエドガーの手が素早く捕まえる。

「痛……っ」

「さぁ、どうしますか？　あなたの返事次第で、その男も、ウォーリックも、守ることができるのですよ」

　今、王座の間にいるのはエドガーにリリー、そして腕を後ろ手で縛られうずくまっているウォーリック国王だけだ。

「僕はあなたを妻にしたら、これまで僕を楽しませてくれた女たちさえ捨ててもいいと思っていた。そして彼女たちの代わりに、毎夜あなたを抱けることを楽しみにしていたのですよ」

「な……っ！」

「それなのに、あなたが不治の病に侵されたと聞いた時は、どれだけ落胆したことか。しばらくしてあなたが亡くなったと聞いた時には悲しみに打ちひしがれて、他の女性を代わりに抱いても、しばらく立ち直ることができませんでした」

　さも当たり前のことのようにエドガーは言ってのけたが、聞けば聞くほど不愉快になる言葉の連続で、さすがのリリーも吐き気を覚えた。

　最初からわかっていたことだが、この男はリリーを含めた女性たちを、道具のようにしか思っていないのだ。

　自分の都合のいい時に、都合のいいように欲望を満たすための存在としか思っていない。

　たとえ国のためとはいえ、こんな男の妻になろうという時期があったかと思うと改めてゾッとした。

　三年前、リリーがオリビアを身籠っていなければ……今頃リリーは本当に、エドガーが言った通りに、この男の慰み者となっていたかもしれないのだ。

「さぁ、リリー王女の答えを聞かせてくれますか？」

「え、ええ……そうね。でも、残念ながら……私はそう簡単に、手に入る女ではありません」

　けれど、リリーは決して怖おじ気けづいたりはしなかった。

　おもむろに口を開いてエドガーの淀んだ瞳を真っすぐに見つめ返すと、嘲るように笑ってみせる。

「そもそも私は今日、取引のためにここへ寄越されたはずです。私の身と引き換えに、先日こちらへやってきたラフバラ聖騎士団の騎士団長、リアム・クラークを解放するという約束でしたよね？」

　リリーのその言葉に、あからさまにエドガーの顔色が曇った。

　眉間に深くシワを寄せ、リリーの腕を掴んでいる手にも力が込められる。

「でも、ここへ来る途中、リアムがどこへ行ったかわからないとお聞きしましたが」

「だ、黙れ！　そんなはずはないだろう!?　あの男は今、離れの牢屋に閉じ込めているだけだ！　余計なことを言えば、今すぐにでもそこにいるウォーリック国王の首が飛ぶぞ！」

　あからさまに動揺したエドガーが吠えた。

　それを見たリリーは顎を上げると、また堂々とした様子でエドガーに反論する。

「父の首を刎はねても、私はあなたの言いなりにはなりません。そしてあなたが言うことが本当ならば、リアムの身が解放されない限り、私は決してあなたのものにはならないわ。なぜならそういう約束で、私は今日ここに来ているからです。リアムが無事に解放されたという証拠がないと、私は絶対にあなたの誘いには頷きません」

　強い口調で断言したリリーは、エドガーを睨むように見つめた。

　本当なら、今この状況でこんなことを言えば、どのような目に遭ってもおかしくはないが――。

　今のリリーは心からリアムを信じ、そして『我々を、信じていただきたい』と言ったラフバラの聖騎士団、ラフバラ国王であるルシアスのことを信じていた。

「ぼ、僕にそんな口をきいていいと思っているのか？　きみが僕に素直に従わなければ、そこにいるウォーリック国王は、本当にどうなるかわからないんだぞ？」

　エドガーのその言葉を聞いたリリーは思わず、王座のそばでうずくまる父を見やった。

　ウォーリックの王宮内では多くの装飾品で身を着飾り、贅の限りを尽くしていた父は今、どこにもいない。

　薄汚れた身体に、みすぼらしい衣服を身にまとった今の父には、国王らしい威厳などはまるで感じられなかった。

　けれどそれは身なりのせいではなく、父の心が私利私欲にまみれて薄汚れてしまっているせいなのだ。

「お父様はこれまで無益な戦争ばかりを重ね、多くの無関係な民の命を犠牲にしてきたわ」

「だから、父の命などどうなっても構わないと言いたいのか？」

「……いいえ、そうではないわ。けれど、人の命を犠牲にしてまで手に入れなければいけないものなどないということを、私はお父様にもっと早くに気が付いてほしかっただけです」

　リリーの言葉を聞いたウォーリック国王は、俯いていた顔を上げるとハッとしたように目を見開いた。

「誰もが恐れる大国の王なんて……そんなもの、民からすれば迷惑なだけよ。たとえ大国と言われなくとも、その国に暮らす民が幸せであるのなら、それでよかったの。お父様がここで過ごした一カ月という辛い日々よりも、もっと辛い毎日を何年と過ごし、やり切れない思いを抱えている民がウォーリックにはたくさんいるわ」

　そう言うとリリーは、悔し涙を浮かべて父を睨んだ。

　ウォーリックの孤児院にいた、ロニーをはじめとした子供たち。

　戦争で命を失った人々や、その家族たち。

　大国であろうがなかろうが、その国に暮らすものの心が豊かであれば、父は誰からも感謝される、誉れ高き国王として讃たたえられたことだろう。

「お父様の目指したことの結果が今よ。そして今のお父様を国王として認めるものは、もうウォーリックには、ひとりもいないわ」

　ウォーリック国王は苦虫を噛み潰したような顔をして、沈黙している。

　実際、ウォーリックでは国王が不在のこの一カ月で、アイザックが国王の代わりとしてこれまで以上に揺るぎない地盤を築いていることだろう。

「だから、私はお父様を助けようとも思えないし、もう二度と、お父様のために自らを犠牲にしようとも思わない。だけど――」

　それでもリリーは、今、父を見捨てることができなかった。

　ボロボロになってうずくまる父を見たら、どうしても、たまらない気持ちになってしまうのだ。

「仮にもし……私が、この身と引き換えに、リアムだけでなく、父の解放も要求したらどうなるのかしら？」

　一呼吸おいて尋ねたリリーを前に、エドガーはまた厭らしい笑みを浮かべた。

「ぐふふっ、それはリリー王女次第だなぁ。リリー王女が今後は僕のもとで、もう二度と生意気な口もきかずに、死ぬまで僕だけの姫として過ごすと言えば、考えてやらないこともないよ」

　そう言うとエドガーは、リリーの腕を掴む手に力を込めた。

　ねっとりとした感触に、思わず肌が粟立ってしまう。

　本当は、こんな男になど一秒も触れてほしくない。反射的に顔を逸らしかけたリリーに対して、エドガーは湿った吐息を口からもらすと、再びニヤリと粘着質な笑みをこぼした。

「リリー王女。あなたは今日から毎日、僕と閨ねやを共にするのだ。リリー王女さえ僕に従っていれば、そこのゴミクズもウォーリックも、ラフバラとのこともすべて、慈悲をかけてやってもいいだろう」

　けれど、そこまで言ったエドガーが、ゆっくりとリリーに顔を近付けようとした、その時――。

「その汚れた手を、今すぐリリーから離せ！」

「え――」

　低く地を這うような声が辺りに響いたのとほぼ同時に、リリーの横を黒い風が駆け抜けた。

「ぎゃ……っ!!」

　そして次の瞬間には、エドガーの身体が後方へと勢いよく吹き飛んだ。

「ぐ……ぅ。き、貴様ぁ!!　どうしてお前が、ここにいるんだ！　逃げ出したんじゃなかったのか!?」

「リア、ム……？」

　現れたのは、ラフバラ聖騎士団の黒い軍服を身にまとったリアムだった。

　艶のある黒髪に、左目を隠す眼帯。

　スラリとした体躯と、手にはラフバラの王家の紋章が刻まれた聖騎士の剣つるぎを握っている。

「逃げ出す？　ハッ、馬鹿な。俺は本来の目的を果たすために、姿をくらませていただけだ」

「本来の目的、だと……？」

「ああ、そうだ。そして、その目的は無事に果たされた。貴様がリリーに気を取られ、地下牢の鍵を蔑ないがしろにしていたうちにな」

　そう言うとリアムは剣を構えたままで、リリーを背後に守るようにエドガーと対峙した。

　リアムの広い背中を見たリリーの胸には、言いようのない安堵が押し寄せる。

「ち、地下牢の鍵だと……？　あれは確かに、僕の寝所に隠しておいたはずで――」

「ああ、そうだ。貴様が政務も行わず、日々女たちと入り浸っていたせいで、鍵を手に入れるのに時間がかかってしまったが……」

　そこまで言ったリアムはチラリと視線だけで背後のリリーを振り返った。

「リリーが貴様の気を逸らしてくれたおかげで、我々は貴様の寝所に侵入し、鍵を十分に探す時間を持てたというわけだ」

　そのためにルシアスはリリーを囮としてグラスゴーに送り込んだのだ。

　リリーに執着しているエドガーであれば、リリーがグラスゴーに来るというだけで浮足立って、注意がそれることは間違いないと踏んでの決断でもあった。

「き、貴様……。そもそも、その、本来の目的とはいったいなんのことだ……っ」

「そうだな。もう、教えてやってもいいだろう。俺がここへ来た目的は、そもそもお前に書状を届けるためではなかった。離れの地下牢に幽閉された、グラスゴーの宰相を務める男に、ラフバラ国王からの密書を届けるためだったのだ」

「な――っ！」

　リアムの言葉を聞いたリリーは、ウォーリックの王宮にいた頃に聞いた話を思い出した。

　エドガーの父である前国王がグラスゴーを治めていた頃は、前国王の右腕となる優秀な宰相がいたという話だ。

　前国王は自分の亡き後、愚鈍な息子が王位に就くことを危惧し、宰相に最大限の助力をするように進言したとも言われていた。

　しかし、なぜかその宰相は二カ月ほど前に行方知らずとなり、王政に口を出すものはいなくなってしまった。

「ここ最近の貴様の目に余る行動は、すべて宰相殿がいなくなったことをきっかけに始まった」

　前国王が逝去して以降も、その優秀な宰相がエドガーを制御してきたのだろう。

　しかし、自分がすることすべてに口を出してくる宰相に嫌気がさしたエドガーは、宰相を捕らえて地下牢に幽閉してしまったというわけだ。

「お前がなにかの切り札として使えるように、宰相殿を生かしているという話は耳に入ってきていたが、あいにく幽閉されている牢は重罪人を閉じ込めるための厳重な錠がいくつもかかっていたために、なかなか手出しができなかった」

「く……っ」

「だが、先ほど無事に宰相殿を救い出し、目的の密書も届けられた。密書には、貴様が前グラスゴー国王陛下を毒殺した件についての証拠と、証言をしたものがラフバラに保護されていることなどが記されている」

　リアムの話を聞いたエドガーは、凍りついたように固まった。

「密書には他にも、貴様のこれまでの悪事をすべて記してある。これでもう、貴様はこれまで通り大きな顔をして国王の座についていることは不可能となるだろう。今頃は俺が助け出した宰相殿の働きかけで、貴様の悪事が明るみになっているところだ」

「な、なっ、なぜ、ラフバラがそのように余計なことを……っ！」

「それは再三、こちらが慈悲をかけてやったというのに、貴様が調子に乗ってラフバラ国王の想いを無下にしたからだ。慈悲深い国王陛下も、貴様がグラスゴーの王でいる限り和平は望めぬと、貴様のことを見限ったというわけだ」

「ぬ、ぬぬぅぅぅ～～！」

　今度は顔を真っ赤にして、エドガーは地面についた拳を握りしめた。

　その拳は怒りと悔しさで震えている。

　ふとリリーが顔を上げると、そんなエドガーの近くに、いつの間にか若い衛兵が立っているのを見つけた。

（あの衛兵は……私をここへ案内してくれた、衛兵よね？）

　衛兵は、仮にも自国の王がコケにされているというのに手を貸そうともしない。

　ただ冷ややかな目をエドガーに向けているだけで、腰にさした剣を抜く素振りもなかった。

「だ、だからって！　今の僕はグラスゴーの国王だぞ！　ラフバラの騎士団長ごときが、この僕に、こんなことをしていいと思っているのか！　おい衛兵！　この無礼な男を今すぐ捕らえろ！　そして地下牢に一生閉じ込めて、苦水を飲ませてやれ！」

　激昂したエドガーがそう命令しても、衛兵はやはり、微動だにしなかった。

「お、おい！　貴様、聞いているのか!?」

「……愚かな奴だ」

「なんだと!?」

「この王宮内に、貴様の味方などもう誰ひとりとしていないのだ。前国王の代から、実質的に国を統べていたのは先も話した宰相殿だった。なにより、貴様のこれまでの愚かな行いを見てきたものは、貴様の失脚を心から望んでいる。貴様はこの国のお荷物で、この国の滅びの元凶であると、いい加減に自覚しろ」

　リアムの厳しい糾弾に、さすがのエドガーも顔色を青くして固まった。

　つまり今、目の前にいる衛兵も、誰ひとりとしてエドガーに忠誠を誓ったものなどいないのだ。

「お前はもう終わりだ、エドガー」

　吐き捨てられた言葉に、エドガーは野良犬のような唸り声をあげた。

「う、ゔゔゔ。こんな……っ、こんなことで、終わってたまるもんか！　僕は国王で、誰よりも偉いんだ！　だから僕には、リリー王女のような綺麗な后がいて当たり前なんだっ！」

「きゃ……っ！」

　エドガーはなにもかもを失い、錯乱してしまったのだろう。

　ぶつぶつとうわ言を言い始めたと思ったら、突然立ち上がってリリーに飛びかかろうとした。

「……っ！」

　リアムは、そんなエドガーに向かって構えていた剣を振り下ろそうと前に出る。

　けれど、すぐ後ろにリリーがいることを思い出すと振り下ろそうとした剣を止め、肘をつきたてエドガーの身体のみぞおちに、深く重く、沈めて止めた。

「ぐ、ぅぅっ！」

　蛙が潰れたような声を出したエドガーは、リアムの眼前で動きを止めた。

　と、次の瞬間、今の今まで微動だにしなかった衛兵が、リアムとリリーに飛びかかったエドガーを背後から羽交い締めにして取り押さえた。

「ぐ、く、クソぉぉぉッ！」

「……っ!?」

　対してエドガーはリアムから引き剥がされる寸前で手を伸ばすと、リアムの左目につけられていた眼帯を掴んだ。

　そのせいでリアムの眼帯は引きちぎれ、衛兵によって後ろに倒されたエドガーに奪われてしまった。

「リアム……っ！」

　とっさに左目を押さえたリアムを見て、リリーは思わず声をあげた。

「怪我をしたの!?」

「いや……問題ない。ただ、眼帯を取られただけだ。それより、リリー。きみは怪我をしていないか？」

　左目を押さえたままで、リアムはリリーの身体に傷がないかを確認した。

（リアムの方が私よりもよっぽど、危険な目に遭ったはずなのに……）

　こんな時でもリアムはリリーの身を一番に案じてくれるのだ。

　ギュッと拳を握りしめたリリーは涙を払って、リアムの顔を見つめ返した。

「どうして構えていた剣を、振り下ろさなかったの？」

「今、奴をこの剣で斬ったら、後ろにいるきみまで、奴の汚い血で汚してしまうと思ったら、振り下ろすことができなかった」

　そう言うとリアムは、リリーを見て困ったような笑みを浮かべる。

　どこまでも優しい彼に、リリーは胸を高鳴らせずにはいられなかった。

「伝令兵から秘密裏に、きみが囮としてグラスゴーに来ることを聞いた時は生きた心地がしなかった……」

「リアム……」

「助けにくるのが遅くなって、すまなかった。なにより、俺が力不足なばかりに、結局きみを危険な目に遭わせてしまって、本当にすまなかった――」

　そう言うとリアムは、リリーを力強く抱きしめた。

　久々に感じる愛しい体温に、リリーの胸は安堵の思いでいっぱいになる。

「リリーが無事で、本当によかった」

「え――」

　けれど、ゆっくりと身体を離された直後、リリーは手が離れたリアムの左目を見て、息を呑んだ。

「リ、リアム。その目は……」

　これまで眼帯で隠されていたリアムの左目の瞳は、リリーやオリビアと同じオリーブ色だったのだ。

「や、やっぱりあなたが、あの時の――」

　リリーの脳裏に、あの晩の光景が蘇る。

　オリビアを身籠った夜、自分を抱いた逞しい腕と甘い声。オリーブの枝を置いて消えた、隻眼の衛兵のこと。

　闇の中で見た、自分と同じオリーブ色の瞳……。そして今、目の前にいる彼の、オリーブ色の瞳。

「やっぱり……あなただったのね」

　呟かれた言葉に、リアムは両瞼をおろして音もなく頷いた。

　リアムは――いわゆるオッドアイだったのだ。

　右目はこれまでリリーが見てきたグレーの瞳。

　そして、ずっと眼帯で隠されていた左の瞳は、リリーとオリビアと同じオリーブ色をしていた。

「すまない、リリー。本当はもっと早くに、きみに打ち明けようと思っていたんだが――」

「リアム様、リリー様！　お怪我はありませんか!?」

「……え？」

　その時、エドガーを捕らえた若い衛兵がリアムの言葉を遮った。

　ハッとしてふたりが目を向ければ、衛兵が心配そうにこちらの様子をうかがっていた。いつの間にかエドガーは抵抗できないように手足を縛られ、無様に床に転がっている。

「ロニー、よくやった。お前が伝令役をしてくれたおかげで、無事に任務を完遂し、リリーを守ることができた」

「ロニー……？」

　リアムが衛兵にかけた言葉に驚いたリリーは、再び驚いて目を剥いた。

　そうして改めて、甲かっ冑ちゅうをまとったグラスゴーの若い衛兵を注意深く見る。

「え……。ロニーって、まさか、あなたは――」

「お久しぶりです、リリー様。今日は花冠をご用意できず、申し訳ありません」

　そう言って朗らかに笑う青年の顔に、リリーは確かに覚えがあった。

　ロニー。ああ、そうだ。彼は間違いなく、ウォーリックの孤児院にいた、あのロニーだ。

　リリーに花の冠をくれて、大きくなったら最強の騎士になるんだと言った、あのロニーに違いなかった。

「ど、どうして……？　どうしてロニーが、ここにいるの!?　寄りにもよって、あなたがグラスゴーの衛兵になっているなんて……」

「ええと、それは話せば長くなるんですけど……。とりあえず俺は、本当はグラスゴーの衛兵ではなく、ラフバラ聖騎士団の密偵として、今はここにいるんです」

「あ……あなたが、聖騎士団の密偵に？」

「はい。伝令兵から、リリー様がグラスゴーに来ると聞いた時には驚きました。まさか、リリー様とこんなところで会うとは思わなかったし、なんとしてもリリー様を守らなければいけないと思って緊張もしてしまって……」

　そう言うとロニーは、照れくさそうに頬をかいた。

（ああ、だから彼はあの時、あんなことを言ったのね）

　リリーが思い出したのは、グラスゴーに着いてから王座の間まで向かう途中で、彼が口にした言葉だ。

　リリー様は女中たちが話していたような女性たちと同じ目には遭わせない――。

　ロニーはもとよりリリーを守るつもりで、あの場でああ言ってくれたのだ。

「本当は俺以外にも何人か、ラフバラの密偵がこの王宮には紛れ込んでいるんですよ」

　だからこそルシアスも、リリーをグラスゴーにやることに、そこまで大きな懸念を抱かなかったのだろう。

「門のところでダスターさんが怒りだしたときには驚きましたけど。でも、ああでもしないと、グラスゴーの要求に従って、すんなりリリー様を渡すのも変ですからね」

「そうだったの……」

「とにもかくにも、リリー様がご無事で本当によかったです」

　今、リリーの目の前にいるロニーには、まだ当時の面影はあるものの、すっかり声変わりして、背もとうにリリーを超し、別人のようでもあった。

「リリー様のおかげで、今の俺がいるんです」

「私の、おかげで？」

「はい。〝憎しみに心を囚われてはダメ。復讐や報復は、決して誰の心も救わない。ただ、負の連鎖を生むだけ〟……って。昔、リリー様に貰ったその言葉はいつだって、弱い俺の心を奮い立たせてくれたんです」

　リリーを見つめるロニーの瞳は、あの頃と変わらず真っすぐで力強かった。

　それに気付いたリリーの目には、思わず涙が滲んでしまう。

（まさか、ロニーとこんなところで会えるとは思わなかった。それに、あの頃の言葉を、彼が今も覚えてくれていたなんて……）

「俺が騎士団に入ったキッカケも、リリー様だったんですよ」

「私が……？」

「はい。リリー様が願う、平和な世を自分の手で作りたい。そう考えていた時にご縁あって、ラフバラ聖騎士団を率いるリアム様に拾っていただいたんです」

　そう言うとロニーは、くすぐったそうにほほ笑んだ。

　頬にはいくつかの切り傷があり、彼が聖騎士団の隊員としてこれまで厳しい訓練に耐え抜いてきたことがよくわかる。

「そうだったのね。ロニー……本当に、ありがとう」

　リリーはそんなロニーを、あの頃と同じように抱きしめようと手を伸ばした。

「……えっ!?」

　けれど、既のところで腰に手を回され、ロニーを抱きしめることは叶わなかった。

「――ダメだ」

「リ、リアム？」

「それ以上は、許さない」

　リリーを捕まえたのはリアムで、彼はなぜかとても不機嫌そうな顔をしている。

　リリーはなぜリアムが怒っているのかもわからず、キョトンとしながら首を傾げることしかできなかった。

「リリーが抱きしめていい男は、生涯、俺ひとりだろう？」

「な……っ！」

「ははっ。本当に、リリー様はリアム様のものになってしまったんですね」

　そんなふたりを見てロニーは笑いながらそう言うと、

「でも、リアム様がご心配している通り、俺はもう小さな子供ではなく、ひとりの男ですから、簡単に抱きしめたりしたらダメですよ」

　と、リリーに向かって大人びた仕草を見せて、自身の胸に手を当てた。

「ロニー？」

「本当はあの頃してもらったみたいに、今度は俺がリリー様を抱きしめたかったけど。そんなことをしたら命がなくなりそうなので、潔く、諦めます」

　そう言ったロニーは改めて、自身の上官であるリアムに向き直った。

　相変わらずリアムは不機嫌そうに顔をしかめていたが、すぐに「ふぅ」と息をつくとリリーの身体をさらにきつく引き寄せた。

「……とりあえず、事後処理は外にいるダスターに指揮を任せる。俺はリリーと一足先にラフバラに戻り、無事に任務完了したことを国王陛下にお伝えすると、外にいる連中に伝えてこい」

　そうしてリアムの指示通り、しばらくしてリリーはリアムと共にグラスゴーをあとにした。

　リアムに支えられ、彼と再会した時に彼が乗っていた黒馬に揺られながら、リリーはこれから世の中が大きく変わる予感を感じていた。

　いつの間にか夜空には宝石のような星々が輝いている。

　満月が作った道をひた走る騎馬は、まるでどこへでもふたりを運んでくれるように力強かった。










未来に繋がる命の絆




「リアム、それにリリー王女。ふたりが任務を完遂し、無事に帰還したことを私は心より嬉しく思う」

　無事にグラスゴーの国境を越えラフバラに帰還したリアムは、連れ帰ったリリーと共にルシアスのもとを訪れた。

　早朝にもかかわらず、ふたりの帰りを寝ずに待っていたらしいルシアスの目の下には、ほんの少しクマらしきものができている。

「この後、エドガー国王の身柄も正式にラフバラへ引き渡される手て筈はずとなっております」

　対して、淡々と任務についての報告を述べたリアムは、終始眉根を寄せて不服そうだった。

　リアムは今回、ルシアスがリリーを巻き込んだことを怒っているのだ。

　ちらりとリリーを見たルシアスは、困ったように笑うと改めてリアムに対して謝罪をした。

「確かに今回の件は、お前に責められても仕方がない。けれど、リリー王女に協力してもらうのが一番の策であることはお前もわかっていただろう？　実際、リリー王女がグラスゴーに行ってくれたおかげでエドガーの気を逸らすことができ、任務を滞りなく完遂することができたはずだ」

　ルシアスの言うことは、もっともだった。

　あれ以上時間がかかれば、両国の間で武力による闘争が起きるのは時間の問題だったのだ。

「それに今回のことは、ふたりの今後のためにも必要なことだったんだ」

「私たちの、今後のためにですか？」

　思わず聞き返したリリーに対して、朗らかな笑みを湛えたルシアスは、今回の一連の策の終着点について話してくれた。

「リリー王女は、リアムから王宮内にアイザック王子に対して疑念を抱いているものたちがいることは聞いているかな？」

「は、はい、少しだけですが、伺いました」

「そのものたちは以前からアイザック王子だけでなく、ウォーリックに対しても不満を持ち、快く思っていない部分があった。……つまり、リリー王女に対しても、同じように思っているというわけだ」

　困ったように言ったルシアスは、今度は視線をリアムに移した。

「そうなれば、リアムがリリー王女を妻としたいと言った場合、そのものたちは強く反対して今度はラフバラの不穏分子となっただろう。リアムは仮にもラフバラ聖騎士団の騎士団長を務める男だ。そのような地位にあるものが、元敵対国の幽霊姫を妻にするというのは、そう簡単な話ではない」

　下手をすればリアムへの信頼も崩れ、ルシアス国王の今の盤石な地位を揺るがす原因になり兼ねないことだった。

「けれど今回、リアムを助けるためにリリー王女が自ら危険を冒してグラスゴーに赴いたことで、その反対勢力を黙らせることができる。実際、リリー王女は、リアムを救うために一役買った勝利の女神なのだからな。それと同時に、次世代のウォーリックがラフバラに敵対心を抱いていないことも証明されて、反対勢力の勢いを止めることができるというわけだ」

　つまり、今回の一件でリリーとリアムの婚姻話の障害がなくなったというわけだ。

　加えて言えば、アイザックへの疑いを晴らす材料ともなった。

　リリーはまさかルシアスがそんなことまで考えてくれていたとは思わず、言葉を失くしたまま大きな瞳を潤ませた。

「ふたりの仲を、私は誰よりも応援している。この不愛想な弟に、ようやく生涯変わらぬ愛を誓う相手ができたのだから、どうにかしたいと思うのが兄心というやつだろう」

　おどけたように言ったルシアスは間違いなく、噂どおりの聡明な王に違いなかった。

　リアムも本当は兄であるルシアスの思惑に気付いているからこそ、強く言えずにいたのだろう。

「しかし、すべてはリリーが無事だったからこそ言えることです」

　低く唸るような声を出したリアムに対して、ルシアスは「そうだな」と呟くと、改めてリリーに「無茶をさせてすまなかった」と、謝罪した。

「しかし、すべてを終わらせるためには、今こそ最高の好機だったのだ。エドガーに対するグラスゴー国民の不満は限界に達していた。軍の兵士たちも今回のことで尊敬する宰相が戻り、再び統制が取れ、落ち着きを取り戻すことだろう。我が国に対しても、宰相殿は最大限の謝辞を述べていたと聞く」

　ふたりのやり取りをうかがいながら、リリーはラフバラへ帰還するまでの間にリアムから聞かされた話を思い出していた。

　当初からルシアスはリリーを囮に使う案をリアムに進言していたということだ。

　けれどそれは絶対に許さない。リリーを危険に晒すくらいなら自分ひとりがグラスゴーに向かうと言ったリアムが、ルシアスの案を断固拒否していた。

　ところがいざ、グラスゴーで立ち回ろうとしても、肝心の宰相を助け出すための牢に入る鍵が手に入らずに足踏みした。

　原因は、エドガーが自分の寝所に鍵を隠していたことにある。エドガーは政務などほとんどしておらず、多くの時間を何人かの女たちと寝所で過ごしてばかりいたらしい。

　さらに、律義にも食事の時にはその鍵を持ち歩いていたということだ。

　結局、リアムがなかなか動けずにいることを伝令兵から聞きつけたルシアスが、当初の策を強行したというわけだ。

　リリーを巻き込むことになってしまったリアムは、心底悔しそうだった。

「そして、大変言い難いのだが……。リリー王女のお父上であるウォーリック国王の処遇も、我々は厳しく検討しなければならない」

　不意に話を振られたリリーは、ハッとして目を瞬かせた。

　リリーの父であるウォーリック国王も、あの後エドガーと共にラフバラに連行されることは、既にリアムから聞かされていた。

「ウォーリック国王は、国王の座を息子であるアイザック王子へと譲り、今後一切国政に関与することはなくなるだろう」

　つまり、父は半永久的にラフバラに幽閉されるということだ。

　それだけのことを、リリーの父であるウォーリック国王はしてきたのだから仕方がない。

　これまで多くの犠牲を払い、民の声を無下にしてきた国王には当然の報いでもあった。

「……もちろんでございます。父の命だけでも生かしてくださるという国王陛下のご慈悲に、心から感謝いたします」

　そう言うとリリーはルシアスに向かって深々と頭を下げた。

　父のことを思うと胸が痛いのも事実だが、これまで父がしてきたことを思えばルシアスが下した決断は寛容なものと言わざるを得ない。

「さて、となればやはり、あとはふたりの婚姻話だけだな」

「え……？」

　けれど、続けられたルシアスの言葉に、リリーは驚いて目を見張った。

「リアムはグラスゴーへの出立前に、今回の任を無事に終え、ウォーリックとの和平が成立したら、正式にリリー王女との結婚を認めてほしいと私に切願していたのだよ」

　思いもよらないルシアスからの話を聞いたリリーは、慌てて隣に立つリアムを見上げた。

　リアムは微動だにせず前を向いているだけだ。

　しかし、ほんのりと耳の先は赤く色付き、心なしか居心地が悪そうにも見えてしまう。

「たった今話した通り、ふたりの間にはもうなんの障害もない。だからこれから先の話は、ふたりのしたいようにするといい。もちろんリアムの希望であれば、明日にでも正式に夫婦となることもできるだろうな。なにより私は、これでようやくかわいい姪っ子にも会えると思うと、嬉しくて仕方がない」

　そう言ってクスクスと笑ったルシアスの顔は、すっかりと弟をかわいがる兄の顔になっていた。

　対してリアムは今、肉親でもある国王に秘密をバラされ、間違いなく照れている。

　それに気付いてしまったリリーの頬にも、隠しようのない淡い赤がさした。

（まさかリアムが、私たちの結婚のことまで国王陛下に頼んでいたなんて……）

　ふたりを見ていたルシアスは、おもしろそうにまた喉を鳴らして笑うと、改めてリアムへと目を向けた。

「冷酷無比の騎士団長という役回りを務めるリアムを、私は心の片隅で心配もしていたが……今、ふたりの幸せな様子を見られて嬉しいよ。リリー王女、リアムのことをよろしく頼む。ふたりの婚姻については、リリー王女の無事を世に知らせると共に、アイザック王子にも正式に認めてもらうこととしよう」

　そうして今後のことについていくつか話をしてから、リリーたちはラフバラの王宮をあとにした。




「おかーたま！　おかえりなさいっ！」

「オリビア……っ」

　その日、リリーがリアムとふたりで邸に戻れば、ふたりの帰りを待っていた面々が大手を広げて出迎えてくれた。

　オリビアはリリーの腕の中にいの一番に飛び込むと、温かい母の胸に甘えるように頬を寄せる。

「オリビア……寂しい思いをさせてしまって、ごめんね」

　小さな身体を力いっぱい抱きしめれば、今さら【無事に帰ってこられた】という実感が湧き、涙がこぼれ落ちそうになった。

「おかーたま。おでかけ、おしまい？」

「ええ。もう、どこにも行かないわ。これからもずっと、お母様はオリビアと一緒にいると誓うわ」

　今度こそ、決して離れたりはしない。

　リリーがそんな想いを胸に誓いを立てれば、オリビアはとても嬉しそうに笑って再びリリーの胸に頬を寄せた。

「……オリビア」

　と、そんなふたりを後ろで見守っていたリアムが一歩前に出る。

　オリビアはリアムの影に気が付くと、リリーの腕の中でゆっくりと顔を上げた。

「あれ……？　おめめ？」

　オリビアは眼帯をしていないリアムを初めて見て戸惑っているのか、ただジッと不思議そうに、彼の顔を見つめていた。

「オリビア、あなたに大切な話があるの」

　その様子を見ていたリリーは腕の力を緩めると、改めてオリビアと対峙した。

　そうして呼吸を整えた後で、穏やかな笑みを湛えてオリビアを見つめる。

「彼は……リアムはね、オリビアのお父様なのよ」

「おとーたま？」

「ええ。これまで事情があってあなたと会うことができなかったのだけれど、お父様はね……。お母様と同じくらい、あなたを愛している人のことよ」

　リリーの話を聞いたオリビアは、一瞬なにかを考え込むそぶりを見せてから、再び静かにリアムを見上げた。

　そんなオリビアと視線を合わせるように、リアムがそっとしゃがみ込む。

　するとオリビアは、リアムの瞳の色が自身と同じオリーブ色をしていることに気が付いたのか、「あっ！」と小さく声をあげて、リアムの左目を指さした。

「おかーたまと、オリビアといっしょ！」

「……ああ、そうだ。同じだ」

「リアムと、おかーたまと、オリビアと、みんないっしょ？」

「そうよ、オリビア……。私たちは、もうずっと前から、繋がっていたのよ……」

　言葉と同時にリリーの瞳から、温かな涙の雫がこぼれ落ちた。

　これまでずっと、オリビアには寂しい思いをさせてきた。

　本来ならば父と母が揃って愛情を注ぐべき我が子に、父という存在の温もりを知らせず、これまでの月日を過ごしてきたのだ。

「リアム……オリビアの、おとーたま？」

　と、オリビアがリアムのことを小さく呼んだ。

　それを聞いたリアムは腕を伸ばして小さな身体を抱き寄せると、温もりを慈しむように、腕の中にそっと収めた。

「ああ、俺が、きみの父親だ。これまでずっと、会うことができなくてすまなかった。でもこれからは、ずっとずっと一緒にいよう。俺がオリビアも、オリビアのお母様のことも守りぬくと誓うから」

「……っ」

　そうしてリアムはオリビアだけでなく、リリーの身体も抱き寄せた。

　温かく逞しい腕はもう二度とふたりを離さないと言わんばかりに愛情深く、その腕の温もりに幸せを感じたリリーの目からは、また大粒の涙がこぼれ落ちた。




＊　＊　＊




「どうやら、眠ってしまったようだな」

　その晩、オリビアはリアムの部屋で寝る間際まで楽しそうにはしゃいでいた。

　オリビアはリアムを父と呼べることが嬉しくてたまらないといった様子だったが、気が付くと糸が切れたように静かになり、今は柔らかいシーツに頬をうずめて眠っている。

「ふふっ。子供って、本当に不思議。さっきまではしゃいでいたと思ったら、こうして突然、予告なく眠ってしまったりするのよ」

　スースーと寝息を立てるオリビアの頬を撫でたリリーは、今度は改めて、窓際に立つリアムのそばまで歩を進めた。

「それで……あなたには、いくつか聞きたいことがあるのだけれど」

　オリビアを起こさないように声を潜めてリリーがリアムに問いかければ、リアムはそっとリリーの腰を自身のそばに引き寄せた。

「オリビアを起こしてしまうとかわいそうだ。バルコニーで話そうか」

　言いながらリアムはリリーの肩にショールをかけて、バルコニーに続く扉を静かに開けた。

　リリーが手すりに手を置けば、そんなリリーを後ろから抱きしめるようにしてリアムがそっと包み込む。

　近すぎる距離にリリーは頬を赤らめたが、リアムはリリーの反応をどこか楽しんでいるようにも見えた。

「……余裕なのね」

「いや、今からきみに話すことは、どこから話せばきみに誤解なく伝わるかと、とても悩んでいるところだ」

　そう言うとリアムはリリーの額にそっと口付けた。

　チュッ、と小さく音を立てて離れた唇は名残惜しそうに、今度はリリーの耳元へと寄せられる。

　リアムはリリーに尋ねられなくとも、リリーがこれから自分になにを聞こうとしているのか悟っている様子だった。

「まず――三年前。あの場所できみと初めて話した時、俺は今のロニーのように、ラフバラ聖騎士団の隊員で、ウォーリックの王宮内に密偵として潜入していた」

「あなたが、密偵に？」

　そうして実際に、リアムはリリーが尋ねたかったことを話し始めた。

　リアムの話では、こういうことだ。

　あの頃、リアムは言葉の通り、密偵としてウォーリック国内に潜入していた。

　ウォーリックの衛兵を装っていたのも、そのためだったのだ。

　片目を隠していたのは、黒髪に灰色の瞳というのがラフバラの前国王を連想させるものだったから。

　けれど戦場で傷を負った兵士を装ったことで、周囲の同情も買うことができ、さらに自分には王宮内の見廻りしか務まらぬという名目ができて一石二鳥だったということらしい。

「密偵という危険な責務を負うことで、俺が王位などには興味がないということを、ラフバラの王宮内に知らしめることも目的のひとつだった」

　当時、ラフバラの王宮内には、リアムが姑息な手を用いて王位を狙っているのではないかという憶測が広まっていたという。

　しかし、リアムは自ら密偵という任を負うことで、自分を疑うものたちの目を変えることができたのだ。

「そもそも前にも言った通り、俺は王位に興味がなかった。そして……結果として、あの晩、きみに出会えた。すべては運命の導きだったように今では思う」

　そこまで言うとリアムは、再びリリーの頬に唇を寄せた。

　話の合間に注がれる甘いキスに、リリーはつい身じろいだが、慌てて彼の胸を押し返すと自身を見つめる二色の瞳を見つめ返した。

「……でも、あなたは私を抱いた後、姿を消したわ。それは、どうして？」

「それは……きみから、きみがエドガーのもとへと嫁ぐという話を聞いたからだ。当時の俺の任務は、ウォーリックの動向を探ることだった。だから、きみがエドガーに嫁ぐことで、ウォーリック国王がラフバラを裏切ろうとしていることを、どうしてもすぐにラフバラ国王に伝えに戻らねばならなかった」

　つまりリアムは、当時、リリーから父であるウォーリック国王がラフバラとの和平を袖にし、グラスゴーと手を組もうとしていることを聞いて、それを早急に報告するためにラフバラへと戻ったのだ。

「それからしばらく、その話が本当に動き出すのかをラフバラ国内で注視していた」

「でも……私が不治の病に侵されたという話が、近隣諸国に広まったことで、情勢が変わったのね」

「ああ、そうだ。それが原因で、きみとエドガーとの婚姻の話もなくなり……。結果として、ウォーリックがラフバラを裏切るという話も断ち消えた」

　仮にもし、話が断ち消えなければ、ラフバラはいつでもウォーリックを攻め落とす準備のひとつもしていたに違いない。

「じゃあ、やっぱり、あの婚姻話はなくなって正解だったのね」

「……ああ。しばらくして、リリーが亡くなったという話を聞いた時には、身が引き裂かれるような思いだった。だが、結果としてあの時、きみがエドガーのもとへと嫁がなかったことで、多くの命が救われたのは事実だろう」

　リアムの言葉を聞いたリリーは、今さらになって自分の選択が正しかったことを思い知った。

「しかし、さすがのラフバラ聖騎士団でも、きみが生きていたことまでは気付けなかった」

　それは、リリーの真実は、ウォーリック王宮内でも一部のものしか知らない機密事項だったからだ。

　さすがにラフバラ聖騎士団の力をもってしても、それを暴くことはできなかったのだろう。

　兄のアイザックも、まさかリリーの子であるオリビアの父がラフバラ聖騎士団の隊員だとは思わず、リリーの存在はリアムにも知られることはなかったのだ。

「きみが生きてさえいれば、たとえエドガーの妻になろうと、きみを奪いに行っただろう。だが、きみはいなくなってしまった。あの日の絶望は……もう二度と、味わいたくはないと思うほどの、恐怖だ」

　リアムはそう言うと、リリーの細い身体を力いっぱい抱きしめた。

　そして、もう逃さないとばかりに、再び彼女の耳元へと唇を寄せる。

「だからあの日……あの場所で、きみと再会した時には夢でも見ているのかと思ったよ」

「……なぜあの日、あなたはあの場所に来たの？」

「ウォーリック国王に書状を届ける前に、もう一度だけあの場所を訪れたかったんだ。俺はあの日、きみに誓った約束を果たすために騎士団長という地位まで上り詰めた。だからあの場所で……亡ききみに、もう一度誓いを立てようと考えていた」

　けれど結果としてリリーが生きていたことを知り、リアムはリリーをラフバラへと連れ帰った。

　そして自分が幼少期を過ごした特別な思い入れのあるこの邸で、リリーたちを大切に匿ったのだ。

「きみを母と呼ぶオリビアをひと目見た瞬間、すべてを察した。きみはオリビアを守るために、自身を死んだことにして、あの場所に身を潜めたのだと――」

　その後、リリーから事情を聞き、想像は確信へと変わった。

　リアムのオリビアを見る目が初めから優しかったのも、オリビアにうさぎのぬいぐるみを買って帰ってきたのも、すべては愛する娘になにかできないかというリアムの父としての想いからだったのだ。

「これまで、きみひとりに不安な思いをさせてばかりですまなかった。これまでオリビアを守り、産み育ててくれて本当にありがとう」

「リアム……」

「本当は、もっと早くにこの話も打ち明けたかった。だが、当初リリーに拒絶されたこともあって、なかなか言い出せずにいて……。いざ言おうとした時にも邪魔が入り、結局今日を迎えてしまった。しかし、俺はこれまでできなかった分も、ふたりのことを守り、支えていくと決めた。リリーとオリビアは何者にも代えがたい、俺の愛する大切な家族だ」

　リアムの熱い言葉に、リリーの目には涙が滲んだ。

　オリビアを産み育ててきた約二年半、一度も泣いたことなどなかったのに、彼と再会してからは涙もろくなった気がする。

「ウォーリック国王の件も、きみに話せずにすまなかった。自分の父である男が自国を裏切り、他国に逃げた挙句に捕らえられていると知れば……きみが傷つき、悲しむのではないかと思ったら、正直に話せなかった」

　リアムはグラスゴーに発つ前に、リリーが『誰が自分が生きていることをエドガーに知らせたのか』と聞いた時のことを言っているのだろう。

　あの時リアムは『それはまた、時間がある時に説明させてくれ』と答えたが、リリーを気遣って真実を伏せてくれたのだ。

　リアムの思いを知ったリリーは、そっと首を左右に振った。やはりリアムは、どこまでも優しい人だ。父のことに関しては、リアムに非はひとつもない。

「俺は、これからはオリビアの父として、認めてもらえるように善処する」

　真面目なリアムの言葉に、リリーは涙を浮かべながら小さく笑った。

「ふふっ。それならまずは、アイザックお兄様を超えなければならないわね」

「アイザック王子を？」

「ええ。オリビアはアイザックお兄様のことが大好きで……。お兄様を見ると、私を見つけた時のように両手を広げて駆け寄っていったのよ」

　それはリリーを置いて去ったリアムへの、意地悪な報復のつもりだった。

　けれどリリーのその言葉を聞いたリアムは眉間に深いシワを寄せ、長い睫毛に縁取られた瞼をそっと閉じてしまう。

「……俺は将来、オリビアを嫁に出すつもりはない」

「え？」

「アイザック王子、か。そうだな。では次に会った時には、今回の件でそれなりの責任を取ってもらうことにしよう」

「ちょ、ちょっと待って、リアム……！　今のはほんの冗談で――んんっ！」

　と、慌てて弁明しようとしたリリーの唇を、リアムの唇が乱暴に塞いだ。

　噛みつくようなキスはリリーに抵抗の隙を与えず、あっという間にリリーの身体の力まで奪ってしまう。

「リア、ム……。ダメ、こんなところで……」

　バルコニーで交わされるキスには背徳感があり、今すぐ逃げ出したい気持ちに駆られる。

　けれど当然、リアムがリリーを逃すはずもない。

　その証拠にキスは段々と深いものへと変わっていき、次第にふたりの唇から切ない吐息が漏れ始めた。

「リアム……もう……っ」

「そうだ……。そういえば、リリーへのお仕置きが、まだだったな」

「おし、おき……？」

「そうだ。今度は俺が、リリーに事情を聞く番だろう？」

　そう言うとリアムはリリーの身体をさらに強く引き寄せた。

「なぜ、きみは俺があれだけ言ったのにもかかわらず、グラスゴーに来た？　たとえ国王陛下の命令だとしても、俺が許すと思ったか？」

「そんな……っ」

　リアムの厳しい言葉にリリーが顔色を青くすると、リアムは意地悪な笑みを浮かべてリリーの顔を覗き込んだ。

「許してほしいと思うのなら、今晩は俺の思うままにきみを抱くことを許可してもらおう」

「え……！」

「もちろん、夜が明けるまで、何度でもだ。きみがこの間のように、いくら許してほしいと鳴いても、今晩は絶対に攻める手を緩めない」

「な……っ」

　リアムはそう言うと、はだけたリリーの背中に指先を滑らせた。

　男らしい指は前回見つけたリリーの弱点を撫で、的確に甘い刺激を与えていく。

「夜明けまではまだ十分に時間もある。今日はきみの身体を隅々まで愛でて、きみの弱いところも乱れた姿も、思う存分、堪能させてもらうとしよう」

「ん……っ！」

　言い終えたリアムは再び、リリーに噛み付くようなキスをした。

　獰猛な獣のような彼の熱に、身も心も溶かされてしまいそうになる。

　この先何度、リリーはこの優しい獣に激しく抱かれるのだろう。

　考えたら考えただけ、身体の芯が熱く疼いた。

　彼から与えられる熱はあまりにも刺激的すぎて……。たまらなく恥ずかしい気持ちになって、つい自分が自分でなくなってしまうのだ。

「リリー、愛している」

　バルコニーの手すりに追い詰められたリリーに、当然ながら逃げ場などあるはずもなかった。

　けれど、それを理由にリリーはリアムに身を委ねようと身体から力を抜いた。

　そして、そんなリリーの思いに気が付いたリアムはゆっくりと唇を離して、リリーをソファに運ぶために抱え上げようとしたのだが――。

「おかーたま？　おとーたま？」

「……っ！」

　いつ起きたのか、オリビアが眠い目を擦りながらふたりのもとまでやってきた。

　小さな腕には白いうさぎのぬいぐるみが抱えられている。

　それを見たふたりは慌てて距離を取ると、すぐにオリビアのもとへと駆け寄った。

「ど、どうしたの、オリビア？」

「怖い夢でも見たのか？」

「んーん。さんにんで、いっしょ。ねよぉ？」

　世界で一番かわいらしいそのお願いに、敵うものなどあるはずもない。

　リリーとリアムは互いに顔を見合わせクスリと笑うと、小さな手を取り寝室へと戻っていった。

「続きはまた、明日にでも」

　美しい月明かりの差す部屋で、三つの影が静かに重なる。

　夜空に浮かぶ満月だけが、その様子をほほ笑ましく見守っていた――。










もうひとつの真実の行方




「あなたももう、来年には十六になるのね」

　初夏を迎えた庭先では、向日葵ひまわりの花が揺れていた。

　自分よりも頭ひとつほど背の高いロニーを眩しそうに見上げたリリーは、グラスゴー以来の再会に胸を躍らせていた。

　今日、ロニーはリアムの補佐という名目で、リリーたちの住む邸を訪れているのだ。

　それはロニーと話をしたいというリリーの願いを、リアムが渋々聞き入れて実現の運びとなった。

「でも、グラスゴーであなたがロニーだと知った時には本当に驚いたわ。あの孤児院は……今、どうなっているのかしら。あなた以外の、エマや他の子供たちは元気に暮らしているの？」

　心配そうにロニーを見上げたリリーに対して、ロニーはニッコリと屈託のない笑みを浮かべる。

「孤児院の子供たちは今でも元気に暮らしていると聞いています。エマも大きくなって、今じゃすっかり姉貴面してるって、司祭様が言っていました」

「そうなの……！」

「それに、リリー様のご意志を継いで、アイザック国王が孤児院への支援も継続してくださっているんですよ。リアム様も相変わらずご支援くださっているし、きっと孤児院で暮らす子供たちも、大丈夫だと思います」

「え？」

　ロニーの言葉を聞いたリリーは、思わず首を傾げてしまった。

「リアムが相変わらず支援をしているというのは、どういうこと？」

「え？」

　そしてロニーもリリーからの質問に、驚いた様子で目を見開いて首を傾げた。

「もしかして、ご存知ないんですか？」

　ロニーの言葉に、リリーはまた頭の上にクエスチョンマークを浮かべてしまった。

　そんなリリーを見て、ロニーは一瞬、口篭ってから意を決したように話を始める。

「リリー様は、覚えていらっしゃいますか？　ほら、毎年、豊穣の女神マイアの祭りに合わせて、孤児院にプレゼントが贈られてきていたことを……」

「ええ、もちろん。名もなき贈り主様からの、ご支援のことよね」

「はい。当時は、誰から贈られてきているのか、俺もさっぱりわからなかったんですが……。リリー様が亡くなられたという話を聞いた翌年、俺は贈り主様の使者を捕まえることに成功したんです」

　ロニーの話を聞くと、つまりはこういうことだ。

　ロニーはグラスゴーでも言っていた通り、リリーの訃報を聞き、彼女の意志を継ぐことを決意した。

　平和な世を作るために尽力しようと考えたということだ。

　そこで、どうにかしてその足掛かりを見つけたかった。

　そんな時、偶然プレゼントを届けに来た、〝名もなき贈り主〟の使者を見つけた。

　ロニーはその使者に素直に自分の思いを伝え、どうにかして贈り主に取り次いでもらえないかと頼み込んだということだ。

「そして、その使者さんが連れて行ってくださったのが、リアム様のところだったんです」

「リアム……？」

「はい、そうです。つまりですね、毎年孤児院にプレゼントを贈ってくださっていたのはリアム様で、リアム様の命を受けて孤児院に贈り物を届けに来ていたのが、この邸の使用人頭を務めるローガン様だったのですよ」

「え……！」

　思いもよらない事実を知ったリリーは、驚きのあまり声を詰まらせた。

（いつかお会いしたいと思っていた名もなき贈り主様が、まさかリアムだったなんて……）

「あ……じゃ、じゃあ、もしかしてロニーがリアムに私の話を……？」

「え？　あ、ああ、はい。騎士団への志願理由を話した時に、孤児院にいた頃のリリー様とのお話もリアム様にさせていただきました」

　ロニーの話を聞いたリリーは、以前、リアムに『どうして、孤児院のことをあなたが知っているの？』と聞いた時のことを思い出した。

　あの時リアムは、侍女のソフィアから話を聞いたのだと言っていたが、本当はロニーから聞いて知っていたのだ。

「リリー様は、本当に名もなき贈り主様の正体がリアム様だと知らなかったんですか？　俺はてっきり、リリー様はそれを知って、リアム様を好きになったのかと思ってました」

　続けられたロニーの言葉に、リリーはブンブンと首を横に振った。

「だ、だって、彼はそんなことはひと言も言っていなかったんだもの！」

「そうだったんですね。でも、今俺が言った通り、リアム様が名もなき贈り主様であるというのは本当ですよ。リアム様は幼少期にここで過ごされた際に使用した服や書物を、あの孤児院に届けてくださっていたのです」

　幼い頃のリアムは、王宮内で蔑まれてはいたがそれなりの施しを受けていたのだ。

　王の息子であるのなら当然と言えば当然のことだが、まさか当時の服や書物を、リアムがローガンに命じて、孤児院で暮らす子供たちへと届けていたなど、誰が気付くだろう。

　その上リアムは、それ以外にも果物や、新しい洋服や書物も届けてくれていた。

　そう考えるとリリーとリアムは、出会うべくして出会ったのかもしれない。

「リアム様は騎士団に志願されてから、自分たちとの戦いのせいで家や家族を失った孤児である俺たちを、いつも気にかけてくださっていたんです。俺も、最初にリアム様のところに連れて行かれた時には本当に驚きました。でも今は、あの時勇気を出して、前に足を踏み出してよかったなと思っています」

　ヘヘッと笑ったロニーの笑顔は晴れ晴れとしたものだった。

　リアムは昔から、敵味方関係なく、戦争によって苦しんでいる子供たちを救うべく動いていたのだ。

　ラフバラの聖騎士団の隊員である彼が、無関係のウォーリックの孤児院に支援をしてくれていたのがなによりの証拠だ。

『いつか……世界中の子供たちが安心して眠れる夜がくるように、俺も毎日願っている』

　あの日、彼が口にした言葉に嘘はなかった。

　改めてそれを知ったリリーの胸は熱くなり、リアムを知れば知るほど、彼への想いは大きくなる一方だった。

「……随分と、仲がよさそうだな」

　と、噂をすればリアムが、オリビアを肩車しながらやってきた。

　不機嫌そうな彼の様子にロニーはほんの少し焦っているようだったが、リリーは彼の秘密を知って、たまらなく誇らしい気持ちでいっぱいだった。

「今、あなたの話をしていたのよ」

「リ、リリー様！」

「ふふっ。ロニーは、あなたのことを心から尊敬しているって。それを聞いて私は、あなたのことを、もっともっと好きになったわ」

　リリーがそう言って朗らかに笑うと、リアムの頬には隠し切れない赤がさす。

「おとーたま！　おねつ？」

「ふふっ、違うのよ、オリビア。お父様はね、ちょっと照れているだけなの」

「てれてる？」

　リリーの言葉に、リアムは小さく舌を打った。

　さすがのリアムもオリビアとロニーのいる前では、リリーに甘い報復をすることはできないようだ。

　リアムはリリーに、「あとで覚えていろよ」と口の動きだけで伝えると、再びオリビアを連れて庭の中心へと消えていく。

　そんな彼の背中を見送りながら、リリーは太陽を見つめるように、そっと目を細めてほほ笑んだ。
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「リリー、昼間のことは覚えているだろうな」

　その晩、オリビアがすっかりと眠った頃に、任務を終えて帰ってきたリアムがリリーをソファに追い詰めた。

　薄手のナイトドレスを身に着けているリリーは、「なんのこと？」としらを切ろうとしたが、当然、リアムが許すはずもない。

「オリビアはグッスリ眠っているし、きみが大きな声さえ出さなければ起きることもないだろう」

「ん……っ」

　言いながらリアムは騎士団のコートを脱ぐと、リリーを抱きかかえて自身の膝を跨ぐように向かい合わせで座らせた。

「や……っ、こんな格好は、恥ずかしいわ……」

「恥ずかしくなければ、お仕置きにはならないだろう？　今日は予告通りにたっぷりと、リリーの身体の隅々まで虐いじめてやろう」

　言いながら、リアムの長い指がリリーの身体を弄ぶように肌の上を滑っていく。

　リアムはこうしてリリーの反応を楽しむように焦らすのが好きなのだ。

　そして、リリーをたっぷりと乱れさせて甘い声を堪能した後で、彼女の中心を深く貫く。

　その際にリリーの耳元で揺れるペリドットのイヤリングは、彼女がリアムを想う証のひとつだ。

「リアム……っ、ダメ……っ」

「リリーが抵抗したところで、逃げることなど不可能だということは、もうよくわかっているだろう？」

「あ……っ」

「乱れているきみも、たまらなく愛しい。……もう二度と、俺以外の男にきみは触らせない。リリーがこうして乱れていいのは、俺の腕の中だけだ」

　そう言ったリアムに何度も何度も甘い刺激を与えられ、リリーの身体は次第に彼の熱に溺れていった。

　リアムと過ごす夜はとても長く、そして休む暇を与えてくれない。

　それでもいつの間にかリリーも彼に身体を預け、溶けるような甘い熱を共有するのだ。

　これまで、すれ違っていた時間を埋めるように。

　もう二度と離れることのないように――。

「リリー……、愛している」

「リアム……っ。私もあなたを、愛しているわ」

　ふたりは何度も深く、互いを求めて愛を繋いだ。




「ねぇ、リアム……。ひとつ、聞いてもいい？」

　貝殻のように手を重ね、白み始めた空を眺めながらリリーはリアムに尋ねた。

「これまでどうして、眼帯で左目を隠していたの？」

　そっと手を伸ばしたリリーは、眼帯の外されたリアムの左瞼に優しく触れた。

　グラスゴーでエドガーに引きちぎられてからというもの、リアムは眼帯をつけることをやめたのだ。

　これまで頑なに眼帯を外さなかった理由を、リリーはずっと知りたかった。

「俺の左目は、母譲りの色なんだ」

「お母様の？」

「ああ。母はこの左目と同じ、オリーブ色の瞳をしていた」

　リリーの頬にかかる髪をすくってキスをしたリアムは、今度は愛おしそうにリリーの髪を優しく撫でた。

「そして前にも少し話したが、右目のグレーの瞳は父譲りだ。だから俺は……騎士団長という任についてからは、母譲りの左目を隠してきた」

「どうして……？」

「それは俺が騎士団長になってから見るものを、母が見たら悲しむだろうと思ったからだ。実際、多くの命が消える場面をこれまで何度もこの目で見てきた。だから俺は、いつでも眼帯をつけて、その光景を瞳に映さないようにしていたんだ」

　リアムの心に秘められていた想いを知ったリリーは、そっと彼の胸に頬を寄せた。

　リアムの母もきっと、彼と同じように平和を願う優しい心を持った人だったのだろう。今、リアムの話を聞いただけで想像することができたリリーは、とても穏やかな笑みを浮かべた。

「とても立派な、お母様だったのね」

「……ああ。オリビアの母であるきみと同じように、とても気高い心を持った母だった」

　そう言うとリアムは、もう一度リリーの髪に口付けた。

　彼の母の気高い心は、彼の息子であるリアムに受け継がれている。

　そうして繋がれた命はきっと、またどこかで誰かを救う道標となるのだろう。

「だが、もう眼帯で視界を塞ふさぐ必要はない。これからこの目で見る景色は、愛しいきみとオリビアと歩む、希望に満ちた未来だからな」

「リアム……」

　真っすぐにリリーを見るリアムの目は美しく輝いている。

　リリーの頬には温かな涙が伝い、それをリアムの指がそっと優しく拭った。

「好きよ、あなたが大好き。これからはずっと、私たちのことを離さないで……」

　言いながらリリーはリアムの首に腕を回し、初めて自分からリアムにキスをした。

　そんなリリーを、リアムは愛おしげに見つめている。

　そして小さく寝息を立てるふたりの愛の結晶は、幸せな夢を見ているのか、眠ったままで「ふふっ」と声をこぼして笑った。

「俺も、リリーを愛している。そして、同じように娘のオリビアを愛している。もう二度と、ふたりのことは離さない。だから、これからもずっと、俺のそばで笑っていてくれ――」

　交わされたキスは誓いの証。

　今、三人で新しい朝を迎えられることにリリーは幸せを感じながら、愛しいふたりのそばで花が咲いたようにほほ笑んだ。










騎士団長と小さなお姫様




「おとーたまなんて、だいっきらい！」

　ある日の昼下がり、リリーとリアムの愛娘であるオリビアは、すっかりご立腹の様子で父のリアムを糾弾した。

　発端はといえば、オリビアの質問に、リアムが無駄に真面目に答えてしまったことにある。

「オリビア。お父様に対して大嫌いだなんて、絶対に言ってはダメよ」

　オリビアの泣き声を聞きつけてやってきたリリーは、父であるリアムの代わりにオリビアのことを窘めた。

「おかーたまもきらい！　オリビア、もうソフィアとけっこんする！」

「え？　結婚？」

　結局オリビアは、泣きながらリリーの侍女であるソフィアのもとへと行ってしまった。

　残されたリアムとリリーの間には、なんとも言えない微妙な空気が流れてしまう。

「……ねぇ、どうしてオリビアは泣いていたの？」

　不意にリリーに尋ねられ、思わずリアムの眉間にシワが寄った。

　リアムは今、妻であるリリーにどうやってことの次第を伝えたらよいのか迷っているのだ。

　結局、リアムは答えに迷った後で、リリーにはごまかしはきかないだろうと判断した。

　渋々、ことの顛末を打ち明ける様子は、冷酷無比な騎士団長とはほど遠い。

「オリビアに、お父様と結婚したいと言われたんだ。だが、そのオリビアの純粋な気持ちを、俺は無下にしてしまった」

「無下に？」

「ああ。俺はリリーと結婚していて、リリー以外を妻にするつもりはないし、女性としては生涯リリーしか愛せない。だからオリビアとも結婚はできないと、そう答えたら、先ほどの状況ができあがった」

　言いながら、リアムは「ふぅ」と悩まし気な息を吐いた。

　オリビアがここに来たばかりの頃、オリビアの中での異性の一番は、リリーの兄であるアイザック国王だった。

　それは仕方がないことだと、リアムは頭ではわかっていたが、どうにも不愉快でたまらなかったのだ。

　だからこれまでの月日、リアムは任務の合間を縫って、少しでもオリビアと触れ合える時間を確保した。

　もちろんそれでも足りないくらいだとリアムは思っていたが、先ほどついにオリビアからプロポーズを受けるまでになったのだ。

「本当は、オリビアから結婚したいと言われて嬉しかったんだ。だが、俺が融通がきかないばかりに、オリビアを傷つけてしまったかもしれない」

　思わずといった様子で息を吐いたリアムは、らしくもなくリリーの肩に頭を載せた。

「ふふっ、そういうことだったの」

　するとすぐに、リアムの耳元で甘い吐息と鈴の転がるような声が聞こえた。

「……笑ってくれるな」

「ごめんなさい。でも、ふたりのやり取りを想像したら、なんだかおかしくって」

　クスクスと笑みをこぼすリリーはただ笑っているだけなのに女神のように美しく、ほんのりと色付いた白い肌はどれだけ触れても飽きることを知らない。

　ドクン、と自身の鼓動が脈打ったことに気付いたリアムは、不意にリリーの肩から顔を上げるとリリーの頬にキスをした。

「リアム？」

「……リリー、部屋の中に移動しよう」

「え……っ、ちょ……リアム!?」

　強引にリリーの腰を引き寄せたリアムは、そのままリリーをドレッシングルームへと連れ込んだ。

　そうして、あっという間に舌と指でリリーの身体を溶かしていく。

「んん……っ、ダメ、こんなところで――」

「では、どこならいいんだ？」

「どこならいいって、それは――っ」

「俺はいつでも、リリーの甘い声を聞いていたい。たとえそれが、このドレッシングルームであろうとも、変わらない」

「あ……んっ、」

　言葉と同時に強引に、リアムはリリーの唇を塞いだ。

　そうすれば初めこそ抵抗をしていたリリーも、段々と力を抜いて、リアムに身体を委ね始めた。

「リア、ム……っ」

「ほら、よく見るといい。鏡には、俺に早く抱かれたいと願うきみが映っている」

「や……っ」

　顔を逸らしたリリーを見て、リアムは自分の中の熱がたぎるのを感じた。

　いつも気高く、高潔な彼女の乱れた姿を見られるのは自分だけだと思うと、たまらない気持ちになるのだ。

　もっと乱してやりたくなる。

　もっともっと鳴かせて自分だけに夢中にさせて、自分自身を彼女の中に刻み込んでやりたくなる――。

「リリーのそんな顔は、絶対に他の男には見せたくないな」

「そん、なの……っ」

「他の男には、指一本触れさせない。それがロニーであろうと、ダスターであろうと、きみに触れて、きみを乱すことができるのは生涯俺ひとりだ」

　どれだけ熱い想いをリリーにぶつけても、結局、最後はリリーの甘さにやられてしまう。

　いつの間にかリリーに心が埋め尽くされて、彼女に夢中になっているのはリアム自身なのだ。

　だから、リアムがオリビアに告げた言葉に嘘はなかった。

「生涯、俺が愛する女性は、リリーだけだ――」
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「オリビアは、ろーがんとけっこんする！」

　そうしてリアムがリリーとの熱に溺れた後で、改めてオリビアのもとを訪ねると、思わぬ事態がリアムを襲うこととなった。

　今、リアムの目の前にはローガンと仲良く手を繋いでいるオリビアがいる。

　ローガンはこれでもかと目を細めながら、嬉しそうにオリビアの話を聞いていた。

「ろーがんは、やさしいもん！　おりびあ、ろーがんがだいすき！」

「勿体ないお言葉です、オリビア様」

「待て、オリビア。ローガンと結婚するとは、聞き捨てならないな。そもそも俺との結婚はどうした。俺はオリビアが嫁に行くなど、絶対に認めないからな」

　やけに真剣なリアムは、オリビアの前に跪いて事情を聞いたが、オリビアは問題のローガンと相変わらず手を繋いだまま嬉しそうに笑っている。

「……ふふっ、ライバルが増えちゃったわね」

　またクスクスと笑うリリーの首筋には、先ほどまではなかった赤い花が咲いている。

　けれど今回はさすがのリアムも、リリーの甘い熱に溺れた自分を悔いていた。

　あの時、すぐにオリビアを追いかけていれば――。ようやく手に入れた愛娘の『最愛』を、みすみす他の男に譲ることもなかったのだ。

「オリビア、もう一度よく話し合おう」

「やだっ。だって、おとーたまは、おかーたまとけっこんしてるんでしょ！」

「それは――おい、ローガン。お前の入れ知恵か？」

「滅相もありません」

　きっと、騎士団の面々がこんなリアムを見たら驚くだろう。

　そんなことを想像しながら、リアムのそばに立つリリーは、穏やかな気持ちでほほ笑んだ。




「オリビア、これで許してほしい」

　そうして翌日、花の冠を持ったリアムがオリビアの許しを乞えば、オリビアはその冠を頭に載せて、リリーそっくりな天使のような笑みを浮かべた。

「おとーたま、だぁいすき！」

　またひとつ、季節が巡っていく。

　愛しい娘を抱きしめたリアムの心は、言葉にできないほどの幸せで満たされていた。




Ｆｉｎ
















特別書き下ろし番外編










愛のかたちと永遠の約束




「待て、リアム。それはいったい、どういうことだ」

　その日、リアム率いるラフバラ聖騎士団は国王ルシアスの命を受け、秘密裏に繋がりを持つウォーリック王国の危機を救うべく一個小隊で動いていた。

　しかし任務を終え、報告のために王宮を訪れたリアムの話を聞いたルシアスは、驚きのあまり自分の耳を疑った。

「そのままの意味です。今から約三年前、不治の病に侵され亡くなったとされていたリリー王女が実は生きていたのです。だから自分は彼女と……彼女の侍女、そして彼女の娘を保護いたしました」

　国王執務室に凜と通る声で言ったリアムを前に、ルシアスは唖然として固まった。

　死んだはずの王女が生きていた？　それも今の話では、娘がいるということだ。

　そしてその王女たちを、ラフバラ聖騎士団が保護した。

　リアムは執務室へやってくるなり、『機密事項を報告したい』と言って、ルシアスに念入りに人払いを頼んだのだ。

　それがまさか、こんな話であるとは思いもしない。

「……すまない。今の話を聞いただけでは、まだ私もすべてを把握しきれない。もう少し、詳細を丁寧に話してくれ」

　ルシアスが眉間を押さえながら言うと、リアムは改めて事態の詳細を話し始めた。

「リリー王女は約三年前、グラスゴーのエドガーのもとに嫁ぐ予定でした」

「ああ、それは当時密偵としてウォーリックに潜入していたお前からの報告で聞いた話だな」

「はい。しかしリリー王女は自国の衛兵を務めていた男との子を身籠り、己の身を死んだことにしてエドガーとの婚姻話を破断したのです」

「王女が衛兵との子を身籠っただと？」

「……そうです。そして、ウォーリックの王宮庭園の森の奥にある古く小さな家で、秘密裏に出産した愛娘と共に、今日まで身を隠しながら暮らしていました」

　神妙な面持ちで言ったリアムは、長い睫毛を伏せた後、太ももの横で握りしめた拳に力を込めた。

　その、どこか憂いを帯びた表情にルシアスは違和感を覚えたが、今は報告された話への興味の方が強く、リアムの機微に触れることはなかった。

「いわゆる身分違いの恋というやつか。リリー王女は聡明で責任感の強い王女だと聞いていたが……あまりに意外な話だな」

　口元に手をあてたルシアスは、形のよい目をわずかに細めて息を吐いた。

　ルシアスは合理的かつ利発な男だ。〝ウォーリックの可憐な花〟と謳われる美貌を持ちながら、慈悲深く聡明であると有名だったリリーに、過去、一目を置いていた。

「それで、どこにリリー王女たちを保護しているんだ。騎士団の基地にある一室か？」

「いいえ……。王都の外れにある、自分の別宅です」

「リアムの、別宅だと？」

「はい。そこに、リリー王女と娘のオリビア、王女の侍女の三人を保護しております」

　リアムの報告を聞いたルシアスは、珍しく返す言葉を失って黙り込んだ。

　抜かりのないリアムのことだ。もちろん、邸には厳重な警備をつけているのだろう。

　だが、それにしても不思議な話だとルシアスは考えずにいられなかった。

　まだ正式に和平も結べていない対立国の幽霊姫だけでなく、その娘と侍女まで自分の邸で保護するなど前代未聞だ。

　リアムはラフバラ聖騎士団の【冷酷無比】な騎士団長として、近隣諸国にまで名を馳せている男だ。

　普段のリアムであれば、いわくつきの他国の王女を、己の邸に保護するなど絶対にしないことだろう。

「敢えて聞くが、その別宅というのは、お前が幼少期を母君と過ごした特別な思い入れのある邸のことか？」

「……はい、そうです」

「ではなぜ、寄りにもよってその邸に、彼女たちを保護することにしたんだ」

　ルシアスが尋ねると、リアムは俯いて黙り込んだ。

　リアムから聞かされた今の話とその反応から、なにかリアムが任務とは違う私情を挟んでいることがルシアスにも見て取れた。

「……リリー王女は、お前にとって特別な思い入れのある相手なのか？」

　訝しげな表情を浮かべてルシアスが尋ねれば、リアムはゆっくりと端正な顔を上げて頷いた。

　その目には隠しきれない熱情と、ひたむきな想いが滲んでいる。

「まさかお前は……ひとりの男として、彼女に想いを寄せているとでも？」

　核心を突く質問に、リアムは覚悟を決めたように胸に手を当てると兄であるルシアスに力強い眼差しを向けた。

「――はい。自分は彼女を愛しています」

「冗談だろう？　今のお前の話が事実であれば、仮にもリリー王女には自分を死んだことにしてでも守りたかった男と娘がいるんだぞ」

　間髪入れずにルシアスが言えば、リアムは今度は眉根を寄せて、表情を歪ませた。

「彼女の娘は――自分との間にできた子なのです」

「……なんだと？　それこそ悪い冗談だ」

「いえ、決して冗談などではありません。今から約三年前……密偵としてウォーリックの衛兵を装い情報収集をしていた自分は、彼女とたった一度だけ、深い関係を持ちました。彼女の愛娘であるオリビアは、その時できた俺の子供です」

　リアムの告白を聞いたルシアスは、まるでこめかみを強く殴られたような衝撃を受けた。

　あまりに予想外の話だ。まさか、対立国の王女の愛娘が、自国の聖騎士団の騎士団長を務める男との間にできた子だなどと、いったい誰が信じるだろう。

「お前の、勘違いではないのか」

「勘違いではありません。リリー王女の話を聞き、娘のオリビアに会い――自分と同じ髪色をしているのを見て、確信を持ちました」

　今度こそルシアスは頭を抱えたくなった。

　対するリアムもルシアスを前に、決まりが悪いといった様子で視線を下に落としてしまう。

　任務中、常に冷静沈着、ポーカーフェイスを崩さない男が今、国王の前で心を揺らしているのだ。

　信じられない話だ。しかし、リアムの態度を目まの当たりにしたら、今リアムが言ったことが悪い冗談などではなく真実なのだと受け止めざるを得なかった。

「リアム……お前、自分がとんでもないことをしてしまったという自覚はあるのか」

　精いっぱい心を落ち着けながら、ルシアスが尋ねた。

「もちろん、自覚しております」

「こんなことがラフバラの王宮内で知れ渡れば、それこそ大問題になるぞ。お前を今の地位から蹴落とそうと考えているものに伝われば、お前だけでなく――リリー王女たちも、危険な目に遭うかもしれない」

　ルシアスの言葉を聞いたリアムは、再び拳を強く握りしめて表情を険しくした。

　リアムは幼い頃から、身分が低い女との間にできた子供という理由で、第三王子でありながら不遇な扱いを受けてきた。

　それは王宮に上がる許可が出てからもしばらく変わらず、リアムはこれまで一部の者たちから何度も苦水を飲まされた。

　ルシアスは、そんな弟を昔から気にかけ、誰よりも早くその優秀さに気が付き、目をかけてきたひとりだ。

　そしてリアムもまた、そんなルシアスの期待に応えるために血の滲むような努力を重ね、今の騎士団長という地位にまで上り詰めた。

　だからこそ、リアムなら、他者に足元をすくわれるような愚かな真似はしないとルシアスは信じていた。

　実際今日までリアムは、どんな時でも他者に付け入る隙を与えない、完全無欠の騎士団長であり続けた。

「お前らしくもない。どうして迂う闊かつに、危険な橋を渡るようなことをしたのか、私には理解できない」

　ルシアスが憂いを帯びた声で言えば、リアムは沈痛な面持ちで深く長く頭を下げた。

「国王陛下の期待を裏切るようなことをしてしまい、申し訳ありませんでした。しかし自分は、彼女と娘を手放す気はありません。――リリーと初めて出会ったあの日から、俺は彼女を忘れたことはありませんでした。今日、彼女に出会ってその想いをより深く自覚したのです。ふたりを、命がけで守りたい。俺にはもう、リリーとオリビアがいない日々など考えられません」

　懇願にも似たリアムの情熱的な言葉を聞いたルシアスは、狐につままれたような顔をして固まった。

　ラフバラ王国の第三王子という立場でありながら、聖騎士団の騎士団長を務めるリアムには、これまでいくつもの婚姻話が舞い込んできた。

　けれどリアムは一貫して、それらを拒否し続けたのだ。

　自分には国を守る使命がある。兄である国王陛下の剣となり、盾となり、聖騎士団の騎士団長として生きる覚悟を決めている――。そう言って、誰の好意も受け取らなかった。

　そんなリアムに対して、ルシアスは危うさも感じていた。リアムはいざとなれば国やルシアスのために、迷わず身しん命めいをなげうつに違いないと、危惧していたのだ。

「本当に……リリー王女を愛しているんだな」

　穏やかな声でルシアスが言うと、リアムは下げていた頭をゆっくりと持ち上げた。

「はい。俺は彼女を心から愛しています」

　続けられたのは、真っすぐで、嘘のないリアムの言葉だった。

　しばらく沈黙したままふたりは視線を交わしていたが、ルシアスが小さく息を吐いて目を伏せたことで緊張の糸がプツリと切れた。

「はぁ……。堅物のお前がそこまで言うんだ。きっと、とても魅力的な女性なんだろう。俺も、リリー王女に会ってみたくなった。それに、まさか知らぬ内に姪っ子ができていたとは驚いたな」

　脱力したように言ったルシアスは、頬杖をつきながら口端を上げた。

　そのまま相好を崩して、おもしろそうにリアムを見る。

「俄然、興味が湧いた」

　その顔は、大国・ラフバラの国王の顔ではなく、かわいがっている弟をからかう兄の顔に間違いなかった。

「なぁ、ふたりに会わせてくれないか」

「……今はまだ、会わせたくありません」

「なんだ、随分と勿体ぶるなぁ」

「まだ……彼女は、俺のことをあの時の衛兵だと気が付いていないんです」

「ほう。それはまた……お前らしくもなく、随分苦労しそうだな」

　カラカラと笑ったルシアスは、もう完全に弟の恋路をからかう兄の顔をしている。

　ムッと表情を怒らせたリアムもまた、すぐに相好を崩すと冷静沈着な騎士団長の仮面を取り、弟の顔を見せた。

「お前が任務で忙しい間に、お忍びで邸まで会いに行こうか」

「兄上こそ、悪い冗談はおやめください。……俺の許可なくリリーとオリビアに接触したら、さすがの兄上でも俺は容赦しませんよ」

　それはどこまで本気なのか――と言いかけた言葉を飲み込んだのは、リアムが自分以外の男を威嚇する雄オスの顔をしていたからだ。

「そんなに俺に会わせたくないか。……というより、自分以外の男をリリー王女に近付けたくないというのが本音かな？」

　フッと息をこぼしてルシアスが言えば、

「近付けたくないどころか、俺以外の男が彼女を目に映すことすら我慢なりません」

　と、リアムが猛々しく応戦した。

「ハハッ！　随分な入れ込みようだな。ますますリリー王女に興味が湧いた」

　ルシアスが今度こそ珍しく声をあげて笑った。

　けれどリアムはそんなルシアスが、弟の恋路を本気で邪魔するような野暮な男ではないことも承知している。

「仕方がない。時期が来るまで、今の話は一部の者のみで共有する秘密事項としよう。こちらの足を引っ張ろうとする人間に、余計な茶々を入れられるのも面倒だ」

「ありがとうございます。聖騎士団内でも十分に注意いたします」

　そうして兄弟の間で結ばれた約束を、ルシアスはまるで子供のいたずらのようだと内心で心地よく感じた。

「それにしても……リアム、やはりお前はなかなかの策士だな。私にいの一番に報告することで私を巻き込もうとは。こんな秘密を共有させられては、私もウォーリックとグラスゴーの問題を早期に解決せざるを得なくなる」

　ルシアスはため息をつきながら、「やはり、お前は私の弟だなぁ」と呆れたが、顔はとても愉快そうに笑っていた。

　対するリアムもルシアスを前に目を細めると、薄っすらと笑みを浮かべて、兄である国王を敬うように胸に手を当て頭を下げた。
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「ルシアス国王陛下、本日は晩餐会にお招きいただき、ありがとうございました」

　――春の宵よいの風に当たりながら、つい二年前のやり取りを思い出していたルシアスは、鈴の転がるような声に呼ばれてゆっくりと現実に引き戻された。

　振り向けばそこには、品のよいドレスを身にまとったリリーが立っている。

　彼女の足元には彼女と同じオリーブ色の瞳を持つオリビアがいて、緊張した面持ちでルシアスのことを見上げていた。

「ああ、今日は楽しめたかな。オリビア姫も――初めてのことで、緊張しただろう？」

　ルシアスが穏やかな声で尋ねると、オリビアは恥ずかしそうに目を伏せて、リリーのドレスにしがみついた。

「オリビア、きちんとお答えをしないとダメよ」

「いや、いいんだ。まだこういった場は早いだろうとは思ったが、私がどうしてもドレスアップしたかわいい姪っ子の姿を見たくてね。今日は私のワガママに付き合ってくれてありがとう。まるで薔薇の花のように美しく可憐なお姫様を見られて幸せだったよ」

　ルシアスがほほ笑めば、オリビアはボッ！　と効果音でも付きそうなくらい顔を赤く染めて、今度はリリーのドレスの後ろに隠れてしまった。

「――国王陛下、まだ幼い娘の乙女心を弄ぶのはおやめください」

　と、ふたりの後ろから颯爽と現れたのはリアムだ。

　今日は見慣れた騎士団の黒い軍服ではなく、王族の正装を身にまとっている。

「いやはや。弄ぶなどと、お前は人聞きの悪いことを言うなぁ」

「では、私の大切な娘を私の許可なく口説かないでいただきたい」

「過保護すぎる父親は将来娘に嫌われるぞ。なぁ、リリー王女もそう思わないか？」

　ルシアスが冗談めかして言えば、リリーはクスクスと笑いながら「そうかもしれません」と頷いた。

「……おとうさま、だっこしてください」

「ああ。オリビア、おいで」

　対するリアムはルシアスの言葉など聞き流し、抱っこをせがむ娘を愛おしそうに抱き上げた。

　ギュッとリアムの首に手を回したオリビアは、やはりまだルシアスの前で緊張しているのか、ほんのりと頬を赤く染めている。

「――もう、心配することもなさそうだな」

　ルシアスが、リアムに感じていた危うさは、今は少しも感じられない。

　眩しそうに目を細めたルシアスは喜びを口にした後、感慨深そうに息を吐いた。

「リリー王女、改めて、これからもどうか弟のことをよろしく頼む」

　ふわりと、春の穏やかな風が四人の間を駆け抜けた。

　リリーはルシアスの願いに対して花が咲いたように顔を綻ばせると、「もちろんです」と答えたあとで、幸せそうにほほ笑んだ。
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「ねぇ、リアム。リアムは……ルシアス様から、とても愛されているのね」

　その晩、邸に帰ってきたオリビアは疲れていたのか、早々に眠ってしまった。

　別室で窓の外の月を眺めていたリアムとリリーは、晩餐会でのルシアスとのやり取りを思い出して互いに目を見合わせた。

「愛されている……と言われると、返事に困るな」

「ふふっ。それはつまり、自覚があるということでしょう？」

　クスクスと笑うリリーを前に、リアムはそっと口元を綻ばせる。

「今、俺たちがこうしていられるのも、兄上のおかげかと思うと、やはり感謝はしているな」

　言いながらリアムは、リリーの髪にとても優しく口付けた。

　リリーは思わず頬を赤く染め、リアムを見上げる。

　するとリアムは突然なにかを思い出したように眉根を寄せて、不意に声を沈めてリリーに尋ねた。

「なぁ、あの時、なぜリリーは兄上に同意したんだ」

「あの時？」

「〝過保護すぎる父親は将来娘に嫌われる〟という話だ。リリーも俺は、オリビアに対して過保護すぎると思っているのか？」

　やけに真剣な表情でリアムが尋ねるので、リリーは一瞬きょとんとした後、にこやかに頬を緩めた。

「ふふっ。そんなことはないけれど……でも、時々妬いてしまうことはあるわ」

「妬く？」

「だって、リアムはオリビアといる時、本当に幸せそうに見えるから……。ルシアス様だって、あなたとオリビアを見て、感慨深げにしておられたでしょう？」

　フイッと顔を逸らしたリリーは、赤くなった顔をごまかすように自分の頬に手を当てた。

「だから時々、リアムの一番はオリビアなのかしら、なんて思う時もあるわ。なんて、そんなの自分の娘だから当然よね。私だってオリビアを一番愛しているし……。ああ、まだ、お酒が残っているのかしら。こんなことを言うなんて、どうかしているわね」

　恥ずかし気に言ったリリーは、リアムに背を向けて窓の外を見た。

　背中に、リアムの体温を感じる。リリーの胸の鼓動は早鐘を打つように高鳴ったが、今は後ろを振り返る勇気がなかった。

「――どうかしているのは、俺の方だ」

「え？」

「俺はもっと、リリーに妬いてほしい。俺のことだけを考え、俺だけを見て、俺ひとりのものにして、腕の中に閉じ込めておきたいと思うのだから――やはり、どうかしている」

「リアム……んんっ！」

　リリーの身体を強引に抱き寄せて、白い首筋に獣のように噛み付いたリアムは、熱に浮かれた熱い舌を押し当てた。

「や……っ、リアム、ダメよ今夜は……」

「なぜだ？　まさか酔っているからとでも言うつもりか？」

「もちろん、そうよ……。だって今日は、お酒を飲んでしまったから――」

「許さない。リリーを酔わせていいのも、俺だけだ」

　リリーの言葉を飲み込むように、リアムは乱暴にリリーの唇を塞いだ。

　熱く絡まり合う舌は段々と甘くなり、艶のある声が互いの口端から何度もこぼれる。

　リリーの背後にある窓が、ふたりの吐息で白く曇った。

　いつの間にかナイトドレスは肩からずり落ち、リアムはそっと、リリーの太ももの内側に手を這わせた。

「ダ、ダメ、リアム。それ以上は――」

「いつも……俺ばかり妬いていると思っていた」

「そん、な……っ」

「リリーのことを愛しすぎていて、俺はきみのことになるといつでも余裕がない」

「んん……っ、や……リアム……！」

　中心に突き立てられた長い指は、何度もリリーの身体を甘く溶かして誘惑する。

　こうなってしまえば逃げられないことを、リリーはもう身をもって知っていた。

「今日は、たっぷりと時間をかけてわからせてやる。俺の愛を、リリーの身体の隅々まで刻み込んで、鳴かせてやろう」

　深い口付けは、どんな時でも情愛に満ち満ちている。

　指と指が絡み合い、もう二度と互いを離さないとばかりに強く優しく結ばれた。

「リリー。俺は、死ぬまできみだけを愛し続ける」

　誓いの言葉はリリーだけに向けられた、永と遠わの約束だ。

　甘い熱に溶かされながら、リリーは幸せを抱きしめるようにリアムの背中に手を回して、注がれる愛のすべてを目一杯受け止めた。
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　こんにちは、小春りんです。『冷徹騎士団長に極秘出産が見つかったら、赤ちゃんごと溺愛されています』をお手にとってくださり、ありがとうございます。




　今からちょうど三年前に、初めてヒストリカルファンタジーを題材としたお話を書かせていただきました。

　それ以来、またいつか挑戦したい……と思いながらなかなか書くことができずにいたのですが、今回ようやく書籍として皆様にお届けできることを、とても嬉しく思っております。

　個人的に『騎士』や『騎士団長』という、〝屈強な男〟が好きでして。

　さらにその屈強な男が愛する人限定で甘くなったり、振り回されたり、時には獣のように変貌して相手を溺愛したり……というギャップを見せるのが大好きです（笑）。

　リアムはきっとこれからもリリーを溺愛し、そして愛娘のオリビアを溺愛し、「嫁にはやらない！」と、主張し続けることでしょう。

　現実にはなかなか体験できないことや有り得ないような世界も、本を開くとまるで自分が経験していることのように楽しめる。

　それが読書の一番の醍醐味であり、最大の魅力かなと思っております。

　これからも、そんなふうに楽しんでいただけるものをお届けできるように、精進したいと思います。




　ここまでお付き合いくださり、本当にありがとうございました！

　最後になりましたが、優しくアドバイスをくださった編集担当の森様、山内様、素敵な表紙を描いてくださったさばるどろさん、デザイナーさん。スターツ出版の皆様。

　そして今日まで支えてくださった、たくさんの読者様に心から感謝いたします。




　あなたとこうして〝繋がること（Ｌｉｎｋ）〟ができたことに。

　そしてこれからもあなたの周りに、笑顔があふれますよう。

　精いっぱいの感謝と、愛を込めて。




二〇二〇年十一月　小こ春はるりん（Ｌｉｎｋ）
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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